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平成３０年第２１回苓北町議会定例会会議録（第１日目） 

 

 平成３０年第２１回苓北町議会定例会は、平成３０年９月７日苓北町議会議場に招集

された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

    １番  松本 良人          ２番  廣田 幸英 

    ３番  髙戸 幸雄          ４番  松野 重幸 

    ５番  倉田  明          ６番  石田 みどり 

７番  野﨑 幸洋          ８番  浜口 雅英 

９番  田嶋 豊昭         １０番  山下 時義 

１１番  錦戸 俊春（副議長）    １２番  山本 政人（議長） 

 

３．不応招議員 なし 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長  龍 岡   学     書    記  野 田 寛 子 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長  田 嶋 章 二     副 町 長  松 野   茂 

教 育 長  濵 﨑 敏 和     総 務 課 長  山 﨑 秀 典 

税務住民課長  宮 﨑 裕 昭     企画政策課長  荒 木 広 之 

教 育 課 長  西 川 文 孝     土木管理課長  汐 﨑 正 喜 

農林水産課長  野 田 尚 之     商工観光課長  尾 脇 宣 宏 

水道環境課長  錦 戸 和 友     福祉保健課長  福 田 誠 一 

健康増進室長  本 田   保     会 計 課 長  坂 元 俊 司 
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８．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期決定の件 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 行政報告 

日程第５ 一般質問 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（山本政人君） おはようございます。 

只今の出席議員は１２名です。定足数に達しておりますので、只今から平成３０年第

２１回苓北町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（山本政人君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１番、松本良人

君、２番、廣田幸英君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期決定の件 

○議長（山本政人君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、お手元に日程案を作成し配付しておりますとお

り、本日から９月１４日までの８日間にしたいと思いますが、これにご異議ありません

か。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から９月１４日までの８日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（山本政人君） 次に、日程第３、諸般の報告を申し上げたいと思いますが、諸

般の報告の前に、今月に入ってから、先ほどから意見も出ましたように、台風２１号の

襲来、日本列島の縦断という強い勢力を保ったままでの日本列島縦断というのは滅多に

ないことでありまして、風雨ともに大変な災害が発生をいたしました。そして、又、昨

日の未明、発生をいたしました北海道地震、つい先年、熊本でも大地震が起きました

が、それと同じような規模か、もしくはそれ以上の規模と思われる北海道地震が発生を

いたしまして、私たちが到底想像を絶するような、想像ができないような、そういう大

震災が発生をいたしました。お亡くなりになられた方のご冥福を心から哀悼の誠を捧げ

ますとともに、被災された皆さん方に心からお見舞いを申し上げるものでございます。 

それでは、これより諸般の報告を申し上げます。 

６月１３日、苓北町観光協会総会に出席をいたしました。 

７月６日、天草陶石研究開発推進協議会総会に出席をいたしました。 
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７月９日、益城町グランメッセ熊本で開催された、町村議会議長会、常任委員長・議

会運営委員長研修会に、松野町民福祉常任委員長、田嶋建設経済常任委員長とともに出

席をしました。地方創生まちづくりと題しての総務省地域力創造アドバイザー高野誠鮮

氏の講演がございました。 

７月１８日、苓北町青少年育成町民会議総会に出席をいたしました。 

７月２３日、天草市牛深町で開催された天草・出水県際交流促進協議会総会、並びに

天草長島架橋建設促進期成会総会及び講演会に出席をいたしました。 

次に、７月２４日天草広域連合議会運営委員会に出席をいたしました。８月議会提出

議案等について協議をいたしました。 

７月３１日、熊本県自治会館で開催された県町村議会議長会第２回理事会に出席をし

ました。平成２９年度決算等について説明が行われました。 

８月８日、天草広域連合議会定例会に出席をしました。 

８月９日、天草郡市原爆死没者追悼式に出席をしました。 

８月２４日、天草地域国県道整備促進期成会総会に、田嶋建設経済常任委員長ととも

に出席をいたしました。 

８月３０日、天草ジオパーク推進協議会に出席をしました。 

なお、資料は議会事務局に保管をいたしておりますので、ご覧ください。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 行政報告 

○議長（山本政人君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長。 

○町長（田嶋章二君） 行政報告をさせていただきます。 

 まず、７月からこれまでの主な行事についての報告でございます。 

７月２９日日曜日に長崎市で開催されました、平成３０年度長崎ペーロン選手権大会

に、本年も苓北町から都呂々若獅子会が出場しました。都呂々若獅子会は予選第３組の

３着で準決勝に進みましたが、準決勝はその組の４着で惜しくも決勝進出はなりません

でした。 

次に、８月２６日日曜日に、唐津市の西の浜海水浴場で開催されました、第１４回唐

津ペーロン大会に、苓北町から「浜千鳥」チームが参加し、姉妹都市唐津市の皆さま方

と、より一層交流を深めて帰ってきております。 

次に、今後の諸行事についてのお知らせでございます。 

熊本県民体育祭特別大会が９月８日と９日、１５日と１６日、２２日と２３日の３週

間にわたり、県内各会場で開催され、苓北町からも９競技１２種目に出場をいたしま
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す。 

次に、各地区の町民体育祭でありますが、９月３０日日曜日には、坂瀬川地区で坂瀬

川公民館グラウンドで、都呂々地区は都呂々小学校グラウンドで、１０月７日日曜日に

は、志岐地区は志岐小学校グラウンドで、富岡地区は富岡小学校グラウンドでそれぞれ

開催をいたします。 

次に、１０月５日から９日までの５日間、苓北町５窯元、天草町４窯元が参加をしま

して、第３０回天草西海岸秋の窯元めぐりが開催されます。なお、開会式は１０月５日

金曜日午前１１時から内田皿山焼窯元で開催されます。 

次に、敬老会の日程でございます。１０月１６日火曜日に、坂瀬川地区は坂瀬川小学

校体育館で、都呂々地区は都呂々公民館で、１０月１７日水曜日に、志岐地区は志岐小

学校体育館で、富岡地区は富岡公民館で、それぞれ午前１０時から開催をいたします。 

次に、熊本天草間幹線道路の早期完成を求める天草島民集会が１０月２７日土曜日午

前１０時から、天草市民センターで開催されます。 

次に、富岡城お城まつりが１０月２７日土曜日、２８日日曜日の両日開催されます。

２７日にはオルレ富岡まち歩き、苓北イルカウォッチング、天草西海岸クルージングや

苓北海鮮バーベキュー等の催しが行われます。２８日には百間土手前をメインステージ

として、郷土芸能、餅投げ等の催しや飲食物産展、マルシェの出店が行われます。又、

富岡城内施設等においては、絵画展や写真展等の催しも計画されております。 

次に、苓北夕やけマラソン２０１８大会の開催についてでございます。１１月３日土

曜日午後２時１０分から、農村運動広場前をスタート・ゴールとしてハーフマラソン・

１０キロ・４キロのコースで開催いたします。なお、今回もゲストランナーの参加も予

定されております。 

次に、第２４回吟詠「泊天草洋」全国大会が１１月４日日曜日午前８時３０分から志

岐集会所で開催されます。本年は、頼山陽来訪２００周年記念大会となります。 

次に、苓北町防災訓練についてのお知らせであります。１１月１１日日曜日午前８時

３０分から、天草灘地先を震源とした震度５強の地震発生を想定した津波発生の情報伝

達訓練並びに避難訓練を実施いたします。又、この訓練に引き続き、坂瀬川小学校の建

物火災を想定した消火活動・避難誘導・人命救助等の防災訓練も実施をいたす予定でご

ざいます。これらの訓練を通しまして、相互協力体制の確立と防災意識の高揚を図って

まいります。 

又、昨日起こりました北海道の大地震につきましても、いつどこでどんな災害が起こ

るかわからない、常にそういう態勢を町民全員の方々にお持ちいただければとそういう

気持ちの中で行いたいと思います。 

次に、４年に１回開催しております苓北町産業文化祭を本年１１月１７日土曜日、１
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８日日曜日の両日、町民総合センター農村運動広場を中心に開催いたします。各種展

示、出店のほか、保育園、小中学校の音楽会、県警察本部音楽隊による音楽祭やふれあ

い文化祭等の催しを計画しております。 

最後に、１１月２５日日曜日、東京都の霞ヶ関ビル「東海大学校友会館」におきまし

て、関東ふるさと苓北会が開催されます。 

それぞれの行事につきましては、議員の皆さま方には、大変お忙しい中とは存じあげ

ますが、ご出席、ご声援いただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

以上、行政報告をさせていただきます。 

○議長（山本政人君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 一般質問 

○議長（山本政人君） 次に、日程第５、一般質問を行いますが、ここで議長からお知

らせをいたします。 

６月８日開催の全員協議会におきまして、慎重審議をしました結果、今回の一般質問

から一般質問の様式を変更いたしました。それは、今まで質問と答弁、併せまして１時

間という制限をいたしておりましたが、今回から質問者の制限時間を３０分以内とする

ということで。従いまして、向こうの左側の壁に表示されております時間は、この３０

から時間が経つごとにずっと減っていくと、ですね、減少されていくということでござ

います。したがって、あらかじめ３０分という時間が設定されておりますので、質問者

の方はそれに合わせまして質問をされますようにお願いをいたします。なお、答弁時間

は制限なしといたしております。 

又、今日は午後から苓北中学校第１学年の生徒の皆さんが２班に分かれまして傍聴に

見えられます。これは、どのような方針や考え方で町政が進められているかということ

を体感するために、傍聴に来ていただくわけでありますが、入退場につきましては、適

宜、その時間に合わせてされるということでございますので、ご了承いただきたいと思

います。 

それでは、これより一般質問を行います。 

通告１番、山下時義君。 

○１０番（山下時義君） 皆さん、おはようございます。通告１番、１０番議員の山下

時義です。私は、先に通告しておきました平成３１年１月に執行が予定される苓北町長

選挙について、町長にお伺いいたします。 

 田嶋章二町長は、平成３年に苓北町長に就任されております。現在７期目でいらっし

ゃいます。この間、公共水域保全のための下水道整備、一人の女性が生涯に産む子ども

の数の理論値を示す合計特殊出生率が、過去最低の１.５７に低下したのは平成２年で
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す。少子社会は国を滅ぼすの持論のもと、その速やかなる対処となった少子化対策・子

育て環境整備、九州電力苓北発電所の１号機、２号機の運転開始の見守り、天草の要害

であり、苓北町の観光拠点となる富岡城の復元と、その周辺の整備、循環型社会の構

築、単独でのまちづくり、都呂々・富岡簡易水道、笹尾浄水場更新工事実施の英断、全

国的に人口は減少していく中での各世代のバランスのとれたまちづくり等々にその期、

その期に尽力してこられました。 

苓北町民が「苓北に住んでよかった」と言えるようなまちづくりのため、企業誘致、

雇用の確保を最重要課題として、今後も田嶋章二町長の持てる力、知力の全てを発揮す

べきだと思います。 

平成３１年１月１３日が予定されておりますが、町長選挙について田嶋章二町長のお

気持ちをお伺いするものでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の山下議員のご質問にお答えをいたします。 

 私は平成２年末に、海の汚れは町民皆さま方が毎日お使いになって流される生活排水

が原因です、その原因をしっかり皆さんで受け止めながら、下水道を整備をして、川、

海の公共水域の浄化に努めましょうということ、それと併せて、少子化問題のことを申

し上げながら、選挙戦で皆さん方の大きな支持をいただきまして当選をさせていただき

ました。以来、その期、その期でやはり大きな問題が発生をしてまいりました。 

２期目につきましては、そろそろ九州電力の供用開始、これが大きな課題になってま

いりました。その前にも九州電力のとってこられた環境政策について、やはり足りない

ものがあるのではないかということで、やはり九州電力との環境保全協定を見直しをさ

せていただきました。これは全国初めての見直しだったようでございます。 

その後にですね、今度は天草の中で平成の大合併、これにどう対応していくかという

問題が発生をしてまいりました。私どもは合併をしても貢献できるまちでありたいと、

地域でありたいと。合併しなくても独立をして、しっかりと町民生活を支えていける、

そういうまちづくりに取り組んでまいりましたので、その合併の協議に入らさせていた

だきましたが、我々の考えとほかの町村の考えとがしっくりいかずに独立の道を歩んだ

わけでございます。合併をしても厳しい状況には変わりはなかったのは、今の現在のこ

とを考えられれば明らかでありますし、又、独立でやっていくというのにもやはり大き

な課題が諸々出てきております。 

そんな中で少子社会は国を滅ぼすということを私は町長選前から日本の状況を考えて

おりましたので、そのひとつの要因というのは、私どもの幼少の時代にはとにかくその

家庭で４、５人のお子さん方が大抵いらっしゃいました。そして、特にその中でやはり



 

－10－

進学をされる、できる方たち、進学しないでそのまま集団就職に行かれる方たち、その

まま農業や漁業の跡取りをなさる方々、いろんな状況がございました。そのことが進む

中で、やはりその後はですね、どこのご家庭も自分のお子さん方には教育をさせたい。

そして、高校、大学にも進ませたいというお気持ちが強くなられて、これは全国的な傾

向だと思います。その中で、やはり４人も５人もだと大変だと、やはり一人か二人とい

うようなご家庭が増えてまいりまして、そういった面でのやはり人口減少、子どもさん

の減少が続いたわけでございます。いろいろそれぞれのお考えがおありになると思いま

すが、しかし高齢化、要するに長生きをなさる方たちが増えたということと、子どもさ

ん方が少なくなったということで、今の非常に困った状況が出てまいっております。困

った状況は本当に日本の国家が今後今のままでいくと、いろんな社会の分野、分野で成

り立たなくなるということが考えられております。そういう中で大都会に仕事が多いか

ら大都会に皆さん出て行かれるということでありましたが、この数年の状況を見ており

ますと、大都会のみならず、我々過疎地域にも全国的に人手不足の様相が出てまいって

おります。もちろん一番大きな影響を受けてるのが医療・介護施設、しかし、農業や

諸々の種別でですね、人手不足、後継者不足が顕著でございます。 

そういった意味で、私はその期、その期でそれぞれ新たな目標を立てまして、その挑

戦をしてまいったわけでございます。その全てがうまくいったわけではありません。そ

れは私の力不足と合わせまして、世の中の状況がそういう状況にならなかったというよ

うなこともございます。そんな中で議会の皆さま方はいうまでもなく、それぞれの団体

の皆さま方、そして町民の皆さま方が浅学非才な私を支えていただきまして、町政運

営、いろんな課題はありますが、しっかりと進んでいると。しかし、この進んでいる調

整もですね、又、課題をしっかり克服していかないと、あとの苓北町がどうなるかとい

うことでございます。只今のことを考えますときに、今後の新しい目標というのは、や

はり企業誘致もそうでございますが、やはり苓北町にある事業所、あるいは農業、漁

業、これについても仕事はあるのにやはりその仕事に就く方々が少ない。苓北町の若い

人たちも外に出ていかれる方たちもかなりいらっしゃいます。できうればそういう方々

にも苓北町にある仕事に就いていただけるような、そういういろんな訓練なり教育な

り、これをしっかり後支えをしていければよいなと思っておりますが、現在で考えます

と日本人だけでは日本のいろんな業種を支えることができなくなっているのはもう明白

でありまして、今後はやはり外国の方々のお力もお借りしていかないと大変難しい状況

になります。そういうことを考えますときに、私が４年前に掲げました皆さん方とのお

約束、ひとつはふるさと介護、ふるさと介護というのは、都会に出ていかれた天草出身

者、苓北町出身者の方々が企業を退職なさいまして、しばらくはお元気なんですが、そ

の後、施設に入らなければならない状況になってまいりますと、大都会ではなかなか入
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れない状況があります。そういうことを考えますときに、できうればふるさとか、ある

いはふるさとの近くでもいいから、こちらに帰ってきていただけないかなと、そういう

ことを提案をしておりました。その中で苓北町にいらっしゃる若い方々が、その方たち

の面倒を見ていただく、そういう状況が出てくれば苓北町の若い方も外に出なくてもす

むということができると。そして苓北町から、あるいは天草、あるいは近隣からです

ね、集団就職なり、いろんな事情で都会に出られた方々も安心をしてこちらに帰ってき

ていただけると、そういうことがねらいでございました。それには施設も大事でござい

ますので、民間の皆さま方にもいろいろと問いかけをいたしまして、今、大体、施設の

ほうでの目標はですね、達成されそうでございます。達成されそうではありますが、先

ほども申し上げましたように、その施設ができて、入所希望者はいらっしゃっても、そ

れを支えていただける方たちがどれだけ集まられるかというのは心配でございます。こ

れは我が町のみならずですね、天草、あるいは熊本県、全国的にもそういう傾向であり

ますので、やはりここはですね、外国の方の力をいただかなければ成り立たなくなる可

能性が高い。そういう面でですね、働き手の養成、国のほうもですね、日本語の習得を

なさってレベルが高い方たちには滞在年数を増やすとかですね、そういうこともやって

おられます。そういう意味でですね、ふるさと介護というのは非常に順調には進んでお

りますが、今後の課題というのは、その人手不足の解消のために地域の人たちはもちろ

んでございますが、外国の方たちをどう苓北町に、あるいは天草中に、九州に、教育を

して、そしてこちらに介護、医療に残っていただけるかというのが課題でもございま

す。これは医療介護でもなくても、既に今農業でも外国の方がこの苓北町で働いていら

っしゃるわけでございまして、そういった面でこのことをしっかりと支えていく、そう

いう官民合わせた協力体制が必要になってくると考えております。又、マグロの養殖事

業の中で停滞している漁業者の方々の収入増に結びつけたいという思惑があって、これ

は懸命に努力をしておりますが、ご承知のとおり、国際的なクロマグロの取得制限でな

かなか厳しい状況がありまして、卵から育ててそのままマグロに成長させる、そういう

状況が出てこないと新しいいけすの許可を出さないという法律ができております。只今

ですね、孵化率は当然９０パーセントを超えております。ただし、孵化された稚魚が横

は三、四十ｃｍぐらいの大きさのマグロに育つ率は１０パーセント台でありまして、ま

だまだ商業ベースに乗ってない。一部の大手の企業はですね、実証をしながら数年先を

捉えてですね、頑張っておられます。中には、熊日新聞にも載ったことがありますが、

その完全養殖マグロが５０ｋｇに育ったと新聞の写真入りで載ったこともございます。

載るということは稀なことだから載ったわけでありまして、今後ですね、その技術が進

んだ中で、相手の企業もですね、ぜひ苓北町に来たいとおっしゃっておられますので、

我々はそのつながりをですね、消さないようにしっかりと接触をしていくべきである
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と。それと、又、我々だけでできる身近な養殖もございます。考え方を申しますと、も

う既に獲る、天然のものを獲っていくというのは、それはそれで続けていただけるとは

思いますが、なかなか安定した収入にはつながらない。そのつながらない中で、やはり

養殖を主体化していかないと今の水産業に従事しておられる方、続いていかないと。そ

ういう深刻な状況があるわけでございます。それを解決するためにまず手短に海藻類、

貝類の養殖事業、この実証にですね、町がリスクをとった中で、今、現在、水産研究セ

ンター、漁協の協力もいただきながらですね、始めたところでございます。そういった

意味でですね、私の皆さんとのお約束はまだ５０パーセントぐらいかなと。それを達成

するための新たな挑戦はですね、やはり人手不足をどう解消していくかということが大

きな課題でございます。そういった大きな課題と、そして今、少子高齢化の中でやはり

皆さま方が安心をして暮らせるまちづくりにまだこれからもっと頑張らないと本当に皆

さん方の幸せはやってこないと。そういった意味でですね、ぜひ今回、来年の１月の選

挙もですね、町政運営にあたらさせていただくべく町長選に立候補を考えております。

皆さま方のご理解とご支援をよろしくお願いを申し上げまして、私の所信にかえさせて

いただきます。 

○議長（山本政人君） 山下君。 

○１０番（山下時義君） 只今は縷々ご説明をいただきましてありがとうございます。

最後の下りで、次回の選挙にも立候補するんだという意思表明があったことをはっきり

しましたので、頑張っていただくようにお願いするものでございます。 

 私は特に先ほど申し上げましたように、やはり苓北町には企業誘致、雇用の確保、こ

れが今後のですね、一番の問題であろうと思います。職場はですね、例えば、病院とか

いろいろな職場で苓北町内に点在するわけですが、みんな近隣の本渡町を中心にそこか

ら通って苓北町でお仕事をしていらっしゃる。先生方もそうです。そういうやっぱり苓

北町にですね、そういう方々が居住していただければ、保育園、小学校、中学校の生徒

さんも増えますし、日常の消費活動、商店街も大変潤うわけですね。そういうことをや

っぱり今後はですね、事業主とともにお互いが努力しなければならないと、このように

思っております。企業誘致のことで、町長もご存知と思いますが、町村によってはやは

りその企業がそこで仕事がしやすいように、つまりその場所を提供したりですね、そし

て税制を優遇したりというような措置をとっている町村がありますね。これは私たちも

議員研修の中でいろいろ勉強させていただいております。やはり、この田舎でそういう

事業を起こすからには大きなハンデもあるわけですから、やはり１、２年はですね、そ

ういう面倒をみる。そして軌道に乗ったら税金をいただく。もちろん工場の敷地につい

ては適当な価格で買ってもらうというようなことをするのが私は今後非常に大切ではな

かろうかと、このように思っております。先ほど労力不足でやはり外国人の労働者を今
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後苓北町にも介護なり農業なり、あらゆる面でですね、必要だと、おっしゃるとおりで

ございます。これは既にですね、各市町村がそう行っておられます。それと、一番私た

ちがずっとお願いしてきました農村の嫁不足ですね。農村漁業者も跡取りの嫁不足があ

るわけですが、そういうとにもやはり機会があったら、もし結婚ができたらですね、非

常にいいことでありますので、そういうこともやっぱ今後考えていただきたい。それ

と、町長が常におっしゃっておりますサッカー場とかいろいろスポーツイベントがある

わけですが、その際、やはり苓北町にはですね、適当なホテル等々がありません。そこ

でやっぱりそういう事業所があったならばですね、大いに先ほど申し上げたようなこと

で優遇をして、思い切ったですね、政治的なやっぱり配慮をして、そしてホテル等ので

すね、建設ができるように考えていただけないかとこのように思っております。そし

て、２０２０年にはオリンピックも開催されます。これは外国の人たちがですね、たぶ

ん苓北にも相当お見えになるかと思います。その際ですね、やはり苓北町の観光につい

ても、そういうお客さんに対する英語なり韓国語なり等をですね、やっぱり職員で勉強

していただいて、そういうお客さんに対してですね、サービスができるような体制をと

る必要があるとこのように思っております。 

以上のようなことでどうお考えか、もう一度お尋ねいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 諸々の課題は私が先ほど申し上げたような課題がございます。

今、人口減少に伴った中で交流人口を増やしていくということも大事ですが、その中で

もっと大事なことはやはり苓北町にお金を落としていただく、そういう仕組みをつくっ

ていかなければ、ただ来られるだけではなかなかその目標が達成されないわけでござい

まして、やはり宿泊施設というのは非常に大事な要素になってまいります。例えば、こ

の土、日、明日明後日２００人以上の中学生、高校生がこのサッカーグラウンドを使っ

て泊まる予定だと。泊まるところはコミュニティセンター、そして各学校って言います

か、学校の跡とか、そういうところに泊まる予定だったんですが、なんか台風とか天候

悪化が予想されて今度は中止になったと思います。夏休み期間中も１００人単位ぐらい

で合宿を行われたところがたくさんあったようでございまして、そういった意味でそれ

を応援に来られる保護者の方々の泊まる場所がなかなかないということで、せっかくの

苓北町の振興がですね、そこで途切れて違うところにお泊りになられるということにな

ります。そういう意味で、宿泊施設の誘致は前から頑張ってはきてるんですが、なかな

か思い通りにはいきません。今後はですね、今おっしゃったようなことも踏まえなが

ら、しっかりとした企業誘致策をですね、立てていきたいと。その中に今小さい会社で

ありますけど、繊維会社とかがですね、前の坂瀬川公民館の跡に入ってこられて、段々

人数が増えておられるというようなこともございます。そういった意味で、ぜひです
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ね、宿泊施設の誘致というのも大きな企業誘致に優るですね、手段になってくるのでは

ないかと考えておりますので、企業誘致につきましては、今も相当優遇策はやっており

ますが、これでいいのかという、やはり再検討もしていかなければならないと考えてい

るところでございます。 

○議長（山本政人君） はい。 

○１０番（山下時義君） これで終わります。 

○議長（山本政人君） はい、これで山下時義君の一般質問を終わります。 

次に、通告２番、倉田明君。 

○５番（倉田 明君） 通告２番、倉田です。通告の２件について質問させていただき

ます。 

 １件目の志岐漁港臨港道路整備事業の早期完成についてでございますが、この事業は

平成２４年度から始まり総延長約１,４００ｍ、全体事業費約９億円が見込まれ、平成

２８年度完成を目指され、今日に至っております。現在、既に浜の町海岸臨港道路、

又、浜の町と紺屋町を結ぶ新志岐川橋も完成し、今年度は紺屋町臨港道路一部の工事が

計画され、残りの紺屋町海岸道路約１００ｍ余りと、新三会川橋約３８ｍは平成３１年

度以降の計画となっているようでございます。当初計画より遅れておりますが、非常に

努力の中もありますが、早期の全線開通を願うところでございます。完成時期はいつ頃

になるか、町の見解をお尋ねいたします。 

 ２点目に、既に釜海岸より浜之町海岸臨港道路から新志岐川橋を渡り、紺屋町海岸臨

港道路の中ほどの志岐八幡宮裏付近まで道路は完成しておりますが、新志岐川橋は通行

止めになっております。この通行止めの明神山臨港道路から紺屋町臨港道路の中ほどま

でまだ舗装をしていない関係や、又、今後の関連工事都合等と思われますが、可能であ

ればこの区間を早期に舗装し、完成区間の利活用ができればと思っております。町の見

解を伺います。 

 ３点目に、新三会川橋の町道側に、現在、工事のため仮設道路が設けられておりま

す。できれば橋完成後もこの仮設道路を補強し残していただければ、車両等の通行に更

に安全が確保されると思われますが、町の見解をお尋ねいたします。 

 ２件目のマグロ養殖の企業誘致は困難？新たな取り組みについてでございますが、先

ほど山下議員の質問の折に、若干、マグロ養殖誘致に対する町長のご答弁もありました

が、質問の機会が得ましたので、私のほうからも改めて質問をさせていただきます。少

し前おきになりますが、平成１１年６月、紺屋町区及び明神山区の両区長名で、町議会

に陳情書が提出されました。その趣旨は、「近年、周辺に住宅も増え、海岸横を生活道

路として利用しているが、道路幅も狭く危険。又、台風の大型化や冬場の波浪により高

潮が発生し、塩害やごみ等が漂着し、衛生的、環境的にもよくない。これらを踏まえ、



 

－15－

明神山から紺屋町の海岸線に道路をつくり、富岡地区と架橋により交通の利便性を図

り、併せて高潮対策護岸の建設を要望する」旨の内容で、陳情書は同年９月定例会で採

択されました。 

 陳情書が採択されて１０年経過した平成２１年９月議会一般質問で、改めて「明神

山・紺屋町の高潮・塩害対策及び道路整備」について質問をさせていただきました。当

時、志岐漁港の地域水産物供給基盤整備事業とともに、道路や周辺整備も進む中、町長

答弁では、「私の構想の中では、富岡港から新地を通って志岐漁港をまたいで、浜の町

から国道に出る。いわゆる新産業道路づくりが長年の懸案でした。その懸案をさえぎる

ものがいくつかあり、その一つには紺屋町、明神山の堤防です。これを除いて前に出す

ことで、土地も道路もできる考え方でしたが、補助金の適化法により、それにまだ該当

し、今のまま使えるという国・県の考え方です。そのような中、漁港関連道路であれば

適用できるが、対投資的効果の数値が出てこない。新たな産業が生まれる中、又、企業

誘致ができ、その道路の必要性の中で新しい漁港関連道路をつくるということです。浜

の町の高潮対策でつくった道路はすばらしいものができています。ただし、志岐漁港に

入り込むことが難しい状況です。そういう意味では、志岐川に橋をかけ、新地に行く道

路が大事になると思います」。との旨の答弁をなされております。 

町長もその陳情を含め、産業道路新設のため、マグロ養殖企業の誘致等産業振興策を

いろいろご検討されたものと思っております。そういう中でご承知のとおり、近年マグ

ロの漁獲については、資源保護のため国際的に数字が割り当てられ、年々漁獲規制が強

化される中、国際的にマグロの消費が増え、需要も増えつつあります。そのような中、

最近の報道等によりますと、平成２８年のマグロ養殖経営体の数は９５社で、養殖場の

数は１７５ヶ所といわれており、平成２３年より３８養殖場が増えているようです。こ

のうち５８の養殖場の免許は人工種苗いわゆる人工孵化のみを活け込む制限のもので、

残り１１７の養殖場の免許は天然稚魚を活け込み、そのいけすの台数等には上限がある

とされております。 

現在、苓北町が誘致しているマグロ養殖については、人工孵化の形態のもので、近

年、人工孵化から成魚までの完全養殖へ向けた飼育もされておりますが、その飼育過程

での稚魚の生存率が極めて低いと言われております。そのような中、商業ベースに乗り

つつあるとの報道の一報、まだまだ厳しいとの意見もあるようでございます。その孵化

技術は、近年進歩したとはいえ、まだ進出には厳しいものがあると思われます。又、平

成２８年１１月２８日には田嶋町長をはじめ、山本議長ほか５名の議員が苓北町に進出

計画の企業の東京本社訪問で、社長、常務、執行役員の方と懇談なされ、「マグロ養殖

の事業は、世界的な資源管理の中で稚魚の採取が制限され、国も養殖に消極的、卵から

の完全養殖もヨコワまで成長させ、出荷までの歩留まりは１５パーセントぐらい、採算
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ベースには非常に厳しい」と町議会広報に記載されておりました。 

マグロの完全養殖技術も今後進歩していくものとは思われますが、都合ではマグロ養

殖誘致計画の休止、あるいは断念し、別角度で水産振興を図り、新たな取り組みとし

て、例えば実用化に向けた海藻類の栽培養殖等の検討も必要になってくるものと思われ

ます。 

マグロ養殖誘致企業の最近の動向と町の見解をお尋ねをいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の倉田議員のご質問に答えさせていただきます。 

 まず、志岐漁港道路整備事業につきましては、富岡港と国道３２４号を直結する流通

輸送道路として、又、地域住民の皆さま方の防災機能を果たす防災道路として平成２４

年度から着工し、本年度の工事が終了した時点では、橋の延長も含めた総延長の約８９

パーセントが完成をいたしております。残りの工事は、三会川の橋の上部工、紺屋町海

岸の護岸工、道路の舗装工事で、工事完成は早くて平成３２年度に完成となる見込みで

あります。これは国の事業量の採択配分や町の財政計画との関連もありますが、できる

だけ早く完成したいと考えておりますし、聞くところによれば来年１０月の消費税の税

率値上げと合わせた中で、来年度、あるいは今年度にその対策、経済対策をやるという

ようなことをお伺いしておりますので、できれば補正事業をやっていただければ、我々

としても財政計画が非常にまっすぐいくんじゃないかなと考えております。今後、年末

の予算編成と合わせて、どういう国のスタンスになるのか、これも注視していかなけれ

ばならないと考えているところでございます。 

 次に、志岐八幡宮の裏付近での早期の活用についてのご質問でございます。 

新志岐橋から紺屋町側への約４００ｍ区間は舗装工事を除き完成をしております。平

成３１年度にこの区間の舗装を優先して実施することや、工事の発注時期が国の事業認

可の時期により決まりますので、来年度当初に早期の発注が可能かと思いますので検討

してまいりますが、しかし、これ防災道路の機能をしてあるわけですから、いざという

ときにあの志岐橋も完成しております。それを活用して舗装してあるかないかは別にい

たしまして、いざというときに逃げられる道はやはりあけておくというのが私の考え方

でありました。その辺のところもすぐ、要するに防災のときに活用できるように、通れ

るような状況にしてまいりたいと考えているところでございます。 

現在の仮設道路を補強して残してはどうかというご質問でございます。 

仮設のある道路は町道であるとともに、県が管理する港湾施設の防潮堤でもございま

す。残すとなれば、防潮堤としての性能を満たした上での道路の拡幅や補強工事が条件

となるものと思いますので、今後これを残すという方向で県・国との協議を進めてまい

りたいと考えております。 
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次に、企業誘致の状況と今後の誘致に関する方向等についてのご質問でございます。 

マグロの養殖事業につきましては、当該企業の現状についてのお尋ねでございます。

当該企業におきましては、平成３０年２月に代表取締役社長が交代されましたので、４

月１６日に新社長への挨拶と現状をお伺いするために会社を訪問をしております。意見

交換を行ってまいりました。 

現在、養殖事業につきましては、和歌山県の串本や長崎県の水産研究センターと協力

をして事業を実施されております。一日でも早く採算ベースに乗るよう努力されており

ます。採算が合う状況になれば進出していただけると考えておりますので、引き続き誘

致に取り組んでまいりたいと考えているところでございます。これは、二者択一の問題

ではないと思います。誘致をする条件をしっかり支えていくのは、その当該企業の技術

人であります。我々は、その企業が採算ベースに合うようになったときに、この町に来

てくれること、その縁を切っては駄目だと。その努力をしていくべきではないかと考え

ておりますし、又、我々の力でできる養殖事業もございます。海藻や貝類を養殖してい

く。現に一昨年からはアオサの養殖の面積が広まっております。これも漁協、そして養

殖事業をなさる方々の熱意の中で採算を上げておられるやに聞いております。 

それと併せまして、苓北町では漁獲量が先ほども申しましたように、１５年ほどの間

に以前の３分の１、２００トン前後まで落ち込んでおります。海水温の上昇や生息魚種

の変化等の漁場環境の変動による資源の悪化が大きな要因と思われますが、この対策と

して、これまで栽培漁業の推進のため、県と沿海市町並びに全漁協で組織する熊本県栽

培漁業地域展開協議会の共同放流事業により、苓北地先にはマダイやクルマエビの種苗

放流を実施してまいりました。又、地元漁協に町の単独事業によりアカウニやクルマエ

ビの放流の補助も実施しております。 

これらに加え、本年度からは単独事業で海藻類や貝類の増殖や養殖の実証事業を開始

しております。これらの増殖・養殖事業は、直面している海面漁業の衰退をみるとき、

当然、力を入れなければならないことだと考えているわけでございます。既に行われて

いるアオサ養殖は、近年海域を広められておりますが、さらに拡大をしていかれる考え

方でいらっしゃると聞いております。ヒジキ養殖における種苗定着の技術指導等、実証

事業は県の水産研究センターから海藻の種苗の提供や勉強会を通して、指導や助言をい

ただき進めております。今後、事業化が可能と判断されれば、漁民の皆さま方に養殖を

お勧めしていくとともに、漁協と力を合わせて本格的な増殖、養殖事業の段階へと進み

たいと考えておりますので、只今、説明をしたような案件がですね、一日でも早く、ま

だリスクを伴っておりますので、漁民の方たちが実際の生業として取り組まれるような

状況にもっていきたいと。そういうことでございますので、これはこれで町と漁協とそ

して県の水研センター、一緒になって頑張っていくと。マグロはマグロで当該企業に頑
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張っていただいて、その見通しがよくなったあかつきには苓北町に進出していただくと

いう、その方向でやっていきたいと考えておりますので、よろしくご理解のほどをお願

いを申し上げます。 

以上、倉田議員の質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 志岐漁港の臨港道路の全体開通につきましては、現在が８９パ

ーセントぐらい完成し、予定としては３２年度には開通するだろうということでござい

ます。先ほど、三会橋の上部工、これを最初につけようかという話もあったようでござ

いますが、紺屋町地区のいわゆる排水等も早急にやらなければいけないということで、

事業の組み替え的もあったようでございます。それは理解するところでございますが、

いずれにしてもですね、早期の完成を願うところでございます。 

先ほど、町長のいわゆる紺屋町地区に避難地が設けられてあります。舗装があっても

なくても、ある程度利用していただくということでございましたが、非常に私もその舗

装がなくても利用していただければいいわけでございますが、現実的にですね、現地に

行かれればわかるんですけども、なかなか緊急で車両等が通るのはなかなかこうゲート

等もありますし、避難手段がですね、車、歩行、自転車、いろんな形態があると思いま

すけども、いずれにいたしましても、そういう現状でも避難地を利用するならば、もう

少しそれなりの整理を図っていただければ、より安全に避難等ができると思いますの

で、ご確認等をお願いしたいと思います。 

それと、マグロ養殖の件でございますが、こっちから断ることもできると思うんです

けども、町長がおっしゃるように、向こうのほうの気持ちもあられるし、いつか完成す

れば来ていただければそれでいいわけですね。町長がよく言われるように、７０名ぐら

いの雇用、又、それに関連した雇用の拡大も望めるということで非常に私も期待してい

るところでございます。ご承知のとおり、社長も交代されておられるようでございま

す。又、この企業はやはり資本金も多ございますし、資料、報道等でもですね、年間売

上が１,６００億円ぐらいあるということで、非常に最大大手でございます。そのよう

な状況下で、現在、町長も申されましたが、和歌山の串本、そして長崎の五島市のほう

でですね、されているようでございます。なかなかですね、町長も先ほどおっしゃいま

したように、ヨコワからの成魚まで生存率が１０数パーセントぐらいいうことで、今こ

の会社もですね、近畿大学と共同でですね、完全養殖に向けた取り組みもされているよ

うでございますが、なかなかですね、まだ厳しい面があると聞いております。いずれに

いたしましてもですね、向こうからそういうお気持ちが途絶えていないならば、引き続

きですね、やっていくのも私もそれはやぶさかではないと理解はしております。その一

方でですね、先ほど町長がいわゆる海藻類の栽培養殖、これもですね、今年度も予算化
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されております。一応、栽培調査委託等々に１５０万円、そして別の調査委託料３６０

万円ほど組んであるわけでございますが、先ほど県の水産研究センターですか、そうい

った等々、研究されているということでございますが、これはクロメもされているんで

すかね。それをまず１点お尋ねをいたします。種類を。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） まず最初に、防災道路としての活用についてのご質問

がございました。これにつきましては、早速未舗装でも防災道路としての活用のために

ですね、ただちに確認をしてまいりたいと思います。 

それとクロメの養殖についてのご質問ですけども、現在、今、進めておりますのが、

ヒジキのですね、母藻から種苗を採取して、それを提供していただくというようなこと

も進めております。もちろん実証事業の計画にはですね、アカモク、マツノリ、クロ

メ、これも入っておりますので、今後ともこのクロメにつきましても考えてまいりたい

と思います。以上です。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 今ご答弁ありましたように、ヒジキ等をということでございま

すが、やはりですね、できたらいろんな植える海藻の種類をですね、増やして実験して

いただければ一番適したものをですね、優先と言いましょうか、そういう取り組みを予

算化していただければと今後は思っております。そして又、併せてご承知のとおり、養

殖海域のいわゆる適地って言いましょうか、非常に日本全国の傾向でありますが、磯焼

け的でですね、本町においても富岡半島からいわゆる西のほう、非常に育てにくいと、

海藻がですね。東のほう、いわゆる上津深江、坂瀬川、早崎海峡のほうは非常に恵まれ

ているようなことを聞いております。そういう中でですね、非常に栽培という実用化に

向けたことは非常に厳しい面もあると思いますが、いわゆるですね、やはり漁業者の従

事、あれをですね、先ほど町長も言われたように、確保して、やはりいかなければ、や

はりいろんな業種ありますけども、第一次産業、農林水産業、ここでですね、きちっと

やはりある程度、今も対応されておりますが、よりですね、深く追求していかなければ

後継者等も含んでですね、厳しい状況であると思います。特にですね、漁業の後継者に

ついては非常に厳しい面があると思います。先ほどアオサ等の進出でですね、ある程度

上がる分もありますが、今後、いろんな海藻の種類の養殖、あるいは予算等をどう考え

ておられるか。その点をちょっとお尋ねいたします。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 今年度は議員も言われましたとおり１５０万円の実証

事業、それと磯のですね、調査業務委託の２点を挙げておりますが、今後ともですね、

先ほど申しました海藻類、そして又、貝類、アサリであるとかですね、富岡の半島の先
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にヒメアサリというのも自生しているようでございますから、その辺のところの研究も

含めまして、今後とも来年度予算に、その養殖のですね、予算を反映させて今後とも実

証事業を進めてまいりたいと思います。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 今、野田課長のほうからいわゆる貝の方の変更等の発言があり

ましたが、やはりですね、例えば、ヒオウギ貝とか岩カキ等があるわけでございます

が、なかなかですね、業者に尋ねてみますと、やろうという人がなかなかいないんです

よ。ということは、１年ほど前に聞いたんですけども、ああ、そうですかと。ほかの方

にも筏を持っておられましたので、やってみらんですかとお尋ねしたら、なかなかとい

うことでございましたが、やはりそういう希望、あるいは意気込みというのが非常にや

はり厳しいんですかね、というかなかなか意欲が湧いてこない。原因がいろいろあると

思うんですけども、いずれにしてもですね、やはりあってあらゆる知恵とあれを絞って

ですね、やはり漁業振興をですね、遂行していただきたいと思っております。 

これは予告もしておりませんが、もし町長がよろしければ見解をいただきたいと思う

んですけど、町長も全国の水産振興の会長を務めてあるわけでございますが、こういっ

た苓北、あるいは天草に適したそういった何か事業というのはないんでしょうか。もし

答弁できたらお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 天草に適したということで、今農林水産課長がお答えしたよう

な海藻類を今実証をやっているところであります。又、併せて、貝類、貝類はアサリが

ですね、当然、昔の浜ではたくさん獲れてました。毎日のおかず等に十分なってたわけ

でございますが、今はほとんどないわけです。そういうことも含めて、今度は貝類も来

年はやって、１日でも早くですね、あまりリスクがなくなったなと、俺たちもやろうか

というような漁民の方が出てこられるように、まず我々が頑張っていきたいと考えてい

るところであります。ちなみに私も昨年ですね、３期６年間、長きに渡って全国市町村

水産振興協議会の会長をやらしていただきましたけれども、後進に譲ったほうがいい

と。それと、別の仕事も又忙しくなってきたということもありますので、今、全国の理

事という形で頑張っているところでございます。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 全国の会長としてご活躍されたことには敬意を表し、又、今

後、理事という形でですね、ご指導いただければと思っております。 

課長に１点だけお尋ねをいたしますが、いわゆるこの漁業振興等についての漁業関係

者へのアンケート等のいわゆる意識調査ということは考えておられませんか。その１点

をちょっとお尋ねいたします。 
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○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 町長の答弁の中でもございましたが、大変漁獲量が激

減しております。それでいろいろ漁民の方に提案をいたすところでございますが、養殖

もそうですけども、どうしてもですね、協力者がなかなか出てこないところも見受けら

れますので、今後どういった方向でやったら一番取り組みにですね、ご協力いただける

か。そういったことも含めまして、今後とも漁協にお願いいたしまして、アンケート等

をとって今後のですね、漁民の考え方の把握に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 非常にですね、農林水産業を取り巻く厳しい環境下ではありま

すがですね、やはり変な言い方ですけども、儲かればですね、やはり後継者もあるいは

産業としても育つんですが、なかなかですね、そこが厳しい状況下であります。特に近

年やはり磯焼け等が全国的に叫ばれておりますし、やはり魚、あるいは海藻類の部分的

な減量というのも報道されております。いずれにいたしましてもですね、やはり天草は

四方を海に囲まれております。やはりできる資源をですね、やはり有効に活用するため

にもですね、引き続き、ご尽力いただければと思っております。質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（山本政人君） これで倉田明君の一般質問を終わります。 

 ここで１１時１０分まで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５２分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） それでは、休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 一般質問を続けます。通告３番、廣田幸英君。 

○２番（廣田幸英君） 通告３番、２番議員、廣田でございます。 

 ６月議会に引き続き、観光問題についてお尋ねをいたします。 

 奇岩おっぱい岩のさらなる観光資源化について。海に浮かぶ海中鳥居は国内にいくつ

かありますが、その中でもめずらしい３基もの鳥居が潮の満ち引きによって様々な姿を

見せるのが、佐賀県太良町にある大魚神社、その傍らには沖に向かって伸びる道路があ

り、海の影響を受け、満潮時には海中に隠れてしまうこともあり、その道路は漁業の荷

揚げに用いられるもので、漁港の傍にある大魚神社の鳥居と並び、干潮時と満潮時には

大きく異なる景色を見せてくれるそうです。 

苓北町においては、坂瀬川西川内の海岸に奇岩おっぱい岩があります。海水の力によ

ってできたとされる奇岩、変形岩で、女性の乳房にそっくりな形、直径は１.５ｍ、見
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事な乳首までがついています。平成１２年頃から次第に全国的にも話題となり、今では

観光資源ともなっています。観光客の増加とともに、苓北町の観光マップにも掲載さ

れ、案内板も設置、駐車場も整備されました。又、天草ジオパークのジオサイトにも選

ばれています。この奇岩おっぱい岩は干潮のときにしか姿を見せないという、実に奥ゆ

かしい存在であります。この奇岩おっぱい岩付近に、生命の躍動を表し、災いを防ぐと

いわれる、（海中）朱色鳥居を建てることによって、おっぱい岩の神聖さが増し、今以

上に神秘的、幻想的となり、さらなる観光資源となることは間違いないと思っていま

す。 

 政教分離の原則から苓北町が施行主になることはできないと思われますが、この奇岩

おっぱい岩のさらなる観光資源化について、苓北町として、財政、各種許認可取り付け

等の支援を行っていく考えがあるかお伺いをいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の廣田議員のご質問に答えさせていただきます。 

 おっぱい岩のさらなる観光資源化について、もっと町も頑張れというようなことだと

思っております。おっぱい岩は観光客としては、私もあそこを通るたびに必ず一人や二

人はいらっしゃいます。又、当初はですね、あのちょうど観光案内板の向かい側から下

りるようになってましたので、多いときはやっぱり通行の邪魔、あるいは今度は横切ら

れる人たちのやはり事故につながるのではないかという心配もございました。それほど

人が集まっておられるということで、漁港のほうのお許しをいただいて、今必要最低限

のことをやっております。一つには、道路を横切って、下り口から下りていただけない

ようにちゃんと注意書きをしておりますが、もうちょっとあそこの観光案内板のとこに

すぐそこの先におっぱい岩駐車場がありますよということをもっと大きく書き出したら

いいんじゃないかと思いますし、おっぱい岩の効能がですね、触ると健康にいろんな面

でいいというようなことも聞いておりますので、そういうことも併せて、しっかりやっ

ぱり表示もしていく。場所に行けばそれなりのことが書いてあります。ただし、今質問

でおっしゃいましたように、おっぱい岩が満潮になると見えませんし、やはり大きな目

印があれば、あそこかなということで、おっぱい岩が干潮のとき見えていても遠くから

でもわかるというようなことにもつながるのではないかと思っております。そういった

意味でもですね、鳥居が建ちますとなんかやっぱり霊験あらたかな雰囲気になってくる

と思いますので、そういった意味で私も今のご意見には賛成でありますが、いろんな解

決しなければならない課題もございます。そういった意味で、これの推進をですね、観

光協会、あるいは地元の方々、有志の方々と一緒になってですね、いろんなご提案をい

ただければありがたいなと考えているところでございます。鳥居につきましては、やは

り海の中とはいえ、やはり波がある日は相当ございますので、やはり相当丈夫なものを
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つくらないとなかなか難しい状況なのではないかと思います。そういった意味ではです

ね、有志の方々も当然のことですが、町も後方支援をですね、しっかりやることの中で

苓北町に行けば、あのおっぱい岩が見れるんだと。そして、満潮のときがわからなくて

来られる方もいらっしゃいます。その目印になるということでもありますので、それと

併せて、そのご利益をですね、やはりせっかく鳥居を建てられるんであれば、しっかり

広報したほうがいいのではないか。町もですね、そういうものがあるということについ

ての発信をですね、もっと積極的にしていくべきだと思いますので、今後は先ほども申

しましたように、観光協会や地元の有志の方々と打ち合わせをしながらですね、具体的

に進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上、廣田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） はい、廣田君。 

○２番（廣田幸英君） 只今、積極的なお言葉をいただきましたので、観光協会の皆さ

ま、又、商工会の皆さん方とよくご相談をしていただき、町の観光施設として繁栄され

るよう切に望みます。これで終わります。 

○議長（山本政人君） これで廣田幸英君の一般質問を終わります。 

 次に、通告４番、石田みどり君。 

○６番（石田みどり君） 通告４番、６番議員の石田でございます。 

 本日は町長に対して、３点のことで質問をさせていただきます。 

 まず１点目でございますけども、町民の要望などにどう対処されているかっていうこ

とでございます。町内の各地域から、又、区長の行政通信等でいろいろな要望が寄せら

れていると思うのです。要望にも細かいこと、すぐ対応できることからやまびこ予算内

での地域でできるもの、又、大きく予算を伴うこと等、様々だと思いますが、年間では

どれぐらいの要望が上がってきているのか、その要望に対しての実行率はどれぐらいな

のかお尋ねをいたします。 

ある地域から相談を受けました。町道の急カーブにガードレールをつけてほしいとい

う相談で、現場も確認させていただきましたが、その場所は急カーブになっていて、一

歩曲がり損なえばすぐ下に人家があり、それを直撃し、家も人命も危険な状態にあると

ころでした。そこの下まではガードレールが設置してあり、その急カーブのところ１５

ｍぐらいですが、一番危険な急カーブのところにはガードレールがない状態でございま

した。下の家の人もとても怖いということをおっしゃっていました。その地域の区長さ

んとも話をさせていただいたのですが、２年前に行政通信で町には上げているが、財政

がないとのことで返事をもらっているということでした。町にも確認をしましたが、２

年前に行政通信として上がっているということでございました。このように町民の財産

や生命が危険にさらされている状態を２年間も放置をしているというのはどういうこと
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でございましょうか。１５ｍぐらいのガードレールを設置するのに何千万円もかかるこ

とではないと思うのですが、その点をお聞きいたします。ほかにも町民の要望に対し

て、このようなことがないのかどうかお聞きをいたします。 

２点目でございます。子育て支援として高校卒業までの医療費を無料にということで

す。この件については、２７年３月議会と２７年１２月議会でも質問をさせていただき

ました。３月議会の町長の答弁は、中学３年までの医療費を無料にしたところなので県

の財政的支援拡充も含めて総合的に考えていきたいとのことでありました。又、高校卒

業までの医療費を無料にした場合の予算は２００万円という試算をしているとのことで

ございましたが、今も変わりはないのでしょうか。２７年１２月議会の答弁は、市長会

や町村会を通じて、国や県に対象年齢の引き上げを求めながら、しばらく様子を見て検

討するとのことでございました。国や県への要望はしていただいたのでございましょう

か。子育て支援策は、苓北町はほかの市町村よりも率先して子育てしやすい町として改

善をされてきておりますが、今はほかの市町村も少子高齢化策として子育て支援には力

を入れてきており、現段階では苓北町が抜きん出ている状況ではなくなってきているよ

うでございます。苓北町の未来プランにも子ども医療費の助成も掲げられています。こ

こで一歩先に高校卒業までの医療費を無料にしてはどうでしょうか。町長のお考えをお

聞きいたします。 

３点目でございます。若い人の移住定住の施策は具体化されているのかお尋ねをいた

します。関連して空き家バンクの状況はどうなっているのでしょうか。全国の自治体、

特に過疎に悩む自治体はあの手この手でいろいろな施策を打ち出して大変苦労をしてお

ります。又、力を入れているところでもあります。苓北町も毎年毎年、人口は減る一方

です。この状況の中で移住定住のための施策はどのようなものがあるのか。又、どのよ

うに具体化されているのかお尋ねをいたします。もちろん人を呼び込むには生活を支え

る仕事がなければいけないと思うのですが、今、高齢化をしていて後継者がいるところ

はいいのですが、みかん農家やびわ生産者、又レタス生産者等ももう何年働けるか心配

であり、今まだ元気なうちに後継者、もしくは、やる気のある人に委ねたいと思ってい

る人も多くなってきているという話を耳にします。農業の後継者策については、国や県

の就農給付金や町独自でも新規就農者支援補助金等があると思うのですが、その辺の情

報発信等はどのようにされているのでしょうか。移住者への転居費用の補助、空き家バ

ンクを利用してもらうようにし、家賃の補助等も検討する必要があるのではないでしょ

うか。若い人が結婚をし苓北町に定住してもらうよう、その人たちへの家賃補助等も考

えるべきだと思うのですが、いかがでございましょうか。 

ここで一つ提案をしたいと思います。シングルマザーを呼び込んだらと思うのです

が、その点考えてみることも一つの策だと思うのですが、都会でシングルマザーが暮ら
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していこうとすれば本当に大変なことです。パートやアルバイトを二つも三つも掛け持

ちをしながら子育てをし、生活を支えていく。子どもにも寂しい思いをさせながらで

す。子どもたちも子ども食堂等のお世話にならざるを得ない。子ども食堂ができている

ところはいいのですが、ないところの子どもたちは悲惨でございます。そんな状況の人

たちを苓北町に呼び込み、苓北町で子育てをし、仕事をしてもらう。苓北町には病院や

介護の施設、障害者施設もたくさんあり、天草市からもたくさんの人が通ってきていま

す。女の人の職場は男性に比べると幅広いし、結構多いのではないでしょうか。その人

たちに空き家を提供し、家賃補助をすれば、町も人口や子どもも増える。一石二鳥では

ないかと思うのですが、いかがでしょうか。考える余地があるのではと思いますので、

町長のお考えをお聞かせください。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の石田議員のご質問に答えさせていただきます。 

 まず町民の要望等にどう対処しているのかとのご質問でありました。町民の方々から

の要望につきましては、行政通信を通じまして受け付けを行っております。各行政区か

ら要望された行政通信に対する町の回答について答えさせていただきます。 

現在、行政通信に対する回答につきましては、可能な限り処理予定の期日・期限を明

記した上で回答を行うこととしております。処理が早い時期に可能なもの、その年の年

度末までに可能なもの、予算の関係で次年度予算に計上して実施するもの、次年度以降

実施検討のもの、そして、実施できないものに区分して回答を行っております。 

この中で、次年度以降実施検討のものにつきましては、さらに町道改良や舗装等事業

費が大きく、振興計画との調整が必要なもの。次に、県工事等の他の事業との関連から

それらの事業の完了後、検討が必要なもの。次に、要望案件について、その事業内容、

実施の有無について、再検討の必要があるものに再分類の上、回答をしているところで

ございます。このようなことから、これらの案件の回答につきまして、いつまでに実施

するか等の期限を明確にできない事案もございます。又、実施しなかったものについて

は、現地確認の結果、県所有や個人の土地に関する事案や現時点では必要性が低く、現

状のままで様子をみるもの等について、その旨の理由をつけて回答を行っているところ

でございます。 

そのような中で、まず一年間の要望件数と実行率についてお答えをいたします。 

実行率は先ほど申し上げました区分のうち、処理が早い時期に可能なもの、その年の

年度末までに可能なもの、予算の関係で次年度予算に計上して実施するものと回答し、

実行したものの合計件数によりお答えをいたします。 

平成２７年度は受付件数が１２７件、このうち実行した件数が１０８件で、実行率は
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８７.８パーセント、平成２８年度は受付件数が９８件、このうち実行した件数が７６

件で、実行率は７７.６パーセント。平成２９年度は受付件数が７３件、このうち実行

した件数が５９件で、実行率は８０.８パーセントでありました。 

 次に、ある地域で危険箇所へガードレールの設置が行政通信で上がっているが、２年

間も放置したままになっていると。これはどういうことなのかとのご質問であります。

この件につきましては、平成２８年度に西川内区から町道風月線に設置要望がございま

した。「現地調査の結果、他区からの修繕等要望箇所との施工緊急性及び町道修繕の予

算状況を考慮しながら設置を検討いたします。設置時期はできるだけ平成２８年度中の

施工を考えております。」との回答をいたしました。 

 議員ご指摘のとおり、本件は現在まで未設置のままとなっております。これにつきま

しては、担当課の確認不足によるものであり、改めてお詫びをするところでございま

す。私と総務課長が常に一件一件報告を受けながら、これはどうしよう、これはもっと

早くしたほうがいいんじゃないかというような案件の中で、これは２８年度中にやるべ

きものだということで回答を出したわけでございます。当時の土木管理課の中で連絡が

不徹底であったと。それと、その上での確認が不足をしておったということで、今ご指

摘のとおり、非常な危険なところの中でそのまま放置をしていたということ大変申し訳

なく思っているところでございます。結果的には、当初の回答より実施時期が遅れてお

りますが、本年度設置予定としております。 

なお、ガードレールの設置等につきましては、車両通行頻度等を考慮の上、優先順位

をつけて年度ごとに数件分をまとめて実施しておりますのでご理解をいただきますよう

にお願いしたいと考えておりますが、これはあまりにもずさんなことでありまして、本

当に度々ではありますが、お詫びを申し上げたいと考えております。本当に申し訳あり

ませんでした。 

 次に、子育て支援と高校卒業までの医療費を無料化にということでございます。 

石田議員から以前、高校生までの医療費無料化のご質問をいただきました。議員ご承

知のように、平成２７年度からは中学３年まで窓口負担の全額を助成して、子育て支援

策を拡充してきたとことでございます。現在、高校卒業まで無料化した場合の予算は、

少し子どもさんが減ったのかどうかですが、約１８０万円必要になります。苓北町にお

ける子育て支援につきましては、保育料は国基準を大きく下回る額を設定しているこ

と。これはほかの町と違うんです。同じ設定の仕方にしてもですね。第３子以降の児童

の保育料については、実質全額無料にしていること。その他にも障がい児保育や誕生祝

金等独自の制度もあり、これらを総合的にみる必要があると考えております。 

子育て医療制度の拡充につきましては、現制度で充分だと認識をしておりますが、や

はり保護者の収入が少ないご家庭におかれては、やはり医療費に困られると思いますの
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で、この辺のところを観点に今後来年に向けてですね、検討をしていきたいと考えてい

るところでございます。 

次に、若い人の移住・定住の施策についてであります。まず、若い人の定住施策につ

きましては、結婚祝い金を結婚の１年後に定住されていることを条件に支給していると

ころでございます。 

空き家バンクの現状についてのお尋ねでございますが、平成２８年１０月から町内の

空き家及び土地の所有者と町外からの移住を希望する方とを結びつける事業として取り

組んでいるところでございます。 

空き家等の物件登録につきましては、随時ご相談の受付、登録を行っております。

又、毎年６月の固定資産税納税通知書発送に合わせ、物件の所有者、もしくは納税管理

人の方へ制度周知と相談案内のお知らせを行います。その後、本人から申し出があった

物件につきましては、所有者の立ち会いのもと、物件確認等を行いながら登録を行って

いるところでございます。 

平成３０年８月末現在の登録物件数は１４件（建物１２件、土地２件）で、物件の紹

介を希望されている方の登録数は４４名でございます。なお、只今の数字は本制度を利

用して成約済みの物件、移住済みの方を含んだ数となっております。 

次に、物件の賃貸・売買の成約数は７件で、１件が協議中でございます。相談件数

は、平成２８年度１４件、平成２９年度２３件、平成３０年度８件であります。この数

は、来町していただき、ご相談を受けた数でございます。ほかに電話でのお問い合わせ

で簡単なご相談が週に１、２回程度あっております。又、相談受付時は、空き家バンク

の物件情報に加え、町営住宅や民間物件の情報も併せてご紹介をしているところであり

ます。 

次に、若い人が移住定住するために、家賃補助や転居費用等の一部補助を検討すべき

ではないか。又、シングルマザーの呼び込み施策を考えてはどうかというご質問であり

ます。石田議員のご質問は、我々のこれは勝手な解釈ですが、ターゲットを絞った移住

施策を図ってはどうかとの趣旨と解しまして、お答えをさせていただきます。 

移住施策、いわゆる人・人材を呼び込む施策は、全国的に取り組まれており、手厚い

経済的支援を実施している自治体もございます。 

苓北町では、医療・介護施設は充実しておりますが、就業者は隣接の天草市からの通

勤者も多く、又、有資格者の方も不足もしているようでございます。そういった意味

で、そういう資格やらそういう職業を希望しておられる方々に案内をやったらいいので

はないか。この発信方法をしっかり考えてまいりたいと考えているところでございま

す。 

さらに、レタス収穫期等繁忙期における農業就業者も不足している状況でございまし



 

－28－

て、先ほど私が冒頭で申し上げましたように、今後は日本人だけで国内で仕事を担うと

いうのはなかなか不可能に近い状況でございますので、やはりそういった面では外国の

方々のお力もお借りしなければならない。こういう我々みたいな過疎地域でもそういう

状況が出ておりますので、そういう面でむしろこの仕事、移住施策はですね、どこも引

っ張りだこになってくるんではないかと。だから我々にしても足りない分野でぜひ来て

いただける方を呼び込むということは非常に大事なことであると考えているところでも

ございます。 

それと併せまして、福祉関係の有資格者の養成につきましては、民間の皆さま方とも

協力しながら進めてまいりたいと考えているところでございます。 

この地域課題である雇用の問題と移住から定住につながる施策を組み合わせた取り組

みにつきましては、今後十分に検討を行う必要があると考えます。そういった中で石田

議員からのご提案、質問のありました定住施策について、現在行っている施策に加えま

して、今後具体的に検討をさせていただきたいと考えているところであります。 

以上で、石田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 石田君。 

○６番（石田みどり君） 一つ目のガードレールの件でございますけども、町からこう

いう答弁をいただくとは私も考えておりませんでした。課の中での連絡の不徹底ででき

るものができてないということは、まあ町長もお詫びを申し上げられましたけども、こ

ういうことがほかにもあってはならないというふうに思うんです。先ほども質問の中で

申しましたように、ほかにもあるのかどうか。ないというふうに私は思いたいんですけ

ども、そこら辺も含めてご答弁をお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 私のところに上がってこなければ具体的なことはわかりませ

ん。現在のところそういう案件が上がってきておりません。このガードレールのこと

も、この質問があって初めて知りましたので、私のやっぱり監視不足ではなかったのか

なと反省をしているところでございます。 

○議長（山本政人君） 石田君。 

○６番（石田みどり君） そうですね、相談を受けてですね、私もその日のうちに土木

管理課にも状況を伝えに行きました。そのときの対応は現場を確認して対処するという

ことでございましたけども、そのあと現場を確認されたのか、どうなのかというご返事

もいただいておりません。前の議会でも私は質問をしたことがあります。要望が出た、

要望を出された人に対しては途中経過なり、それこそ完成したのかどうかということも

含めてですね、報告をするべきじゃないかというふうに思うんです。役場のほうも当然

そこら辺はきっちり教育はされておると思うんですけども、ほうれんそうという言葉を
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ご存知だとは思います。民間もそうですけども、報告、連絡・連携、それから相談とい

うのはどこの職場でも必ず必要になると。仕事をしている以上はそこら辺は本当に重要

なことだと思うんです。そのことが役場の中で徹底されているのかどうかお聞きをいた

します。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 只今のほうれんそう、報告、連絡・連携、相談の件につき

ましては、常々いろんな機会を捉えて指導をしているつもりでございますけども、今回

このような事案が発生いたしております。改めて再徹底を図っていきたいと思っており

ます。誠に申し訳ございませんでした。 

○議長（山本政人君） 石田君。 

○６番（石田みどり君） 今までも役場に対してはいろいろと相談もしてまいりました

けども、報告を受けたということがなかなかないんですね。やっぱり町民の皆さんから

もいろいろな相談があると思いますけども、先ほども言いましたように、実現できなく

ても途中経過なりどうなってるかいうことだけはやっぱり連絡をしていただきたい。そ

うでなかったら、やっぱり役場と町民との不信感につながるのじゃないかなというふう

に思いますので、今、総務課長がおっしゃいましたように、徹底をしていただきますよ

うにお願いをしときます。 

 それから、役場の方できっちり報告をしていただくという方もございますので、全員

がそうだとは私も申しません。だからそこら辺はきっちりやっぱり報告、連絡、相談と

いうことはね、きっちり守っていただきたいというふうに思います。 

 それから、二つ目でございますけども、中学校までの医療費を無料にということで、

生徒数が減ったから１８０万円必要だという答弁をいただきました。これをやっていた

だくという確認をさせていただきたいんですけど、どうでしょうか。天草市はですね、

ご存知かと思いますけども、市長が高校卒業までの医療費を無料にしますということで

宣言をしたそうでございます。だから、ぜひ苓北町もそこら辺では努力をしていただき

たい。どうでございましょうか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 早速宣言をさせていただきます。これは保護者の収入にも関わ

ることでございますので、保護者の収入も検討しながら、収入の少ない方については、

やはりそれを面倒を見るべきではないかと思っておりますので、全員が全員ということ

では私は考えておりません。 

○議長（山本政人君） 石田君。 

○６番（石田みどり君） 収入が少ない人だけも前進だと思いますので、そこら辺はよ

ろしく、ゆくゆくは高校卒業まで全員を無料にしていただくという方向でご検討いただ
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くようにお願いをしときます。 

 それから、三つ目でございますけども、本当に移住・定住については、町としてもい

ろいろ考えていらっしゃると思いますので、本当にいい策を情報発信、本当に苓北町は

情報発信が下手では、こんなこと言ったら失礼ですけども、情報発信についてはなかな

かうまいことできてないんじゃないかなというふうに思うことがございます。だから情

報発信も含めてきっちりとやっていただきたいということを要望いたしまして、私の質

問を終わります。 

○議長（山本政人君） これで石田みどり君の一般質問を終わります。 

 ここで昼食のため、１時まで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４７分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 ここで皆さま方におつなぎをいたしておきます。午後から松野重幸議員、早退届が出

ておりますので、おつなぎをいたしておきます。 

それでは、一般質問を続けます。通告５番、野﨑幸洋君。 

○７番（野﨑幸洋君） 通告５番、７番議員、野﨑幸洋です。通告しておりました富岡

新大手門広場整備事業の進捗状況と今後の事業の進め方についてお尋ねをいたします。 

 都市再生計画、富岡新大手門整備計画は、皆さんもご存知のように第三期整備計画で

は、平成２８年度から平成３２年度にわたり、富岡二丁目町道富岡中央線に大手門を復

元する計画で、予算２億１,１５０万円が予定されており、総事業費では３億８,０８８

万７,０００円が投入されることになります。 

この大手門整備計画については、これまでも数回にわたって一般質問させていただき

ました。平成２８年３月定例会において、現在の計画では大手門をつくることによって

道路幅が狭くなり、視界も悪くなるため大型車の通行や離合の際、非常に危険である。

又、ここは富岡小学校の通学路にもなっているため、朝夕の登下校時の交通事故等がさ

らに心配される。このような町民にとって危険で使い勝手の悪くなるような町道改修で

あってはならないと考え、今後大手門公園整備事業計画の見直しをされる考えはないの

か。又、今回の計画内容が地域住民に対し、十分な説明と理解が得られているのかとい

うことでお尋ねをさせていただきました。 

これまでの答弁では、大手門整備は平成３２年度に完成を予定しており、地元住民皆

さまの賛意が必要と考えているので、引き続き、理解とご協力が得られるよう説明を続

けていこうと考えている。又、迂回路については、さらに検討を行い、地権者へご理解
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とご協力をいただけるよう努力したいとの答弁でありました。そして、又、大手門の最

終的な完成構想については、稼働式の大手門櫓にするのか、道路中央付近まで石垣をつ

いで大手門をつくるのか、まだ決まっていない。当初、大手門櫓の費用として７,８０

０万円を計画していたが多額と考え、富岡城の規模に見合った事業費に見直しを行うと

の答弁がありました。 

今年度、平成３０年度の大手門関係の予算を見ますと、新大手門建築設計業務委託料

として５００万円、地質調査業務委託料が３１９万２,０００円。又、電柱移転補償費

８２１万５,０００円の合計１,６４０万７,０００円が予算として組まれております。

竣工まで約２年となりましたが、現在まで議会、又、町民の皆さんへの最終的な構想が

示されておりません。又、以前行われました地元説明会で町道富岡中央線で唯一簡単に

離合できる箇所を通行止めにするのは反対である。東側石垣はそのままに、車両通行止

めにしない整備はできないか等の反対意見が出されました。このように、一番大事な地

域住民の声に対する理解と説明がまだまだ不十分ではないかと考えます。 

そこで富岡新大手門広場整備事業の進捗状況と今後の整備事業の進め方について、町

長の見解をお伺いいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の野﨑議員のご質問に答えさせていただきます。 

 新大手門公園整備事業につきましては、富岡志岐地区都市再生整備事業の第１期計画

の平成２０年度から２１年度、第２期計画の平成２５年度から平成２７年度にかけて整

備を行ってまいりました。第３期計画につきましては、平成２８年度から平成３２年度

にかけて整備を予定しております。平成３０年度につきましては、議員ご指摘のとお

り、新大手門建築設計業務委託料５００万円、地質調査業務委託料として３１９万２,

０００円、電柱移転補償費として８２１万５,０００円の合計１,６４０万７,０００円

を予定しております。 

 新大手門につきましては、新大手門建設等整備検討委員会において、大手門の規模や

形状等について委員の皆さまのご意見等を伺いながら設計や地質調査業務を進めてまい

りたいと考えております。 

又、電柱移転補償費につきましては、現在、電柱の移設について九州電力やＮＴＴ等

と協議を進めているところでございます。 

交通等の協議につきましても、引き続き、天草警察署のご指導等をいただきながら遂

行してまいりたいと考えているところであります。 

そういった意味で、この新大手門というのは私どもはあったという感覚を持っており

ますが、まず発掘をしていただいて、実際大手門があったのかどうか、これを確認をし

て、確認をした上で、今度は検討委員会の中でどういった大手門にしていくのか、その
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ことを検討をしていきたいと考えますので、その後になって具体的な形が出てくるもの

と考えております。 

又、天草警察署からご指摘のあった道路等につきましても、通行しやすいような道

路。しかし、大手門は申し上げますと、東シナ海と有明海岸を掘り切ってまでつくった

歴史的に非常に稀有な形の大手門でございますから、なるだけあったとおりの形にして

いきたいと考えているところでございます。そこには、それぞれの課題がございますの

で、その課題の克服をしっかりやった上で、これを実現をしていきたいと、そのように

考えているところでございます。 

以上、野﨑議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） 只今ご答弁いただきましたけども、一つ私引っかかったんです

けども、今度発掘をして実際あったかどうかを確認してから、そして検討委員会におい

て、そういった検討をしていただくというご答弁だったと思うんですけども、あったか

どうかをまだ確認しない中でのこの事業の総額３億以上かけるわけですけども、その時

点なんですかという、すごく疑問に思ったんですけども、その時点から今回されるとい

う答弁ですけども、それではその検討委員会のメンバーはいつ頃選定されて、そして

又、何名で、どのような方にお願いされるつもりなのかご答弁よろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 前段については私が答えます。あとは教育委員会から答えさせ

ていただきます。 

これは新大手門は新というのは今つくるから新じゃなくて、乱のあとにできた大手門

だということで、新ということで使わせていただいております。そういうことで、あそ

こにあった石垣、これ大手門を支える石垣ですが、これはあったことはもう発掘の中で

証明されております。大手門もあったということですが、これも確実にあったかどうか

発掘してみないと分からない点もありましたので、今回予算を組んだところでございま

す。その中で確認ができてるようでございますので、それを土台にして検討委員会をさ

せていただきたい。ただ私から検討委員会に申し上げたいのは、このお城の大手門、熊

本城並みの大手門じゃないわけですから、その点のところはしっかりと石垣の大きさと

あわせた中で検討をしていただきたいと、そう考えているところでございます。 

あと、教育委員会でわかるところ答えてください。 

○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 検討委員会の委員のメンバーにつきましてのご質問ですけ

れども、メンバーにつきましては選定を既に終えております。区長会の代表の方を１

名、地元区長さんを１名、それと商工会の代表の方を１名、それと観光協会の代表の方
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を１名、それと文化財保護委員会の代表の方を１名、それとそれぞれ教育委員会、町の

企画政策課、商工観光課の担当がそれぞれ１名ずつ入るわけですけれども、それと学識

経験者といたしまして、文化財保護のアドバイザーの大田先生、それと元熊本城総合事

務所長の今村克彦さん、以上１０名の方を予定をしております。それと、今月の９月の

２１日の日に第１回の検討委員会を開催をする予定に現在しております。以上でござい

ます。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） 只今、検討委員会のメンバーを教えていただいたわけですけど

も、この検討委員会の最終的な答申はいつ頃を予定されているんでしょうか。 

○議長（山本政人君） はい、教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） できるだけ早い時期にということですけれども、なるだけ

年内にはお願いをしたいというところです。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） 年内に答申をいただいて、その後、検討されるわけでしょうけ

ども、それと先ほどですね、警察のほうからご指導をいただいてということで、前回の

答弁でも今後警察署のご指導、ご判断により、その範囲内で事業計画を遂行したいと考

えているとの答弁をいただいております。では、大手門の内容、建設する内容自体はこ

の検討委員会でされるんでしょうけども、町道の通行に関しては警察の指導、又、それ

があってからの判断になると思うんですけども、その後、前回協議されたあとの警察署

との協議はあったのでしょうか。そしてあったのであれば、その指導内容はどのような

ものがあったのか教えてください。 

○議長（山本政人君） はい、教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 警察とのですね、協議につきましては、平成２８年のです

ね、８月２６日の日に天草警察署の交通課と協議を行っております。そのときにです

ね、産交バスとのですね、路線変更の協議とか、道路利用者用の迂回路の設置、それと

学校、それと歩行者ですね、それと住民への説明について丁寧な説明をお願いしますと

いうことで指導を受けているようです。その後、具体的なことがですね、まだ決まって

おりませんので正式な協議はまだ行っておりません。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） そうなると警察とは平成２８年８月２６日、約２年前ですか

ね、このあとは全く協議をされてないということで理解していいんでしょうか。 

○議長（山本政人君） はい、教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） まだ具体的なことが決まってなかったので協議をしてない

ということでございます。 
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○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） これはもう答弁いただいておるわけですから、その後ですね、

まだ何も決まってないっていうのが私は本当に不思議でならないんですけども、これ先

ほどもお尋ねしましたけども、地元住民皆さまの賛意が必要と考えているので、引き続

きご理解とご協力が得られるよう説明を続けていこうと考えているという答弁もいただ

いております。今、警察署との協議もないということですけども、では地元に対する説

明、又はご理解、そして今後の計画というのは全く地元にも説明会はその後はないって

いうことですかね。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 警察からはとにかく見通しのいい道路をつくってくれというこ

とでございましたので、その計画をつい最近、道路の本線等も決めました。その上で、

西側までの国道までの間が一部まだその範囲に入っておりませんでしたので、それを今

県と打ち合わせをして、認めていただけるように努力をしているところでございます。

そういったところが仕上がれば、まず地域の住民の方々にご説明をしてご理解をいただ

くように努力をしていきたいと考えているところでございます。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） 先ほど大手門のつくる建設の内容については、検討委員会を開

かなければわからないということですけども、今までのご答弁の中でいろいろ例えばさ

っきも言いましたけども、可動式の大手門にするのか、中央付近まで石垣をついで、そ

して櫓をつくるのかというのは、まだ当初の答弁でも決まってないということだったん

ですけど、であればですね、検討委員会っていうのはもっと早くに立ち上げて、もっと

内容を深く検討してから、例えば電柱移転でもそうですし、移転費をお金、要するに家

を移転してまで今度建設されるわけですけども、そういった方々に対してもですね、当

然計画内容は事前に、この検討委員会を開いてからこういうふうな検討委員会の答申で

構想がありますというのを説明すべきじゃないかと思うんですけど、どうも私は聞いて

て逆なんじゃないかなという気がしますけど、その辺のお考えどうなんですか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 大手門の問題については、私もいろんなことを模索をしました

けれども、歴史の詳しい方々に聞いてみると、やはり先ほども答弁の中で申し上げまし

たように、稀有なやはり大手門ですから、これはしっかり歴史的事実に基づいた中でや

ったほうがいいと。今、その結論の中で大手門も。今、検討委員会というのは大手門櫓

をどの程度にするかという検討委員会です。大手門は当時あったとおりにつくっていき

たいけれども、櫓自体の資料が残っておりません。ただ、発掘をすればどの程度のもの

かわかりますので、発掘をしていただいた中で、その発掘状態に応じた中でどの程度の
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櫓をつくっていくか。それの検討委員会でございます。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） その点はわかりました。先ほど山下議員の質問によってです

ね、次期町長選への出馬表明をされたわけですけども、この大手門整備についてはです

ね、町民の方でですね、事業内容を知っておられる方、又、理解されている方が私はま

だまだ少ないように感じております。最終的なですね、計画と考えを町民皆さまに十分

な説明をしてですね、理解を得ることは本当に大事なことだと考えております。この大

手門整備事業に対してですね、町民の賛意を得たと町長が判断されるのは何をもって、

どういうふうな形をもって、町民から賛意を得たんだというのは判断されるおつもりで

しょうか。 

○議長（山本政人君） はい、町長。 

○町長（田嶋章二君） まずもって、その道路の問題、そして大手門をどの程度の大手

門櫓にするのか、そういうところが決まった中で、そして又、範囲を西側に少し拡張を

お願いをしております。その件が認められた段階で説明会を催したいと考えておりま

す。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） はい、じゃあその流れで説明会をぜひ十分にですね、町民皆さ

まに説明をいただいて、前回みたいな、例えば反対意見出たのであれば、それを十分に

理解していただけるようなご答弁もお願いしたいと思います。 

そして、今定例会にですね、補正予算として、施設費として設計委託料と工事請負費

が３,２５０万円が一般財源から予定されております。これは温水プールの吊り天井が

経年劣化のために落下したものによる改修のための経費だとは思っておりますけども、

このようにですね、今後町が所有する施設の維持管理費が年々膨らみつつあります。そ

ういったことを踏まえてですね、このように新たな事業に対する経費投入は十分な検討

が必要であり、又、見直しの時期に来ているのではないかと私は考えております。 

前回の一般質問でも言いましたけども、大手門櫓の設置はですね、行わずに、現在の

石垣のまま竣工を迎え、大手門案内看板等の設置にやめてですね、人も車も通行できる

ような計画に見直しをするお考えがないのかもう一度町長の見解をお伺いいたします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 先ほどから申し上げましたように、稀有な歴史遺産でございま

すので、ぜひ元あったような状況に近い、家が建っているところを堀を大きくするわけ

にもいきませんので、近い状況でやりたいと。道路につきましては、やはり一番近くの

住宅におられる方が回り込みが多くなるので、その辺の方たちと今まで中央道路を使っ

ておられた方たちに理解をしていただけるような道路本線をつくっていきたいと考えて
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いるところであります。 

○議長（山本政人君） 野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） それでは地域住民のみならず、苓北町民全ての方に少しでもこ

の事業の内容がわかっていただけるような説明をぜひお願いしたい。 

私の一般質問を終わります。 

○議長（山本政人君） これで、野﨑幸洋君の一般質問を終わります。 

 次に、通告６番、田嶋豊昭君。 

○９番（田嶋豊昭君） 通告６番、９番議員、田嶋豊昭です。 

 町長に質問いたします。農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）制度について

質問いたします。 

 ４５歳未満の青年就農者の就農意欲の喚起と就農後の定着を図ることを目的に、平成

２４年度から国が始めた制度で、就農前の研修期間中の最大２年間及び経営が不安定な

就農直後の最大５年間の生活費に相当する所得確保を支援するため、対象者一人当たり

年間最大で１５０万円を支給することになっています。制度開始当初に、非農家出身者

が農業へ参入することを後押しするということを目的にしており、農業後継者が親元就

農する場合は対象となっていませんでした。関係機関の働きかけもあり、平成２６年度

からは農業後継者が親元就農する場合にあっても対象となるよう要件が緩和されたとこ

ろであります。 

 しかしながら、親元就農する場合にあっては、５年以内に経営を継承することや親の

経営から独立した部門経営を行うことが要件とされています。加えて、本資金を除く本

人の前年所得が３５０万円を超えた場合は交付を停止するということにもなっているよ

うです。農業を次世代が引き継いでいくために、又、新たに農業に挑戦する若者を増や

し、育成していくために、この農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）をより利

用しやすい制度とするように国に対して制度の改善、拡充を求める必要があると考えま

すが、町としての見解を求めます。 

 ２番、次に、白木尾海岸背後地の保全対策についてを質問いたします。 

 白木尾海岸には平成１２年度から１６年度にかけて国の補助事業である海岸高潮対策

事業の県営工事に８９８ｍの整備がなされましたが、中間の２８６ｍの部分は背後地に

住家がない等、保全対策が低いと判断され整備がされていませんでした。この間も波浪

による浸食が進んでいたため、国・県への要望を続けていただき、平成２２年度に単県

での建設海岸保全事業として整備を完了していただきました。 

 この護岸整備完了によって、流出していた土地は復元されておりますし、波による浸

食はなくなりましたが、白木尾地区の背後地、農地（畑でございます）の区分は集中豪

雨により道路や農地の排水で傾斜面の山腹の崩壊は収まっていない状況です。 
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 白木尾から内田にかけての、この白木尾海岸背後地について、護岸整備に続く、農地

整備がお願いしたいと考えますが、町としての見解を求めます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の田嶋議員のご質問に答えさせていただきます。 

 農業次世代人材投資事業につきましては、全く農業の経験がない新規就農者が、県が

認定する研修期間で研修を受ける間の最長２年間支給を受ける準備型と、直接就農して

独立経営を目指し、最長５年間支給を受ける経営開始型がございます。 

 現在、町内で農業次世代人材投資事業補助金の対象者は４名いらっしゃいます。又、

町外からＵターンされ手続き中の方が１名いらっしゃいます。形態としては、全員経営

開始型で地元の後継者でありますが、新規作物の導入等新規就農者と同等の経営リスク

があるといった要件を満たす就農者の方々でございます。 

 国の交付金を受ける要件は、大変厳しいものがございます。新規の農業経営がうまく

いかず、就農を断念された事例も全国各地で発生しているようでございます。したがい

まして、制度ができましてから、度々事務手続きにおける確認事項等が厳しくなってい

る状況もございます。 

 平成２６年度に採択要件である販売金額から農業経費を引いた総所得の２５０万円が

３５０万円に引き上げられ、採択の枠が広がりました。反面、総所得が１００万円から

３５０万円の方は、所得に応じ交付金が変動するように改正されています。以前は総所

得が２５０万円未満の農家は１５０万円の交付金がございましたが、現在２５０万円の

方は６０万円の交付金となります。 

 このように交付金の要件が変更されてきておりますが、今後は著しく新規就農の意欲

をなくすことがないよう、国の制度説明会や研修会、さらに採択ヒアリング等の機会を

通じ、一人でも多くの方がこの制度の対象となるよう国に相談しながら制度の拡充を求

めていきたいと考えているところでございます。 

 次に、白木尾海岸背後地の保全対策の質問でありました。中間の２８６ｍの区間は、

単県の海岸保全事業で県工事により整備されております。事業の採択にあたっては、地

元住民からの強い要望がございました。工法についても強度を保ちながら安価な工法で

の工夫がなされ、流出した土地所有者全員の同意のもと、整備に至った経緯がございま

す。 

 海岸の背後地につきましては、農地サイドから農業農村整備事業や林野サイドからの

治山事業等の採択の検討を県に要請し、現地確認をしていただいておりますが、県営事

業や国の補助事業の採択には難しいとの回答でございます。又、農地事業での整備とな

りますと地元農家に大きな負担が発生をいたします。 
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 現在のところ、具体的な対応策がないことは大変心苦しく思いますとともに、長い期

間、このままの状態でおりますと、白木尾台地の大規模な崩壊につながりかねない危機

感を持っております。地元地域と町とが一体となり、危機感を持って取り組みをしてい

く必要があると考えております。 

 今後も引き続き、あらゆる観点からの保全対策を国・県にご相談し、又、同時に、採

択にあたっての指導も受けながら、保全事業の採択となるよう最大限の努力をしてまい

りたいと考えているところでございます。 

 以上、田嶋議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 田嶋君。 

○９番（田嶋豊昭君） ありがとうございます。丁寧に答えていただきました。苓北町

の農業が持続的・永続的に展開していくために農地後継者の親の跡を引き継ぎ、農業の

担い手となってもらうことが最重要課題であると認識しております。農業次世代人材投

資資金の対象の要件となる親元就農する場合、５年以内に経営を継承すること。親の経

営から独立した部門経営を行うことは農業の形態として非現実的ではないでしょうか。

先ほどお答えいただきましたけども、国の交付金を受ける要件は大変厳しいものがござ

います。新規就農経営がうまくいかず、就農を断念した人も本当にいます。そういうこ

とも考えていただいて、今後農業後継者の多くが農業次世代人材投資資金の交付対象と

なるよう、再度繰り返しとなりますが、国への働きかけをよろしくお願いいたします。 

 次に、白木尾海岸背後地の保全対策について、最大限努力するとの町長の力強い答弁

をいただきました。これ以上とならない崖の崩落防止と地域住民の大切な財産でもある

農地、畑の流出防止についてよろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） この就農の支援については、国の考えでは相当頑張っている

と、経費を引いた所得が２５０万とか３００万っておかしくない金額じゃないかという

ような考え方を持っておられる方もいらっしゃいますが、使い勝手が悪いことは確かで

あります。 

 我が町でも今それを十分に活用して後継者になろうとしている方がいらっしゃいま

す。非常に頼もしいことでもございますので、さらにですね、使い勝手のいい支援策に

していただくようにお願いをしてまいりたいと考えているところでございます。 

 又、白木尾台地の件につきましては、非常に大きな課題もあります。白木尾どころか

内田の海岸にいきますと、以前家が落下しそうになりましたので、緊急に治山事業で県

でやっていただきましたが、今回はその要項に当てはまらないとおっしゃいますが、見

てみると、もう町道が陥落するような形になっております。だからこの辺をですね、も
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う少し国・県にですね、訴えをしまして、なるだけやっていただかなければならない。

そのことができない場合のことを考えると、それは恐ろしいです。そのまま放置します

と徐々に農地もなくなるどころか、家屋を支える用地も削られていきますので、やはり

そのことはですね、地域の方々とそういう危険性については共有しながら私たちもしっ

かり頑張っていきたいと考えているところでございます。 

○議長（山本政人君） 田嶋君。 

○９番（田嶋豊昭君） はい、ありがとうございました。今、町長が言われたとおり、

本当内田の町道も本当にギリギリのところまできております。いつか民家も何年前か１

件やっていただきましたけども、これもたった１件だったんですけど、やっぱり工事が

１,０００万円ぐらいかかったと。負担金がやっぱり１割は出しじまいだったと。もう

おばあちゃん一人だったんですけど、もうついていこうごたるばなて言われるぐらい、

やっぱり個人ではなかなか大変ですので、補助をいただきながらやっていければと思っ

ていますので、今後の努力をよろしくお願いいたしまして、私は終わります。 

○議長（山本政人君） これで、田嶋豊昭君の一般質問を終わります。 

次に、通告７番、髙戸幸雄君。 

○３番（髙戸幸雄君） 通告７番、３番議員、髙戸幸雄です。 

 議長より、一般質問の許可が許されましたので、通告内容にしたがい、質問に移りま

す。 

 さて、９月に入り、朝夕は少し過ごしやすくなってきた感がいたします。稲刈りが終

わった水田ではいよいよ本町の一大基幹作物でありますレタスの作付けの準備が始まり

ました。何せ自然が相手でありますので大変な作業とは思いますが、みどりが多い年に

なるよう祈念をいたすところでございます。なお、立て続けに日本の各地で台風、地震

等、大規模な災害が発生しています。私は改めて日頃から身の安全を図る対策が必要で

あると感じたところでございます。そこで私は、今回は災害関連対策事業の推進につい

て３つの項目にわたり一般質問を行うことといたしました。 

それでは早速本題に移ります。まず一つ目に、町道釜線の局部改良事業、二つ目に、

災害による被災箇所への取り組みと対策、最後三つ目として、非常時における雑用水の

確保、以上の三点について質問を行います。 

まず最初に、町道釜線の局部改良について。当該路線はご案内のとおり、広域連合中

央消防署苓北分署及びコミュニティセンターに接続する重要路線であります。しかし、

終点部の城下橋前後１００ｍ区間が狭く、特に城下橋から城下地区の地蔵堂がある四つ

角までの区間にあっては、車同士の離合のとき、民家の庭先に入ることもしばしばある

ようでございます。又、最近まで当該箇所には町道に接するように家屋が建っていまし

たが、その建物は現在、解体除却処分され、空き地、更地の状態となっております。な
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お、道路の地盤高と隣接要地の高低差も少なく、移転補償等の問題もさほどなく、事業

費も比較的少なくてできるのではないかと考えています。用地交渉については、地権者

をはじめ、地元の区民も協力は惜しまないとのことです。以上の事柄を踏まえ、当該箇

所の早急な改良事業への対応が望まれるところでございます。いかがですか。考えを伺

います。 

次に、麟泉運動公園に設置されている遊具場下、法面被災に対する対応について質問

をいたします。本被災箇所は、平成２９年、昨年の８月豪雨により法面が被災したた

め、今後の増破等による遊具場と付近の家屋への影響を鑑み、当分の応急対策としてト

ン袋による対策工事が施工されています。 

しかし、１年を経過したものの、現在でも今後の姿が見えてまいりません。多額な投

資を行い、スポーツ振興と地域間交流を進める一方で、その直近の被災箇所一つでさえ

応急対策で処理する姿、防災の充実を図るとするならば、当然のごとく早急に万全な対

策を講じる必要があるのではないかと考えますがいかがですか。今後の対応を求めま

す。 

最後に、災害時及び非常時の生活用水を確保するため、飲み水としては利用できませ

んが、トイレ等に使用する生活用水確保を目的とした、仮称、災害応急用井戸の設置に

ついて質問を行います。 

近年、災害が発生したとき、飲料水の確保については、熊本地震後、それぞれの各自

治体においてペットボトルを用いた非常時用飲料水の備蓄が施策として進められ、その

結果、苓北町においても他町同様、飲み水の確保はされていると思います。なお、熊本

地震発生後、熊本市においては、断水の教訓を踏まえ、災害時に企業や民間施設が有す

る井戸を被災者向けに開放し、地下水を供給してもらう協定を結ぶと報道がされており

ます。 

又、昨年６月に県内の銀行が防災井戸の設置を完了し、地域の給水拠点として住民に

開放するという報道がなされました。 

本町においては、当面自治体責任の下に、指定避難施設に公費を投入し、災害応急用

井戸の設置を図るべきだと考えますが、いかがですか。その場合は、停電等の不測の事

態を考慮し、電源不要の手押しポンプによる揚水を考えるべきだと思います。 

なお、設置箇所については、初めに各地区公民館及び志岐集会所の４ヶ所、そして指

定管理施設であるため使用の一部について一定の制約もあろうと考えますが、コミュニ

ティセンターの今後の利用等を考慮し、ぜひとも設置箇所として選定をしていただきた

いと考えます。 

又、将来は現在、各家庭が所有されている井戸について、災害用協力井戸としてお願

いする必要もあろうかと考えます。いかがですか。併せてお伺いをいたします。 



 

－41－

以上で、私の最初の一般質問を終わります。なお、答弁を得たのち、自席において再

質問を一問一答方式により行いたいと思います。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の髙戸議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず第一に、町道釜線の局部改良事業につきましてですが、当然のご指摘だったと思

いますので、地元の方も積極的にご協力をしていただけるということでございますの

で、その中でなるだけ早いうちに財政的な問題も解決をして取り掛かれればいいなと思

っておりますので、早速担当に指示をしていきたいと思っております。 

次に、私も初めて今度この災害用地の写真を見せてもらいまして、現場も見ました

が、ちょっとやっぱり不用意かなと。担当としては、今後ですね、住宅敷地内へのさら

なる土砂流入を防ぐために大型土のうを配置してると言ってはおりますが、あまりに

も、もう一年経ちましたので、その辺のところをやっぱり配慮すべきだと考えますし、

現在、住宅敷地内の除草作業と併せて、法面保護のための樹木の伐採等も計画しており

ます。今後はやはり絶対に法面が固いからということではありますが、やはり見た目も

大事です。安心感を与えるために、吹き付け等でですね、その辺の頑丈性をより高めて

いきたいと考えているところでございます。 

次に、非常時における雑用水の確保についてでございます。この件につきましては、

やはりいろいろと水の確保については計画を立てておりますが、全町的に被害が起こっ

たならば、その計画が全く無になる可能性がありますので、要所要所の避難所について

は、この井戸を掘削するということについては、今後検討してまいりたいと考えており

ます。又、個人のご家庭の井戸水等をですね、お貸ししていただけるような協議をしな

がら、その井戸水が衛生上大丈夫かどうかも確認しながらですね、ご協力をお願いをし

てまいりたいと考えているところでございます。 

以上、髙戸議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） では早速再質問に移りたいと思います。 

まず第一番目の町道釜線の局部改良事業についてでございますけれども、本路線はで

すね、確かに私自分のところだから言うわけではありませんけど、重要路線であるとい

うことは町長ももちろん認識をもっていらっしゃると思います。本路線が一番違うとこ

ろは、苓北分署から志岐の大部分、そして上津深江、坂瀬川に通ずる起点の路線である

ということなんですよね。緊急時及び非常時において一刻も早く被災箇所あるいは救助

に向かうときに、起点のところが狭く、離合に戸惑ったということがあっては大変だろ

うと思います。又、私たちの城下区の指定避難施設でございますコミュニティセンター

に通ずる路線でもございます。今後の財政状況を見ながらとよく言われます。そこで提
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案といったら何ですけども、緊急防災減災事業債、これは苓北町がもっとも得意とする

起債であろうと思います。この事業として該当しないんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 緊急防災減災対策債につきましては、確かに被災地以外で真っ

先に我々も指定をしていただきましたので、これは７割という元利の補填がありますか

ら、使い勝手が非常にいいと。だから今、財政状況を見ながらと申しましたのは、この

事業費がいくらかかるかまだわかってませんので、例えば、我々がすぐ手に負えるよう

だったら１２月の補正に出させていただいてもいいし、まずは検討させていただいて、

手に負える金額かどうか。多分手に負えるんじゃないかと思いますが、この今の調査を

しておりません段階でははっきり言えませんから、その辺のところでしっかり予算も見

通しながらですね、なるだけ早い機会にやりたいと考えております。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 只今、緊急防災減災債のことについて言われましたけども、ご

案内のとおり、これは補助事業ではなく、単独で充当率が１００パーセントで、交付税

算入率が７割と、早く申せば７割補助、こうもいい起債はありません。私よく起債の借

り入れについては慎重であるべきと何回も申しました。しかしながら、こういった起債

はですね、適用ができるなら大いにやっていいんですよ。又、やってほしいと思いま

す。ここはほかの町村と違い、過疎債の適用ができません。過疎債に変わる減債防災

債、これをぜひとも検討していただきたいと思います。 

 それから事業費等につきましては、先ほど最初の一般質問で申し上げましたけれど

も、以前はすぐ町道の横に家屋が建っておりました。それが２年前ですかね。町のほう

の補助を受けまして、消費者の方が除却、処分をされ、先ほど申しましたとおり、更地

の状態になっております。まさに今なんですよね。これに又、その更地のところに建物

を建てていただくととてもありませんけど、移転補償等々に事業費よりも一段と多くの

経費がかかるんではないかと思っております。そこで一つだけお地蔵様がございますの

で、その移転がいかがなものかなと思いますけれども、これについても所有者でござい

ます方の理解を得るよう、本人はもとより、先ほども申しましたとおり、地区の区長を

はじめ、俺たちも用地交渉のとき頭下げるぐらいはできるけんなということをいただい

ております。できるだけ早いうちに取り組みをお願いしたいと思います。今まで防災減

災債は逃げることばかりでございましたけれども、ここで反対に攻めていく起債として

本起債を使用していく必要もあるのではないかなと思い、今回一般質問として取り上げ

させていただいたわけでございます。 

 次に、２番目の災害による被災箇所への取り組みでございますけども、町長ご案内の

とおり、麟泉運動公園の下の以前の炭鉱離職者向けの公営住宅があるところでございま
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す。見た目もあまりよくありません。ゆえに先ほど申しましたとおり、莫大な金をかけ

て立派な避難地でございますけど、サッカー場に利用されております。今日も朝からグ

ランドゴルフの大会があるようなことで準備がされておりました。そこの直近のところ

に１年も、事業課としてはですね、最大限努力していると思います。とん袋でわざわざ

持っていって土のうを置きながらしばらく法面の状況を見ているのかなと、私もわかり

ますけれども、あまりにも不都合だと。上の多額の経費をかけている一方では、地元の

住家があるのにそのままかいと、ちょっと情けないような気もしてまいります。上と当

該箇所があまりに大きな違いがあるように思いますけども、これについて再度お答えを

願えば幸いでございます。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 防災減災対策債をこれは使えるかどうかはですね、やってみな

ければわかりませんが、白木尾台地に使えないと言われてるんですよ。だから我々は非

常に困ってる。この防災減災対策債は裏付ける法律がありません。これは過疎債を連想

した中で緊急的につくっている起債です。そういうことでありますので、あと２年間も

つのかどうかというのがあります。だから急がなければならないと思っております。要

するに過疎の指定の見直しを今国のほうでやっておられます。あまりにも過疎に金をか

けすぎるんじゃないかという財務省側の意見もありまして、もうちょっと厳しい指定要

件になってくると。この過疎の法律自体が変わってくると、又、防災減災対策債につい

てもいろんな異論が出てくるのではないかと考えますので、たださっき、逃げの、とい

う言葉はいい言葉を使ってもらったなと思っております。どうしてかというと避難所に

逃げる道でしょ。ということは防災減災対策債を使えるかもしれないと私は今のところ

はその言葉で推定をしているだけですけど、要するに避難所に逃げる道、これについて

はもしかしたら理屈が立つのかもしれません。そういった意味でどちらにしろどのくら

いかかるか含めてですね、早く調査をしまして、どういうふうな形で基幹道路をしっか

りつくっていくか考えていきたいと思っております。 

 それと併せて、土木のほうからまた答えをさせていただきます。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） ２番目のですね、麟泉運動公園下の法面の件でござい

ますけども、当面ですね、様子をみるということで、今経過１年あまり経過したわけで

ございますが、周辺のですね、大きな樹木が台風等のですね、強風であおられて、又、

新たな法面崩壊の原因となりますので、まずその伐採等をですね、計画をしておりまし

て、当該箇所につきましてもですね、現状で法面が安定してるかどうか再度検証を行い

まして、今後対応させて検討させていただきたいと思います。以上でございます。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 
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○３番（髙戸幸雄君） 今、担当課の土木管理課長より答弁をいただきましたけれど

も、周辺にですね、今言われたように大きな立木がございます。これだけでもですね、

早急に伐採処分されることを望みたいと思います。又、もし増破した場合には上の遊具

場もうほとんどございません。フェンスがたっていてもうすぐ壊れるような状態で、今

反対に樹木等で支えられているというような状況でございますので、よろしく、検討で

はなく、早急にお願いしたいと思っております。人命の問題もかかってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 最後にですね、非常時における雑用水の確保でございますけれども、地域防災計画書

を見たときに飲料水のみの防災計画かなとちょっと私思ってたんですけど、そこはどう

なんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 防災計画で定める給水計画におきましては飲料水のみなら

ず生活用水も含めて掲げているところでございます。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 現実的にですね、飲料水の確保についてはいろんな施策の中で

謳ってありますけども、雑用水まではですね、現実的に考えたときに非常時には私の考

え方でなんですけども、ちょっとクエッションマークがつくのかなと思いましたので、

こういった質問をさせていただいたわけでございます。なお、私はですね、あくまでも

雑用水です。飲用に伴う用水については、たとえ井戸を掘ってもですね、私は供給すべ

きではないと思っております。日頃から水道水にしても毎月毎月専門家がいろんな薬剤

を投入した上でも、ちゃんとした検査機関に頼んでオッケーをいただいて初めて供給し

ているわけでございますので、水質検査を置いていない水の給水については反対をして

いきたいと思いますんで水道環境課長、よろしくお願いしたいと思います。 

そこで、具体的にもし事業費等々をですね、算定とかそれをされていたらお教え願い

たいと思います。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議員お尋ねの、まず個人の井戸の場合ですけども、ご

質問のあられた、皆さん昔からある井戸のポンプですけども、あの本体が大体５万円前

後すると思われます。それに付帯の部材をつけて工事料を入れると２０万から２５万、

１件程度かかると思われます。あとは避難場所、各公民館、志岐集会所、コミュニティ

センターですけども、普通のボーリングを個人の家庭で掘るとした場合は、１万円から

２万円ぐらいで１ｍ当たり掘れると思われます。それに別工事がつきますので、１ヶ所

あたり５０万ぐらいのお金が必要かと思われます。以上です。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 
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○３番（髙戸幸雄君） １ヶ所当たり５０万円程度はかかるんだよということでござい

ます。４ヶ所で２００万円ですかね。大きな数字であり、又、大きくない数字かもしれ

ません。私がですね、コミセンにもお願いしたいと言ったのは、ご案内のとおり平成２

８年にコミュニティセンターは緊急防災事業を起債を利用してですね、ここから１億

３,４００万円程度も借り入れております。そういった趣旨からすると、まずもって防

災無線で呼び掛けますけれども、各地区公民館以外にはできるならばコミュニティセン

ターもその避難箇所として呼び掛けができないものかと思っております。そういうこと

が借り入れた趣旨から言うと当然のごとく必要な措置ではないかと思います。確かに志

岐地区は役場でございます。なかなか役場には避難はできないけれども、コミュニティ

センターならばなとか、各地区の所有している公民館ならばなという、特に老人の方が

多いのではないかと、あくまでこれは私の私見でございますけども、思っております。

そこでコミュニティセンターの先ほど申しましたとおり、指定管理施設という一つの枠

もあろうかと思いますけれども、改修工事に１億数千万円の借り入れを行った施設でご

ざいます。活用についても最大限努力していただいて、今後の防災計画の中で主たる避

難施設として呼び掛けをぜひともしてほしいと思っているところでございます。 

 以上で、私の今回の全ての一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。 

○議長（山本政人君） これで、髙戸幸雄君の一般質問を終わります。 

次に、通告８番、浜口雅英君。 

○８番（浜口雅英君） 第２１回苓北町議会定例会一般質問、通告８番、８番議員、浜

口雅英。質問の相手、町長。質問の方式、一問一答です。 

質問事項、町の将来像として、人口減少への対策、それから高齢化社会への対応、そ

れから産業の振興、公共施設の維持管理等の見込み、危険箇所への取り組み、それから

児童、生徒の教育環境の点検の６点について質問いたします。 

まず、質問要旨（一）、人口減少への対策です。 

先の平成３０年６月７日の平成３０年第１９回定例会で、日本創生会議が人口減で行

政機能を維持できなくなる可能性のある自治体として指摘した消滅可能性都市について

も触れながら、「２０年先のまちづくり、基本構想の策定にあたって」として、町の将

来へ向けた重要な指針である基本構想の計画策定の進捗状況と、２０年後、３０年後の

まちづくりについて質問をしました。 

 このことに対して、当日の回答の概要は、この計画策定にかかる予算の計上。基本構

想、基本計画の印刷製本は、本年１２月定例会での審議会後に取り掛かる。苓北町のあ

らゆる情報、統計等の数値、決算統計の財政に関する数値等を用いた基礎的調査の実

施、分析に取り掛かった。 
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 住民のニーズの調査と併せ、今の振興計画の事業実施の評価、並びに意見調査のため

に平成３０年１月１日現在、満１８歳以上の町民２,０００名を無作為抽出し、住民ア

ンケート調査を行った。回収率は４４.４パーセントであった。 

 次世代を創る若い人への意見聴取として、苓北中学校、拓心高校マリン校舎の全生徒

を対象にアンケート調査を実施し、集計・分析作業を行っている。 

 さらに、住民ニーズの調査、把握の一環として、「共につくるまちづくり 住民のワ

ークショップ」を、天草拓心高校マリン校舎の生徒７名を含めた１７名でワークショッ

プを開催した。 

 町長の諮問機関である苓北町振興計画審議会は、６月４日に会議を開催し、住民アン

ケートの結果速報の報告、計画策定の進捗状況、今後のスケジュール等についての報告

を行い、意見をいただいた。 

 これからの事業執行は、基礎調査、アンケート、ワークショップ等の結果分析、現計

画の評価、今後の課題等を整理、把握するとともに、各種経済団体等の意見聴取と集約

をし、基本構想案を７月下旬に、基本計画案を９月下旬に策定、その後、調整、修正を

重ね、１２月の定例会で審議いただけるよう取り組んでまいるとのことでした。 

 このような計画の中で、どうすることもできないような大きな課題と思われる人口の

減少について、この度の町の総合計画の策定にあたり、現状の把握、そして課題、更

に、これの解決策等具体的な取り組みがあれば、その内容をお聞かせください。 

質問要旨（二）、高齢化社会への対応。 

先の平成３０年第１９回定例会での「２０年先のまちづくり、基本構想の策定にあた

って」という質問の中で、高齢者が増えていくという状況を見つめ、これの課題を基本

構想の中に打ち込むべきと再質問し、これに対しては担当課で取り組み、計画の中に盛

り込むという考えを示されましたが、その内容をお尋ねします。 

質問要旨（三）、産業の振興。 

一次産業の農業は、町の基幹産業として力を入れておられます。近年の野菜、畜産は

好調のようですが、これの基盤である農地の保全は十分なのでしょうか。山間部を中心

に広い農地が手つかずで、雑草や竹が生い茂っている箇所が至るところで見受けられま

す。 

さらに、イノシシの被害状況はどうなのでしょうか。集落を少し外れただけで雑木林

がイノシシの生息地、すみかと化している様相が見て取れます。沢の小さな水たまりは

さっきまでイノシシが水浴び、泥浴びしていたのではないかと思える状況もあります

し、道路も獣が頻繁に往復したであろうと思われる法面の崩れや路側の崩壊が至るとこ

ろに存在しています。これをけもの道というのでしょう。 

このような農業の基盤である農地の荒廃、加えて、少子高齢化による農業従事者の確
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保はどうするのか。このような課題、問題を抱えた中での農業振興への取り組みをお尋

ねします。 

又、都市再生整備事業は、平成２８年８月の議員全体会議で都市再生第３期計画等の

説明がありました。このとき、資料１として平成２８年８月吉日、宛名空欄様、送付者

苓北町長田嶋章二名での要望書が示されました。この要望書には、歴史的史跡の復元と

交流人口の増加を促進し、来訪者や宿泊者を増やし、観光関連事業を発展させ、活気あ

るまちづくりができると確信している、との記述があります。 

平成１６年、１７年の富岡城建物等復元工事等に２億３,４００万円。１７年度から

２１年度までの第１期都市再生整備事業の実績で航路対策費等として３億２００万円。

２３年度から２７年度までの第２期事業の実績として、歴史資料館の建築等に８億２０

０万円。そして、２８年度から３２年度までの第３期計画として、５億円の事業実績と

計画が謳われており、関連事業も含めると、総事業費は１８億３,８００万円に達しま

す。この事業の目的は、交流人口の増加を促進し、来訪者や宿泊者を増やし、観光関連

事業を発展させ、活気あるまちづくりができるとされていますが、これまでの事業成果

を教えてください。 

質問要旨（四）、公共施設の維持管理等の見込み。 

本町に存在する特に重要な公共施設として、水道、下水道、公衆用道路が挙げられる

のではないでしょうか。そのほかにも数ある公共施設は、環境の保全、福祉の増強等、

適切な住民生活を営む上で欠くことのできないものだと考えます。 

しかし、これらの施設は、どれも建設後数十年を経過したものばかりではないでしょ

うか。これらの公共施設の現状の維持管理、補修、そして今後の改修や改築、維持管理

をどのように考えておられるのかお尋ねします。 

 又、使用されていない町有物件の今後の利活用はどのようにお考えなのかお尋ねしま

す。 

 質問要旨（五）、危険箇所への取り組み。 

 平成３０年第２０回議会臨時会において、林道の地滑り復旧事業に係る工事請負費が

補正予算として提案され、賛成多数で決定しました。 

 私は早急な事業着手が必要であるという認識は持っておりましたが、崩土４万４,０

００㎥の残土処理が崩壊現場の横の谷で処理されようとしておりましたし、この残土処

理場にかかる排水は、この沢の上流からの水流水量の処理を含めて、表面水は２４ｃｍ

と３０ｃｍのＵ字溝で、残土処理場の土中排水は３０ｃｍの暗渠により処理するという

ことでした。 

 図示された土留め擁壁も貧弱で、これらの安全性を十分に確認すべきと問題提起しま

した。路線の迂回も以前、提起しておりました。このようなことから再設計による工事
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請負費の再提案を提起しました。が、原案どおりで施工されることになりました。 

 早速、工事に着手されることになると思いますが、工事中の安全には最大の配慮をし

てください。 

 ところで、本災害箇所の北側約５００ｍぐらいのところに、大規模な路側崩壊が発生

しております。これはいつ発生したのか。時期、理由、原因、規模、今後の対応につい

てお尋ねします。 

 さらに、町道善亀線は、クラックの高低差が増し、箇所数も増えて、今も地盤が移動

しているのではないかと思うような現状がありますが、その状況を教えてください。 

 その他にも、抽象的な言い方ですが、大規模な崩落、あるいは崩落の予測が考えられ

る箇所があれば、箇所名、発生時期、理由、規模、そして今後の対応についてお尋ねし

ます。 

 質問要旨（六）、児童、生徒の教育環境の点検。 

 文部科学省は「平成３１年度予算の概算要求で、熱中症対策として空調施設の教室数

を全体で１割程度引き上げる。空調設備の設置率は、全国の公立の小中学校の普通教室

と特別教室が２９年４月で４１.７パーセントにとどまっており、５４パーセントまで

引き上げたい考えとのこと」。これは平成３０年８月２２日の読売新聞の報道です、と

の報道があっております。 

 本町では、平成３０年度当初の話では、中学校への機器設置と、４つの小学校のうち

２校の小学校について設置に係る設計を行う。小学校への設置そのものは今後の財源を

調査しながら進めるということだったと思います。その後、小学校の設置に係る設計に

ついては、２校から４校とも実施するという話がありましたが、設置についての明確な

話はありませんでした。 

 このため、先月８月７日の議会臨時会本会議で、この酷暑に対する子どもたちの勉強

しやすい教育環境の確保、そして万が一の災害時の避難所における避難者の避難生活環

境の整備の点から、松本、髙戸、石田、野﨑、浜口の５議員で、議会から町への「エア

コンの設置に係る要望書の提出について」を議題としての審議を苓北町議会、この議会

に提案しましたが、ほかの議員の皆さんの理解が得られず、審議することなく廃案とな

りました。子どもたちの学習環境の整備のために、国の内閣官房長官さえも「どうにか

しなければならない」と発言している緊急課題に対して、苓北町議会の理解が得られな

かったことは非常に残念でした。 

 しかし、本会議終了後の町と議会の全体会の協議の中で、国の交付金待ちの様相では

ありましたが、全ての小学校への機器の設置を３１年度当初予算に計上したいという町

の思いが伝わってきました。本日、重ねて早急な設置を提起します。 

 ところで、児童の通学時の荷物の問題です。特に低学年はランドセルだけでも大きな
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荷物を背負うという形になっております。加えて、身の丈ほどの大きなリュックサック

を背負い、さらに大きな水筒を持参しておりますが、交通事故等の心配はないのでしょ

うか。手荷物を少なくする改善策はないのかお尋ねします。 

 それから、全員が水筒を持参していますが、学校水道は児童の飲料水として不適切な

のでしょうか。併せてお尋ねします。 

 以上です。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の浜口議員のご質問に答えさせていただきます。 

 まず、人口減少の現状把握についてでありますが、総務省統計局が実施いたします国

勢調査の数値を用いますと、我が国は２０１０年の１億２,８０５万７,０００人をピー

クに減少を続ける。人口減少社会に突入をしたということでございます。 

我が苓北町におきましても、国勢調査の数値を用いますと、１９９０年、平成２年、

９,９１６名から２０１５年、平成２７年には７,７３９人と２５年間で約２,２００人

の人口減少となっております。又、国立社会保障・人口問題研究所、通称、社人研と呼

ばれておりますが、ここが本年３月に発表した推計値では２０２０年には我が町苓北町

では７,０５９人、２０３０年では５,７１２人、２０４０年では４,４５３人と非常に

厳しい残念な見通しとなっているところでございます。ただし、これは全国的な傾向で

ありますので、これをどう減少を食い止めていくのか。その減少によって大変不便ない

ろんな分野が出てくるわけですが、それをどう補っていくのかというのが今後の課題に

なってくると思っております。 

この人口減少問題は一人の女性が出産可能とされる１５歳から４９歳までに産む子ど

もの数の平均値、いわゆる合計特殊出生率の低下によるところであります。この低下の

要因は、雇用問題や所得問題を抱えることによる未婚化、大学等への進学率上昇等に伴

う晩婚化、結婚に対する個人の考え方の多種多様な変化等、様々な現代社会の構造が起

因していると言われております。 

そもそも人口減少が悪いのかという考え方もあるようでありますが、日本の現代社会

は相互扶助による医療制度、年金制度等、１５歳以上６４歳未満の生産年齢人口が主に

生活を支える構造になっております。今後どのように制度設計、社会構造を再構築して

いくのかは誰もが危惧、心配をしている状況ではないでしょうか。 

日本の人口減少問題の一つのことで解決できる策は、現段階で一発でなおるという策

はないと考えます。国・地方一丸となってこれは取り組むべき一番の課題であると思っ

ているところでございますが、これを１.５７ショックがあった平成の初めに行ってい

れば、年間４兆円から５兆円の人口問題の予算で大分なおったと、そういう今になって

残念がる方々がたくさんいらっしゃいます。 
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この人口問題を解決まではいきませんが、心配な面から脱出したという国が代表的な

のはヨーロッパでスウェーデン、そしてフランスでありますが、これは思い切ったこと

をやっているわけでして、例えば、もう結婚しなくてもいいんだと。しかし出産しても

しっかり認めていくというような、日本の我々の常識では考えられないようなこともや

っておられます。 

そういった意味で、今のところ我々の考え方では、なかなかこの減少問題を一気に解

決をしていくということがなかなか浮かびません。一時私も少子化対策でしっかりやっ

ていけば人口も増えていくんだという考え方をもっておりましたが、やはりその結果は

減少に向かったわけでございます。このことについても、やはり一地域でやってもあま

り効果が出てこない。やっぱり全国、全体でやってこそ効果が出てくるのであるという

認識をもっているところでございます。 

そういった意味で人口減少を緩やかにする具体的な取り組みについて申し上げさせて

いただきますと、苓北町では早くから取り組んでおります保育料の軽減、医療費の無償

化等の子育て支援政策、上下水道の整備や町営住宅整備、宅地販売等の住環境政策を継

続して実施をしております。 

又、企業誘致が最終目標でございますが、現在でも雇用者が足りていない医療・介護

施設につきましては、特に有資格者の方が必要とされております。又、繁忙期の農業で

の雇用者確保も課題となっているところでございます。これが移民政策をもっと強化し

ろというような意見も強くなっている大きな要因でもあるかと思っております。 

 又、今の状況で考えますと、その移民政策をしっかりとっていかないと日本のあらゆ

る分野で働き手に苦労をすると、不足するというような見通しが出てきているのは非常

に残念なことでございます。そういった意味で、今後これをですね、真正面から受け止

めた中で、どう解決していくかというのは、苓北町にとっても日本全体にとっても大き

な課題につながってくると思っているところでございます。 

福祉関係の有資格者の養成につきましては、民間と協力をしながら進めていきたいと

考えているところでもございます。 

今後、これらの支援策等も実施し、雇用の拡大による移住・定住者の増加に努めてま

いりたいと考えております。 

今後は町内で足りていない宿泊施設等の誘致を目指すとともに、さらなる観光施策等

により、交流人口、関係人口を増加させ、現在取り組んでおります町内の飲食店、旅館

業者、生産者の所得向上につながる事業を発展させ、このような業種の担い手が定住で

きるような施策を展開してまいりたいと考えておりますが、押しなべて言うと、基本的

にしっかりした宿泊施設が足りない。これのやはり誘致が一番大きな課題であると。や

はり人口交流をしても、この町をちょっと見ただけで素通りしてしまう。それが一番の



 

－51－

今の課題でありますので、やはり何と言っても宿泊施設を、しかもしっかりした宿泊施

設を誘致することが大きな課題であると繰り返して申し上げさせていただきます。その

ことによって、この地域で安定した、いろんな生産活動もそうですけれども、生活もで

きる方々が増えていくということを感じているわけでございます。 

只今、総合計画の策定作業を行っておりますが、平成２７年に苓北町人口ビジョン、

苓北町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しております。 

このような既存の計画と新たにいただいている様々な課題についても検討を行いなが

ら、新しい総合計画の取りまとめを行っていきたいと考えておりますが、既存の計画は

あくまでも参考にしかなりません。過ぎ去ったことでございます。今後起こり得ること

もある程度想定しながら総合計画をつくっていかなければならないと考えているところ

でございます。 

次に、高齢社会への対応についてのご質問でありました。浜口議員から以前、「２０

年先のまちづくり、基本構想にあたって」の質問をいただきました。現在、苓北町第７

次振興計画を策定中であり、高齢者社会への対応については基本政策として、安心して

住める苓北を目標に、安心できる健康・福祉のまちづくりに向けた政策を掲げ、今後も

高齢化の進行が予想される中、第７期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画に基づき、

地域支援事業を効果的に推進し、又、高齢者が健康で生きがいをもって暮らせるよう、

高齢者に対する福祉サービスや生活支援を推進していく計画となっておりますが、全て

これは支援の問題でありまして、高齢者の方でも元気な方もいらっしゃいますし、その

方によってはやり方では元気になられる方もいらっしゃると思いますので、そういった

面のこともやはりしっかり考えていかなければならないと考えているところでございま

す。 

現在、基本構想を策定中でございますので、詳細な計画内容につきましては、策定次

第ご報告をさせていただきたいと考えているところでございます。 

次に、町の将来像、産業の振興という面でご質問がございました。まず、農業振興へ

の取り組みについてでありますが、農地の維持保全には農業経営の根幹となる農地の貸

借や売買を県の農地中間管理機構や農地利用集積円滑化事業の円滑化団体である農業協

同組合が仲立ちとなる事業を活用し、農地の集積を推進し、農地の継承を図っていると

ころであります。 

又、町内に１６地区あります中山間直接支払制度や３地区あります多面的機能支払制

度による営農組織の活動や都呂々地区で進めております農地集積の重点地区指定による

活動等を通して農地の維持集約を推進しているところであります。 

後継者対策につきましては、新規就労者や後継者に対し、国による農業次世代人材投

資事業の交付金や、町単独の新規就労者支援補助金を継続し、新規就農時の負担軽減を
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図っているところでございます。 

これらの対策は、作業効率や耕作条件が良い優良農地が対象となる場合が多く、効果

もありますが、中山間地域の小規模な農地の保全が大きな課題でございます。それを只

今浜口議員はご指摘をなさったと思いますが、４００ｈａを超える耕作放棄地がこの狭

い苓北町にもあるわけでございます。大半は中山間地域にあるわけでございまして、そ

ういった面で作業効率や耕作条件がよい優良農地が対象になる場合がありますが、こう

いう中山間地域の小規模農地の保全が大きな課題になっているところであります。課題

の要因として、イノシシによる被害と中山間地域の農家の後継者や耕作者がいらっしゃ

らないということだと認識をしているところであります。今後は優良農地でさえ継承者

がいない。全国的に労働者不足が懸念されております。この問題は私が冒頭申し上げた

ような問題につながってくる問題だと考えますが、なかなか複雑な問題であります。 

このイノシシ対策では、農地や樹園地の防御対策において、電気柵をはじめとした防

除資材の設置補助や、苓北町有害鳥獣駆除対策協議会を行う侵入防止のための金網柵の

設置をさらに継続強化してまいります。又、今後は広域的な駆除の取り組みとして、近

隣の市やＪＡと連携し、農家の立場に立った組織の設立についても検討をしていく必要

があると考えております。 

中山間地域の農家の後継者対策につきましては、地域の農地利用を地域全体で考え、

集落で農地を守ることを基本に、後継者がいない地域につきましては、現在のところ営

農組織の活動を支援拡大し、このことにより中山間地の農地を守っていただくことにつ

きるのではないかと考えておりますが、あくまでもこれは頭の中の考えでありまして、

なかなかこれを実行していくのに本当に人が足りませんし、又、そこでつくった作物が

高く売れる作物であれば続ける人がたくさんいらっしゃると思いますが、このことをど

う解決していくか。解決しない限りですね、この中山間地域を守っていくという目標は

ですね、持続性がなくなると思いますので、我々もしっかりやっぱりこれについて取り

組んでいかなければならない。どうするのかということを。それのよき知恵がまだ出て

きません。当たり前の話のようなことばかりで大変申し訳ありませんが、しかし、これ

でさえやらなければどんどん又進んでいきますので、今あるメニューはですね、しっか

り頑張ってこなしてまいりたいと考えているところでございます。 

次に、都市再生整備事業の件でのご質問でございました。本事業は富岡城から始まる

歴史街道である富岡往還沿線にある文化財や、特に長くこの地域を収めてこられた志岐

氏、約３８０年間地頭として納めてこられました。志岐氏の歴史等、非常に歴史的に価

値のあるいろんな遺産がございます。特に申し上げたいのは、先だっても申し上げたと

思いますが、今回の崎津地域が潜伏キリシタンとして世界文化遺産に登録をされまし

た。その始まりはあくまでも志岐麟泉公の時代に、自由信仰の時代でありましたが、キ
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リスト教をこの志岐を通して始めていったということであります。自由信仰の時代に

は、キリスト教は鉄砲がやられる、あるいは貿易で富が得られるということで、皆さ

ん、とにかく積極的に信仰を始められました。それが天草中に広まった。その後は、秀

吉のキリシタン追放令、バテレン追放令、そして家康は、最初は緩やかなキリスト教へ

の対応であったわけですが、キリスト教３０万人が豊臣秀頼を擁立して、又、新しい政

権をつくるんだという話が持ち上がった中で、今度は厳しい弾圧政策に変わっていかれ

ます。その後のことは、皆さん、ご承知のとおり、天草島原の乱を通して、ますますキ

リスト教弾圧が深まっていったと。その中で隠れたり、形を変えたりする隠れキリシタ

ン、そして隠れてずっとキリスト教を信じてきた潜伏キリシタンの方々がいらっしゃっ

たと。それも２００年以上にわたっての弾圧下の中ででありますので、非常な誰もが真

似することのできないようなことを続けてこられた。それが世界遺産になったものだと

思っておりますので、我が町にもそういったキリスト教の伝来と、そして殉教の歴史が

ございます。それを復元した施設もありますので、それこそさっき苓北町は発信力がな

いと。私も当然そう思ってるんですけれども、これを今までホームページだけ。それを

もっと発信力のあるものにどんどん変えていって、どんどん苓北町のよさを知らなけれ

ば来られないんです。そういう面で、よさをですね、とか、そして歴史的に評価される

ようなことを発信していかなければならないと考えているところでもありますし、もち

ろん町民に対しても、その町の歴史の問題やら魅力、文化、歴史をお知らせをしてい

く。町民の方が案内人ですから、町民の方が案内するときに、そういう歴史を知らない

で案内するのと知ってて説明しながら案内するのとでは大違いでありますので、ぜひそ

の辺の町の歴史を生かしたまちづくりも推進することを目標にやってまいりたいと考え

ているところでございます。 

これまで公営住宅、富岡轟団地の整備、天草長崎航路対策、町道の改良事業、富岡城

の一体的な整備、新大手門公園の整備、アダム荒川殉教公園、トルレス神父の記念広

場、千人塚駐車場整備の他、富岡船客待合所の改修等を行ってまいったところでござい

ます。この富岡待合所改修、私も土曜日には必ず顔を出したり、夜はあんまり猛暑の中

でしたので、喉を潤しに何回も行きましたけれど、相当にぎわっております、これ毎日

じゃないので、これ私が行ったときの感覚ですが、相当にぎわっておりまして、中には

夕涼み方々、クーラーが入っておりますので、テレビを観に来られるお年寄りの方もい

らっしゃいました。買い物をされなくても、集いの場所としてにぎわい始めたなと、そ

ういうことも実感しているところでございます。 

都市再生整備事業の整備費用につきましては、国の補助率が４０パーセント、起債に

対する交付税措置がございますので、町の負担が約２分の１で事業を実施しているとこ

ろでございます。 
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都市再生整備計画事業は、平成３２年度までの事業でございますが、これまで整備し

てまいりました富岡城の一体的な整備によりまして、江戸時代の姿がよみがえり、一揆

勢の総攻撃に耐えた富岡城は、江戸政権をしっかり支えていったということ。その政権

がしっかりですね、戦国時代に戻らなかったと。このことが今の明治維新を通して大

正、昭和につながった、日本の繁栄につながったと確信をしているところでございま

す。 

そして、又、長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産の世界遺産の認定により、キ

リシタン関連遺産に注目が集まってまいりましたが、天草で最初にキリスト教を受け入

れたのは志岐氏ゆかりのトルレス神父記念広場、ローマ法王が天草でただ一人福者とし

て認定されているアダム荒川殉教公園、この福者は、その死後、その徳を認められて福

者として列福されるわけですが、その中から、又、聖人が選ばれていきます。そういう

ような重要な使命を受けたのが、アダム荒川さんであったということでございます。そ

して又、国の天草で初めて史跡として認定された千人塚、富岡キリシタン供養碑の駐車

場整備等、本事業で整備した施設を訪れていただく来訪者が増加し、事業の成果が出て

まいっております。 

又、先日改修いたしました富岡船客待合所は、先ほど申し上げたとおりでございま

す。土曜日には必ず夕市をやっておりますので、ぜひ足を運んでいただければと思って

おります。 

都市再生整備事業の実施にあたりましては、整備計画に記載した目標を定量化する指

標を設定しまして、事後評価を行っております。 

まず、平成１７年度から平成２１年度までの第１期につきましては、最低居住水準を

満足する公営住宅、宿泊交流人口の増加、長崎側からの入り込み客数、まちづくり等イ

ベント交流事業の４つの指標を設けておりますが、そのうち長崎側からの入り込み客数

については目標値に達しなかったものの、ほかの指標につきましては、目標値を達成し

ております。 

平成２３年度から平成２７年度までの第２期の期間におきましては、富岡ビジターセ

ンターの来館者数、ボランティアガイド協会の会員数の２つの指標を設けております。 

富岡ビジターセンターの来館者数は目標に達しませんでしたが、ボランティアガイド

数につきましては目標を達成しているところであります。 

次に、公共施設の維持管理等の見込みにつきましてのお尋ねであります。下水道、公

衆用道路の舗装につきましては、それぞれ長寿命化計画を策定しております。 

又、平成２８年度に苓北町公共施設等総合管理計画を策定し、公共施設の現状と課題

を整理いたしております。 

今後は、個別施設ごとの具体的な対応方針を定めた事業計画を策定し、施設の適正管
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理を行っていくこととしております。 

又、使用されていない町有物件についてでございますが、都呂々中学校跡につきまし

ては、熊本県の企業誘致課に企業の紹介をお願いをしております。旧郷土資料館につき

ましては、一部分の借用のお願いがあっておりますので、現在協議を行っているところ

でございます。 

次に、町の将来像につきまして、危険箇所への取り組みということでご指摘やら質問

がありました。森林基幹道苓北天草線の地滑り災害箇所から、北側にある新たな災害箇

所につきましては、平成３０年４月２４日から２５日にかけての豪雨による災害で、大

量の路面水により路肩の法面が洗掘されたため、路肩が崩壊したものでございます。被

災延長は２６ｍであります。８月１日から３日にかけて、林野庁の災害査定官より実地

査定が行われ、復旧工法を比較検討の上、工法は補強土壁工法に決定し、本工事費の査

定額は１,９７３万３,０００円に決定されております。なお、災害復旧工事の関連予算

を今議会の補正予算で計上させていただいているところでございます。 

危険箇所への取り組み。町道善亀線の件でございます。町道善亀線の地滑りの現状で

ございますが、昨年８月の被災発生から１１月に３本のボーリング調査を行い、１２月

から観測を開始いたしました。 

観測直後からしばらくは目立った変動は見られませんでしたが、本年４月の降雨を契

機に変動が増大し、当初地滑り範囲外と想定された観測地点でも変動が見られたため、

熊本県河川課防災班に報告をし、対策について協議をいたしたところであります。 

協議の結果、ボーリングを１本追加し、調査するよう指示を受け、観測を続けまし

た。その後、観測データ及び現地調査による地形の変状を分析検討した結果、当初想定

をした地滑りの範囲の上部に、より大きな地滑り範囲があることが判明をいたしまし

た。関係資料をもとに県河川課に出向き、担当者に地滑り範囲の確定等について説明

し、協議を行いました。県といたしましては、町の提案を了承はするが、最終判断は国

土交通省との協議の上、決定するとのことでありました。町といたしましては、地滑り

範囲の確定後、速やかに復旧工法等を協議するため、査定設計委託料の補正を今回の議

会に提案させていただいております。８月下旬に国土交通省から県を通じて連絡がござ

いまして、地滑り範囲につきましては、町の提案を了承するとのことでありましたが、

新たに判明した上部の地滑り範囲の観測データがもっと必要であるということで、ボー

リング１本を追加し、引き続き調査するようにとの指示がありました。今後の降雨の状

況にもよりますが、追加調査の結果をもとに、県及び国土交通省との再度の協議を行

い、早期の復旧を目指していきたいと考えております。 

次に、その他の大規模な崩落あるいは崩落が予想される箇所等についてのご質問があ

りましたが、７月の梅雨前線豪雨により町道方針線が約６０ｍにわたり被災しておりま
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す。８月の臨時議会で査定設計委託料の専決補正の承認をいただき、１０月下旬から１

１月中旬に実施予定の災害査定に向けて準備中でございます。 

ほかに崩落が予想されるような箇所等につきましては、現在のところは把握をしてお

りません。 

次に、児童生徒の教育環境の点検については、先月８月７日の議会臨時会本会議終了

後の町と議会の全体会議の協議の中で、空調設備の設置についてご説明をさせていただ

きました。以前から議員の皆さま方から一般質問等を受けまして、平成３０年度当初予

算におきましては、志岐小学校と富岡小学校の２校分の空調設備にかかる設計委託料と

して１９６万５,０００円を予算計上しております。今回９月議会定例会において、坂

瀬川小学校と都呂々小学校の空調設備に係る設計委託料として２１６万５,０００円を

補正予算に追加計上しております。これは７月の梅雨明けと同時に猛暑がまいりまし

て、とにかく我々大人でも大変な猛暑でありましたので、救急に７月下旬にはもうこれ

は全校お願いをしなければならないと。ただし、全校やるにしても、やはり国の補助に

則ってやらないともう五、六千万以上かな。あとで詳しくは答えると思いますが、その

ぐらいの差が出てくるということでございます。夏休みが終わって一時は暑い日が続く

と思いますが、そこはこの前説明したような形でしのぐとして、来年の猛暑に間に合う

ように４校ともクーラーをつけられるよう頑張ってまいりたいと。つけるということで

頑張りますので、よろしくご理解のほどをお願いを申し上げます。 

そういうことで、国も補正予算をするのではないかという考えも持っておられたよう

でありますが、むしろ消費税対応もあって、予算もですね、当初予算を膨らませた中で

対策をやっていこうということでございます。そういうことでございますので、６月に

は完成できるようにどういう形で内定を出していただけるのか。間に合うような内定の

出し方をされるようにですね、我々もしっかりお願いをしてまいりたいと考えていると

ころでございます。 

又、児童の通学時の荷物につきましては、学校ごとの時間割でも違いますが、多いよ

うにと言いますが、つい最近も文部科学省がこれについて９.５ｋｇとかなんか、これ

をすごく重い平均値を出して、ちょっと異常であるという、これから指導もしていかな

ければならない旨のテレビ放送もあっておりました。そういうことで、現状が苓北町で

は、文部科学省ではですね、宿題で使わない教科書等は教室において帰ってもよいと全

国の教育委員会に対して求める動きもありますが、既に町内各小中学校におきまして

は、荷物を少なくする方向で同じような取り組みを進めてきたところであります。今後

さらに呼び掛けていきたいと考えております。 

次に、学校の水道水につきましては、水質検査が定期的に実施されておりますし、こ

れは我々が毎日飲む飲料水と同じ水道でございますので、安心安全であります。毎日児
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童の飲料水として利用しているということでありますが、水筒を持参したほうがこまめ

に給水ができるということで持参をしているようでございます。子どもたちの健康管理

や利便性の観点から水筒を持参しているということでございます。 

以上、浜口議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 現在、浜口君の一般質問の途中でありますが、苓北中の生徒の

皆さん方、第２班が傍聴にまいります。その傍聴の関係でここで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５６分 

再開 午後３時０８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） 休憩前に引き続き、本会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 浜口雅英君。 

○８番（浜口雅英君） まず、人口減少の対策の中での振興計画、基本的構想の取り組

みについてですが、先の議会の中でまちづくりの主要な施策、主要な要件は人口の確保

であることを提起し、それに伴う総合計画の策定の進捗をお尋ねしました。この中で詳

細な経過をお知らせいただきましたが、複数のいくつかのワークショップも実施してお

られるようです。過疎化、少子化、高齢化が進む中で苓北町で生活を営んでおられる町

民の皆さんの率直な意見を直に聞かれ、町総合計画、いわゆる基本構想、基本計画です

が、あるいは振興計画でも構いませんが、に反映させることはより中身の濃い政策作成

につながるというふうに思います。そのために長く実施されていない町長の町民との町

政懇談会を実施されたらいかがかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今、それぞれの区長会との懇談をやっておりますが、しかる

べき課題が出てきましたときには、それぞれの地域で町民懇談会、町政懇談会を開くの

はやぶさかではないと考えておりますので、今後検討をしてまいります。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） ぜひ実施してもらいたいというふうに思います。それから先ほ

ど答弁の中で、平成２７年１２月の人口ビジョンを策定したと。それによって取り組ん

できたけども、これは過去のものであるというふうな回答がありましたが、済んだもの

だという話がありましたが、具体的に振興ビジョン計画によって何かがいい点が見えた

と、あるいは悪い点が見えたということはなかったのかお尋ねします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これは済んだことではないという、そういう意味ではなくて、
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これからやっていくのに今までのやつでどんどん世の中が変わってまいりますので、あ

まり大きな参考にはならないという意味で申し上げたところであります。言ってみれ

ば、やはりここに自分に適した職業があって、そして自分が選んだ相手がおられて、そ

こで生活ができる、そういう地域であるならばよいのではないかと考えておられる方も

多いように見受けられますが、なかなかそういう方たちは少ないようでございますの

で、こういう方たちをどう増やしていくかというのは大きな課題だと考えております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） これも先の議会での町長とのやり取りですが、人口１万人構想

の経過、結果についてお尋ねをしました。その折に、町長答弁では、一生懸命頑張った

けどもなかなか人口減少には対応できない部分があったということでした。併せて、ふ

るさと介護を進めていくと、充実させていくという説明だったというふうに思います。

その中で、町長自らがどこの施設も半分近くは町外の方が勤めておられるようだという

話がありましたけども、この際人口減少を解消するために町営住宅をつくって、その中

に積極的にそういう従業者の方に入っていただく。場合によっては国の補助金をもらえ

ば、なかなか料金とか何とかも設定されてしまいますので、単独費をどうか工面してや

っていけば比較的格安の中での入居も可能だというふうに思いますがいかがでしょう

か。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これは１つの考え方ではあると思います。ただ、どうして苓北

町に住まないのかと、いろいろ経営者の方にも聞きましたが、半分は持ち家というか伝

統的に家を継いだ人たちもいたりして、とても引っ越しはできないと。中にはアパート

を借りている本渡あたりで来る人たちを住まわせてみたらどうだろうかというと、苓北

町にアメニティがほとんどない。このことがやっぱり原因だと思いますので、やっぱり

私は、今後はアメニティに値するような施設、例えば、子どもで言えばゲームセンター

ですね。本渡のイオンあたりには喜んでついていくそうですから、ゲームセンターがあ

るから。大人も又アメニティをどう満たしていくのか。こういうこともあって、住宅が

あって、そういうふうな形で人口が増えていく。職業もありますから、もちろん。そう

いう面で全員の方々がこっちにお住いになっていただけるとは限らないと思いますが、

アパート住まいの方たちは心を動かしていただけるのかなと。それにはだからそういう

条件がいろいろついてくるのではないかと考えております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） そこで提案するわけではありませんが、これまでも何回か議会

の中でお尋ねして提起しておりますが、学校給食の無料化、新聞報道等では無償化とい

う言葉を使ってありますけども、どういう違いがあるのかわかりませんが、そういうこ
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とによって先ほど高校生までの医療費を補助金を出そうとかいうそういう話も出まし

た。子育て環境の整備をすることによって、例えば、そんなら苓北町に移って、苓北町

で勤務してみようかという、そういうことは考えられませんか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 考えられる人もいらっしゃるかと思います。今、現在の方たち

の就職なさっている方たち、やっぱり金額よりもやっぱり自分の生活をどう謳歌してい

くのかという、子どもも含めてですね、その考え方のほうが強いと思いますので、そう

いうことも併せて進めればなおいいのかなと思います。ただ、そういった面で何を欲し

ておられるのかと。これも先ほど答弁の中で一つのことをやったからということで解決

できる問題ではないわけですが、とにかくそういうことと併せて、ここに中学生の方が

来ておられますが、日本のやはり制度設計がですね、みんな年代ごとの仕送り制度にな

っております。年金もやはり働く世代がしっかり年金保険料を納めて、そして今まで頑

張って年金の取得を得られた方たちに仕送りをする。そういう制度であります。これは

健康保険もあんまり変わらないような状況でありますので、そういう年代ごとがしっか

りそれぞれの役割を果たすことの中で、この日本の福祉社会は成り立っているのという

こともやはり皆さん方に深く認識して、これをやらないと自分たちの番には回ってこな

いんだということを、やっぱりしっかり認識する必要があると。そのためにはやはり小

学生、中学生から生活、そしてお金の生活費のことまで、やはりある程度子どもたちに

もしっかり学ばせたほうがいいのかなと。これは私の私見でありますけれども、そのよ

うな気がいたしております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 町内に住宅用の造成地が完売はされていませんが、いくつかあ

ります。このときに現在購入してそこに家を建てておられる方とは宅地の売買にあたっ

ての契約の中で付帯条件がついていたのではないかというふうに思いますが、その条件

はどういう条件だったんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 只今、手元にはその件でございませんけども、一つ覚

えておりますのは転売禁止ということでですね、転売禁止ということのみで、只今、答

弁はそれだけさせていただきます。以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 購入したら何年か以内に家を建てなければならないと。そうい

う話はありませんでしたか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 済みません。その条項も入っていたと思います。以上
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です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） その条項に違反と言いますか、それを守っておられない方はお

られないのでしょうか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 只今、違反者は報告はございません。以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） それは私のほうでも又調べさせてもらいます。 

 それから人口減少が進んでおります。まさに消滅可能自治体という言葉が絵空事でな

くなってきたというふうな気がします。首をじわじわ絞めつけられ息が止まるまでじっ

としているということでなくてですね、行政組織の中に人口減少対策として人口増加の

ため、より多様性をもって具体的な計画と行動を起こせるプロジェクトチーム、町長直

轄のチームでもそこら辺は決裁上はお任せしますが、そういうプロジェクトチームを立

ち上げる考えはないのかお尋ねします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） まず、全国のいわゆる消滅都市候補はもう大半がそういう消滅

都市候補でありますし、国も又、そういう方向に仕向けてます。いわゆるスマートシテ

ィをつくれと。みんな便利のよか駅周辺に集まれとか。ここは駅はありませんが、例え

ば便利なところに山の上から降りてきてくれとかね。そういう国土を破壊するようなこ

とを国が指導してるわけでありまして、やはり国土をしっかり守るということはそこに

人が住んでいなきゃできないこと。この前もなんかありましたね、北海道から。誰かが

離島のなんかに住んどったと。それを把握できなかったと。もしかしたら外国から来た

人たちだったかもしれないという。結局は捕まらなかったのかな。そういう案件があり

ましたけれど、やっぱり国土保全ということから考えても、従来住んでいたところに人

を住ませるような国の政策が必要ではないかと。ただ消滅都市って我々を脅かすような

ことを勝手に発言をして、それよりもむしろ今の地域がですね、なくならないようにど

うしていくのかということを考えていただきたいと思っております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 確かに町長の発言の中にあったようにですね、消滅自治体なん

ていう言葉はですね、あれは発言したのは国ではなかったわけですが、そういう団体が

そういう言葉を出したときは、国はやっぱりそのことを取り消させるような行動をすべ

きだというふうに思います。 

それから児童生徒の教育環境の点検についてですけども、先ほど回答の中で荷物を軽

くする取り組みをやっているということでした。これは直接今質問した部分では関係あ
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りませんが、この前の会議の中で、新生活運動の取り組みを公民館審議会でお尋ねしま

した。そのときも教育委員会は文書だけでそういう運動をしていくんですかとお尋ねし

ましたけども、まさに子どもたちのランドセルの荷物を軽くする、児童のランドセルの

荷物を軽くする取り組みをしているということですが、これも文書つくって、それを配

っただけでの取り組みになっているのか。それとも具体的になんかの取り組みがあって

いるのか。お尋ねします。 

○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 荷物につきましてはですね、絵の具とか習字のセットとか

ですね、リコーダーとかその辺につきまして、常時ですね、持ってこなくてもいいもの

についての楽器類につきましては、学校のほうにですね、置いて帰ってもいいというこ

とでなっております。以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 置いて帰っていいというような取り組みなのか。それとも置い

て家に持ち帰ってはならないということなのか。そこら辺でだいぶ違うんじゃないです

か。 

○議長（山本政人君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 今の件につきましては置いて帰ってもいいよと。それから水

筒の件についてもちょっと触れますけども、持ってきてもいいよと。持ってきなさい、

持ち帰りなさいということはできません。と言いますのは、家に帰って特に絵が好きな

子どもは絵を描きたいというのがあると思いますので、そこら辺は学校としてもこれま

でずっとですね、子どもたちの判断に任せるという形での取り組みになっております。

現状としましては、先ほど課長のほうが申し上げましたけども、絵の具とか習字の道具

とかですね、学校に置いても差し支えないものはいつでも置いて帰っていいよという話

で進めていっております。以上でございます。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 子どもの自主性に任せるというようなことですが、非常にあい

まいな取り組みだろうというふうに思います。具体的に腰を痛めるとかですね、そうい

うものは新聞報道になっています。体重の何パーセントか以上なれば、特に新一年生あ

たりは腰を痛めるんだということが新聞報道されていますが、やっぱそういうことから

考えるとですね、やっぱ小さい子どもたちの自主性というよりも、熟知されている教

員、活動を熟知されている教育長は、もちろん保護者との話も必要になってこようかと

いうふうに思いますが、子どもたちの体を考えた場合には、それはやっぱり新一年生の

自主性とか何とかじゃなくて、例えば２年生、３年生までは学校と保護者の中でそうい

う取り決めをします。例えば、家で宿題をしたいときには、それはやっぱどういう宿題
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なのかわかりませんけども、各家庭で用具は準備してくださいというふうなことは言え

ませんか。 

○議長（山本政人君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 今の件につきましては、それはもうそれぞれの子どもさんの

特性もありますし、ご家庭の考え方もありますので、担任もしくは学校の考え方とし

て、子どもたちの自由裁量の面に入るんじゃないかなというふうに考えております。お

っしゃいましたように、何パーセントかになるとちょっとですね、子どもたちの成長に

阻害があるんじゃないかっていう新聞記事も確かに報道されておりました。そこら辺は

無理のないように各学校で配慮をしているものというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） これは９月６日の新聞報道ですが、文科省は、昨日ですね、児

童生徒の通学時の持ち物を減らす配慮を求める通知を全国の教育委員会に送ったという

ことです。こんなかによれば、ランドセルメーカーの小学生の調査では、ランドセルを

含めて重いときは６キロを背負うということになるそうですよ。この６キロという重さ

が繰り返しになりますけども、小さい子どもたちの例えば腰に影響を与える。そういう

ことは、長く教育現場におられた教育長としては感じ取られませんか。 

○議長（山本政人君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 確かに重たいというふうに思います。新聞記事とも関連しま

すけれども、教科書の紙の質がよくなりました。非常に重たいです。教科書１冊にして

もですね。それが４時間授業、又、高学年になりますと６時間授業になります。そのも

のでさえも重たいということで、置いて帰っていいよというそこら辺の指示については

各教室、それからその日によって変わってくるんではないかなというふうに思っており

ます。今のデータによりますと、ちょっと重さのほうが違いますけれども、新聞記事の

ほう、それから先ほど町長のほうが申し上げました９.５キロ、又９.７キロというふう

ないろんなデータが出ております。少しでも子どもたちの負担が軽くなるようにです

ね、これからも学校のほうには呼び掛けていきたいというふうに考えております。以上

でございます。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 学校現場でですね、日々児童生徒と接しておられる教員の皆さ

んはやはりまず子どもたちの、児童生徒の健康保護を最重要視すべきだろうというふう

に思います。 

それから４番目の公共施設の維持管理の見込みの中で、道路の維持管理については、

重機を購入して維持管理に努めるというふうな話もされておりましたが、その経過はど
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うなりましたか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 重機購入を検討するということであったと思いますけ

ども、只今ですね、ショベルカーのリースを行って整備に努めている最中でございま

す。以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） リースというと運転者は誰なんですか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 運転者は長期雇用されている臨時職員の方でございま

す。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） もうちょっとお尋ねしたいわけですが、一つの例としてです

ね、先のクリーン作戦の中で志岐山区ではですね、町道志岐山線の歩道ですが、農工用

トラクターを使ってですね、路側を整備されておりました。 

 非常によくできててですね、できていたというふうに思います。この小型トラクター

は今、全町で５５５台あるそうですが、そういうものをですね、ＪＡあたりとも相談を

されて、何とかかんとか組合あたりともですね、相談されて、そういう契約、タダでと

いうことはできませんので、そういう契約をされて、日常的に維持管理に努められては

いかがでしょうか。町長に坂瀬川の木場の町道とかですね、木場から岳に向かう町道と

か、あるいは都呂々の木場の町道、ずっと汐﨑課長は町長と一緒に現場回ってもらえれ

ばわかると思いますが、本当これが町道かと、おれは苓北町議員じゃなかばいというふ

うな言い方をせざるを得ないように荒れています。先ほど町長も言いましたように、イ

ノシシも非常に加勢しています。道路を壊すのに加勢しているような状況ですので、ぜ

ひ一回現場を見てほしいと思います。 

それから、町道の道路パトロールを行っているということでしたけども、どのような

周期でパトロールされているのか。それからどういう問題が出てきたのかお尋ねしま

す。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 道路パトロールにつきましては、現場赴いた折にです

ね、その都度周辺を回って、遠回りになりますけども、一応パトロールしておりまし

て、強風が吹いたときとかにはですね、倒木等も見つけたりして処理をしております。

以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 公費を使ったパトロールですので、それに関わる記録は残って
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いますか。どうぞ。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 職務日誌にそれぞれ出向いた現場の職員、場所等を記

載しております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 前の議会の折に、町道は人間に例えれば血管だということでお

尋ねをし、町もそのことを認めておられます。であればですね、やっぱ日誌にメモする

んじゃなくて、やっぱりピシッとした道路パトロール日誌的なものをつくって、どこの

写真を貼りながらですね、そういうもので整理すべきだろうというふうに思います。 

 それから道路の機能上の課題がいくつかあります。まず一つには、一級町道木場線は

坂瀬川の中心部と木場集落の重要な連絡道路だろうというふうに思いますが、先の集中

豪雨で全面通行止めになりました。その迂回路として、町道八ツ手線を通って木場の集

落に行かれたわけですが、これは現況図の記載ミスなのかどうかわかりませんが、この

八ツ手線は途中までしか行っとらんですね、地図上は。現地はその八ツ手線の終点から

坂瀬川の集落まで道があります。これは例えば災害時の迂回路として今後も活用してい

くということであれば、この道路の所有者が誰なのか。そういうものを調べて、ピシッ

と町道に認定すべきではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 確かに町道八ツ手線は起点から５２１.７ｍでござい

まして、それから終点から坂瀬川の木場集落までは町道に認定してございません。町道

認定にはですね、いくつかの基準がございまして、又、道路用地のですね、無償提供等

もですね、していただかなければなりません。今後ですね、住民の皆さんのご意向をで

すね、お聞きしながら認定基準に該当するのか等、検討させていただきたいと思いま

す。以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 今の課長の発言の中で認定するのかどうかということですが、

幅員が２.７ｍ、延長が現道が５２２、地図上からすれば１,０００ｍぐらいなりますよ

ね。現況も今の八ツ手線の現況よりも、その山に入ったほうが広い、幅員はですね、ち

ょうど木場の集落から３０ｍぐらいはちょっと狭いという気もしますけども、それ以外

はですね、広い道路ですよ。やっぱみなが調和しながらということを言わざるを得ない

ということは理解しますが、いつ又道路、その迂回路を使わなければならないというこ

とになるかもしれませんので、早急に取り組んでほしいというふうに思います。 

 それから町民の環境の保全、福祉の充実、健康の保持という立場から、これに使用す

る公共施設の整備は執行上、避けて通れない要件だと思いますが、全ての施設に費用対
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効果を求めるということはですね、期待するべきではないというふうに思いますが、今

後の少子高齢化が進む中で、子どもや孫等、後世、いわゆるのちの世代に維持管理費等

のつけを残すべきではないというふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 町民の方に使用していただく施設につきましては、あ

る程度公費の支出は負担をしていかなければならないと思っております。そういった点

でですね、先ほど町長答弁もございましたが、個別の施設の見直しで、維持費、管理計

画を詳しく、今後整備する予定でありますので、その中で費用対効果も考慮しながら計

画をつくってまいりたいと思います。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） そのためには建設時にですね、やっぱ立ち上がってからどうこ

うということではなくて、建設のときには十分な配慮をすべきだというふうに思いま

す。 

それから産業の振興の中で、第２期富岡志岐地区整備事業、都市再生計画で、景観を

確保するために、電柱の移設工事業が施工されました。しかし、未だに鉄柱が電柱では

ありません。ただ、鉄柱が立っているだけですね。鉄柱が１本立ったままです。これは

そのまま記念として残すのか、お尋ねをします。 

 それからですね、せっかく富岡城の歴史は大事だということで、町長の考えがありま

すが、この百間土手の堀川ですね、池川、海岸べたと池川、非常に雑草が茂っている。

あれも桜並木程度は残すようにしても、それ以外は伐採してしまってすっきりさせたほ

うがいいのではないかというふうに思います。以前、富岡城の雑木も古いのは古い。貴

重な雑木かもしれないけど、伐採したらどうかということでしたけど、あれは国の許可

がいるということでしたけども、百間土手もやはり国の許可が必要な範囲になるんでし

ょうか。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 先ほど電柱って言いますか、支柱の件ですけども、昨日で

すね、ちょっと写真だけでちょっと確認をさせてもらいましたけども、以前ですね、消

防団の出初め式をですね、各地区で行っておりました。その折にですね、放水競技を富

岡地区で行っていた折に、その放水競技用の支柱として立てたものではないかなと思っ

ておりますので、当時の担当者に確認の上で、もし消防の部分であれば、速やかに撤去

をしてまいりたいと思っております。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） ちょっと把握ができておりませんけども、もしそういうも

のであれば撤去をしてまいりますし、雑草につきましても、きちんと処理をしてまいり
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たいと思います。 

○議長（山本政人君） これで、浜口雅英君の一般質問を終わります。 

 次に、通告９番、松本良人君。 

○１番（松本良人君） 通告９番、１番議員、松本良人でございます。 

 近年、異常気象ともいわれている中で、今年になってからも日本列島各地で猛暑の次

は台風や前線に伴う大雨、ゲリラ豪雨による土砂災害、洪水による被害が相次ぎ、８月

下旬、９月になっても秋雨前線による被害が東北、北陸から関東地方を襲っておりま

す。台風２１号は４日、四国、関西を直撃し、死者１１名、負傷者２７５名と大きな被

害をもたらしました。又、昨日の早朝、北海道に地震が発生し、膨大な被害が出ており

ます。ここ苓北町においては、運よく大雨、台風、地震による大きな被害は現在ありま

せんが、しかし、いつ襲ってくるかわからない台風や大雨による土砂災害、洪水、河川

の氾濫には万全な対策が必要でございます。 

このような近況の中で、次の点についてお伺いをいたします。 

まず第１番目に、町河川小路川スリットダム、これは流木捕捉工とも言いますかね、

について質問をいたします。先の大雨のとき、町河川小路川の沖田橋の橋桁に流木が引

っかかり、近隣の土地が水没し、家屋や農地に膨大な被害をもたらしました。このこと

により、昨年スリットダムが流れてきた竹木等を食い止めるために建設されましたが、

このダムは流れ木を下流に流さないように、河川の中に鉄柱により流木竹の浮きのため

に施設が設置されたものですが、この大雨により、このスリットダムに流れてきた竹木

が引っかかった場合、河川の水はせき止められた形となり、両岸が低いと河川は氾濫し

ます。 

今回、建設されているスリットダムの設置場所について、不安を持っておる者でござ

いますが、どのような経緯で選定されたかお尋ねします。この件につきましては、予算

審議の中においても質問をさせていただきました。 

続きまして、２番目です。町道松原線と松原川接点の止水対策についてお尋ねしま

す。町道松原線終点部と松原川と接する箇所に、幅約５ｍ河川護岸が低いところがあ

り、河川が増水すると背後の家屋はもとより、松原地区をはじめ周辺一帯多大な被害が

及ぶ恐れがあります。 

現在、数個の土のうが置かれ対応されておるようですが、町道松原線の路面高と護岸

の天端までの高さが約１ｍ四、五十ｃｍあり、土のうでの対応は無理ではないかと思わ

れます。又、ここは海水も入ってくる可能性があり、大雨による河川の増水と満潮時は

海水との合流により台風時にはかなり危険であるとも思われますが、いつ発生するかわ

からない台風や豪雨、一日も早い対策が必要です。対応をお尋ねをします。 

続きまして、３番目、林道の苓北天草線災害復旧工事の施工に伴う都呂々川河川対策
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についてお尋ねをします。先の臨時議会により、約１億７,０００万円の予算が提案さ

れ了承をされました。山全体が大きな地滑りにより、苓北天草線が大きく被災をしてい

るため、復旧を行うことになりますが、施工方法の説明によりますと、この工事で発生

する大量の土砂が全面に位置する谷間に埋められるということでございますが、この林

道苓北天草線災害復旧工事の施工に伴い、都呂々川の河川に流入する雨水の形態は変化

すると思われます。近年の異常気象による雨の降り方は、これまでに経験したことのな

い豪雨が予想されます。災害箇所の河川は都呂々川との合流はかなり急な河川となって

おり、増水すると一気に都呂々川に流れ込むことになります。県道都呂々宮地岳線にか

かる涼松橋の上流、下流部の護岸は、これまでによる災害により発生したとみられる被

災箇所が点在し、そのままの状態となっております。本流の都呂々川の現状において、

今後どのように考えておられるか。お尋ねをします。 

 続きまして、４番目。国道３８９号線、これは竹の迫から年柄周辺でございますけれ

ども、崩壊に伴う対策について。国道３８９号線については、これまで法面や山肌の崩

壊により、度々通行止め等により通行に支障を及ぼしてきました。迂回路の町道狸川内

線、年柄線も同時に災害が発生するため、志岐都呂々間通行ができない。唯一、町道濁

渕線がありますが、一部未舗装のところもあり、この町道濁渕線につきましては、これ

までにこの重要性を訴えてきましたけれども、全く手が付けられなかったのが現状でご

ざいます。そのため普通乗用車等のスムーズな通行はできない状態です。数年前には、

都呂々年柄間、都呂々下田間、３８９号線が同時に被災し、又、本渡間も通行できない

状態で、都呂々地区が孤立状態になった経緯があります。このような中、現状をどのよ

うに考えておられるか。お尋ねをします。 

 又、過去の年度別国道３８９号線崩壊の状況、交通規制について併せてお尋ねをしま

す。 

 続きまして、５番目でございます。富岡海域公園の現状と今後について。富岡四季咲

岬を中心に海中公園として指定を受け、関連施設として遊歩道の整備や駐車場、広場の

整備をはじめ、ハマユウ、ハマジンチョウ、椿等の植栽や管理がなされ、観光の一端と

してその役を担ってきました。現在は呼び名が変更され、富岡海域公園となっているよ

うですが、しかし、富岡半島、北部や西部一帯、駐車場、遊歩道は一部を除いてほとん

ど手入れがされず、放置されている状態でございます。まして、当時の面影はありませ

ん。 

 近年、つくられた観光もさることながら、自然を求めた観光客が増加の傾向にあると

言われますが、現状と今後の対応についてお尋ねをします。 

 以上、質問いたします。回答次第では自席において一問一答方式により再質問をさせ

ていただきます。 
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○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） 只今の松本議員のご質問に答えさせていただきます。 

 町河川小路川の流木捕捉工の設置場所の選定経緯についてでございますが、平成２７

年６月の豪雨で、橋脚に流木等が引っかかり、人家等の浸水被害が発生いたしました。

その解消対策として、砂防ダムの設置、国道及び町道のボックスカルバート橋の改修等

につきまして検討をいたしました。その結果、流木捕捉工の設置に至ったわけでござい

ます。設置場所につきましては、河川断面等の検討結果をもとに、山腹斜面区間や土石

流区間でない箇所を検討し、さらに補足した流木等の除去運搬作業に適している箇所と

して、当該箇所を選定いたしました。 

 次に、町道松原線と松原川接点の止水対策についてでございますが、ご指摘の箇所に

つきましては、河川管理者である熊本県に改修の要望を行ってきております。熊本県か

らは開口部をコンクリート擁壁で塞ぐことは可能との回答を得ておりましたが、川へ降

りるための階段が設置されており、今後も階段を利用されるのかどうかや、大雨時には

町道富貴迫線からの雨水が県道を越えて流入することがあることから、地元住民の方々

の意向を確認の上、改修方法については検討させていただきたいとの県のお考えがある

ようでございますので、そのことも考慮しながらですね、まず、地元のご意見も聞かれ

た上で、解決方法を県がとっていくということでございます。 

 次に、林道の災害復旧工事の施工に伴う都呂々川河川対策についてのご質問でありま

した。森林基幹道苓北天草線の地滑り災害につきましては、復旧工事を先月８月２４日

に発注をいたしました。今、議会で請負契約の締結について、議会のご承認の提案をい

たすところでございます。議員のおっしゃる「復旧工事に伴い、河川の流入する雨水の

形態は変化する」とのご指摘がございました。工事により流入する雨水の集水面積や流

量の変化はないと思われますが、工事後は林道の法面が大きくなり、排土後の平坦地も

できます。又、残土処理する土捨場も、山林内の渓流の状態から迫を埋め立てる形状に

変わります。 

 このため復旧工事においては、法面には必要な保護工事を施工し、土捨場には排水対

策を施工いたします。又、豪雨時の特に洗掘防止のための流末処理対策のための単独工

事費を今議会の補正予算で計上させていただいているところでございます。 

 又、一時的にせよ平坦地や土捨場の表面は、草や木がなく緑化していない状況となり

ます。この時期に議員がおっしゃった異常気象による豪雨での影響が懸念されますの

で、工事完了後も慎重な監視が必要であると考えております。 

 工事箇所の雨水は、林道に接する渓流を経て本流の都呂々川に至りますので、この区

間にさらに保全のための治山施設が必要かどうか、県の関係課に相談してまいりたいと

考えているところでございます。又、本流の都呂々川は砂防河川でございますので、河
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川についても同様に関係機関に対策の確認を行ってまいりたいと思っているところでご

ざいます。 

 次に、国道３８９号崩壊に伴う対策についてであります。国道３８９号の防災対策に

つきましては、管理者である熊本県に対して、抜本的な対策を度々要望してまいりまし

た。なかなか実行されませんでしたが、今回はまず調査をしてみると。全面的な調査を

４,０００万ほどかけられて入念に調査をなさったわけであります。県によりますと、

国道３８９号の防災対策事業として、危険度判定をもとに優先順位をつけて、順次防災

工事を実施していくということで、平成３０年度は萱の木工区について発注予定である

ということでございました。 

 町といたしましても、国道３８９号の安全な通行の確保のために今後とも県及び国に

対しまして、予算確保と早急なる事業完了をお願いしてまいります。 

 又、国道３８９号被災時の迂回路確保の方策として、町道年柄１号線につきまして、

社会資本整備総合交付金事業により平成２６年度から落石防護柵設置工事を実施してお

ります。 

 又、過去の年度別の国道３８９号崩壊の状況及び交通規制についてですが、平成２６

年度に法面崩壊が２ヶ所で全面通行止めと片側通行止めがございました。平成２７年度

には法面崩壊が２ヶ所で全面通行止めと片側通行止めがございました。平成２８年度に

落石による全面通行止め、平成２９年度に法面崩壊による片側通行止めが発生しており

ます。なお、本年度は今までのところ発生はしておりません。 

 次に、富岡海域公園の現状と今後の対応についてのお尋ねでございますが、まず海域

公園とは、国立公園又は国定公園内の区域にあり、優れた海中景観を保護するために公

園計画に基づいて設けられた区域で、海域内に設けられた地区のことでございます。従

来の名称は海中公園でありましたが、平成２２年４月の改正自然公園法の施行により変

更されたものでございます。 

 富岡海域公園につきましては、昭和３１年に天草地区が雲仙国立公園に編入され、雲

仙天草国立公園と改称されました。その後、昭和４５年に自然公園法が改正され、海中

公園の設置が規定され、このとき雲仙天草国立公園区域にある牛深海中公園、富岡海中

公園、天草海中公園が日本で初めて海中公園に指定されており、富岡半島の西側に２ヶ

所がございます。 

 海域公園は先ほど述べましたように、国立公園又は国定公園の海域の景観を保護し、

維持することが目的であり、指定された地域では開発に制約がかかっております。例え

ば、工作物の新増築、鉱物の採掘、土砂の採取、海面の埋立て・干拓、海底の形状の変

更、環境大臣が指定した熱帯魚、サンゴなどの捕獲、損傷、殺傷等を行う際には、環境

大臣の許可を得なければならないとなっております。 
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 又、海域公園２ヶ所に挟まれた区域は、農林水産大臣が指定した保護水面となってお

り、サザエ及び水産植物を採捕することができない禁漁区域となっております。 

 以上のようなことから、富岡海域公園につきましては、今後も県、町、漁協等の関係

機関が協力して保護をしてまいります。 

なお、陸域につきましては、園地事業として熊本県の事業により、四季咲岬公園や遊

歩道の整備等がなされており、現在、町が県有公園施設管理委託金を受けて管理を行っ

ているところでございます。又、県自然公園美化清掃協会天草西海岸支部の清掃活動も

行っておりますので、陸域につきましても同様に適正な管理に努めてまいります。 

以上、松本議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） １番のスリットダム関係でございますけれども、これ私が一番

懸念するのは、そこに引っかかった分が断面が少なくなりますので、引っかかったとこ

ろからオーバーして水が両岸に流れ込むと。災害を及ぼすんじゃないかということをお

聞きしたんですよ。ちょっと回答がおかしいようですが、上下流における河川の断面は

測定されましたか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 上下流による河川断面は測定されましたかというご質

問でございますけども、当然、断面は調査しまして、この場所に決定しております。そ

れと決定のですね、要件で、この上下流でですね、上流と下流でより過少断面がです

ね、ここだけポケット状になっております。５０ｃｍぐらいですね、５ｍに関して。そ

こでちょうど受け皿のようになっていますので、しかも岩着、岩が出ておりますので、

そういうことでこの場所に決定した次第でございます。以上です。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 断面は測られましたかということは、私、今のスリットダムの

鉄柱を二本植えてありますけれども、その上が当然、上下流の断面と同じでなからん

ば、そこに全て弾力とか木材が引っかかった場合は、水が通らんわけですから、そりゃ

オーバーしますよということなんですよ。そして、それをオーバーした場合、当然、下

流の両側に氾濫すると。その氾濫する、いった先は元中学校の今避難所になっている土

地とかあるいはそれをオーバーしたならば、そこら辺一帯の家屋に流れ込むと。そこら

辺は考えてはおられますかと。一番大事なことなんですよ。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 説明不足でございました。一応、余裕高をですね、６

０ｃｍとっておりますので流木等が引っかかっても、その６０ｃｍので水は流れていく

という設計になっております。 
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○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 高さが６０ｃｍでですよ、下は１ｍ五、六十ありますね。スリ

ットダムの高さが。それから流れて引っかかった場合は６０ｃｍぐらいでもてますか。

もたんですよ。両脇はいっぱい、河川の断面はそれ以上にいっぱいとってあるわけでし

ょ。そして、あそこの川は田んぼにも、前回のときの流れてオーバーして水路あたりは

あらわれたというような形跡が現に残っております。それで、あそこにスリットダムを

置いた理由を教えてください。例えば、両岸がピシャッとして十分に上から流れてきた

水量はもちますよと。 

もう一つ、今苓北町に１ヶ所ですね、スリットダム、立派につくられたところがござ

います。そこら辺、見て検討されましたか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 流量計算ですね、計算上、これはですね、十分計画流

量は通っていくということで設計をなされております。それと、私が前の課長が苓北で

はございませんけども、町山口川のですね、スリットダムを見学に行ったということで

ございます。以上でございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） わざわざ遠かところまで見学せんやったっちゃ、都呂々の川に

ばっちりできたとこあっとですよ。なんでそこら辺も知らずにですね、よそしゃが見れ

ばよかということは間違いじゃなかですかね。どなたか知っとらすとおらっですか。職

員の方で。そこの場所。説明してください。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 高尾川だと思いますけども、県が砂防ダム、県でスリ

ットダムをですね、つくっておるということを聞いております。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私はこの予算が計上されたときに、そこ見に行ったんですよ。

立派なやつができておりました。そして、両岸にも全く影響のないところに。いいで

す。そういうことでつくられたならば。 

 もう一点、お尋ねをします。両岸の農地の所有者とかあるいは地権者、あるいは下流

にもしそこをつくった以上は人災と思われますね。そこをつくったから下流に、今度は

逆に災害が起こったということになれば、まさに人災ですよ。その場合の補償契約等は

なされておりますか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） その点につきましては契約等は当然しておりません

で、契約はしてないということで思います。以上です。 
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○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私は危ないというほうで、町のほうは危なくないというほうで

すので、意見がすれ違うかもしれませんけれども、もしこの場合でこういったやり取り

をした上で、何かの形で災害が発生した場合、やはりそこら辺どういうような何ですか

ね、責任の転嫁ありますかね。そこら辺を教えていただきたい。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） やはり町は当然設計をして設置しております。それ

で、自然災害ということでですね、当然護岸等が壊れたら災害復旧は町河川でございま

すので、そこは町で復旧をいたしたいと思っております。以上です。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 十分そこら辺ですね、これは人災となる恐れがあろうと思いま

すのでですね、そういったときの補償関係っちゅうのは十分検討していただきたいな

と。時間がございませんので、次に移ります。 

 松原川と松原線との接点のところでございますが、これは何名かの方がここでいろん

な形で要求もなされておりますけれども、全く進展しないそのままの形です。そして言

い訳が県にありますよと。県に何かきましたよと。そうした中でですよ、地元とのいろ

んな話し合いもしてから検討しますというような今のお言葉でございましたけれど、ま

だ検討されてないんですか。もう前から何名の方が質問さしたですよ。私はこのゲリラ

豪雨等がございますので、急遽こういった質問に変えたわけですけれども、こことここ

の松原川と小路川の両方の氾濫した場合は、坂瀬川全体水浸しですよ。重点箇所は。そ

こら辺どうお考えかお尋ねをします。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これは県の管理でございますので、県が地元の方との意見交換

をしたいということを私はお答えをしたわけでございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私は県の管理だ、国の管理だ、というのはそれはそれなりの一

つの理由だと思いますけれども、私たち町民は苓北町におる以上、人命、財産はやっぱ

り町の責任において守らにゃいかん。そこら辺はしっかりしていかんばいかんとじゃな

かろうかな。常にずっと今まで県管理、県じゃ県じゃとか言って、いっぱい流れてきま

したけども、何年もこのままの状態なんですよ。私はそこは含めてですね、今後は十分

に反省していただきたい。町の町民を守るのが我々議会でもあり、執行部でもありです

から、ですね。そこら辺、よろしくお願いをいたします。 

 それから、林道の河川対策でございますけれども、ここは昔炭鉱があって、右岸あた

りには特にぼたですね、ぼたが捨てられてあって地盤が悪いということはご存知だった
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ですか。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 町河川部分の都呂々川に以前、炭山橋ですかね、そこ

に向けて上の山林からですね、土砂が流出したことがございます。これにつきまして

は、県営治山でですね、要望して、治山ダムをですね、設置していただきました。やは

り山林内にもと炭鉱のですね、不安定な土砂があるんではないかと認識をしてるところ

でございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 知っておられるということでございますので、この災害箇所の

捨て場のですね、流域面積、それから広い、今度フラットになっですね、土をつけて。

そこら辺の面積はどのくらいなったか。 

ついでにですね、そこの運動広場の集水面積を教えていただければなと思います。と

いうのが、ちょっと又、私、議長から怒られるかもしれませんけれども、この面積で運

動公園には調整池をつくりました。要するに、あそこの水を寄せて下に流すと危険であ

るから調整池をつくったわけですね。そこの面積がどのくらいぐらいのあるか、対応

を。そして県からの相当な要望があって、県とか国からの指導でつくったということで

ございますので、そこら辺の経緯も教えていただきたい。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 林道の今回、地滑りの部分の集水面積でございます

が、ちょうど市と町の境界にあたるところでございます。山林の部分が２万５,０３４

㎡でございます。土捨て場の部分、埋め立てる部分がですね、７,０３９㎡でございま

す。今回、法面の部分がですね、その中に入っております。それが、１,３３０㎡。林

道の付け替え開設するにあたり平地となる部分ですね、平地となる部分が１,８５３

㎡、全て合計いたしまして３万５,２５６㎡でございます。この部分が集水区域のです

ね、全面積ということでございます。 

もう一つ、運動場の面積がございました。これはですね、２.３０ｈａがございま

す。これに下のほうに調整池が設けられ、それで町管理の小規模な河川がございます

が、それの断面を考慮いたしまして、それ以上、断面以上ですね、流れ込まないように

調整池を設置した。要するに河川断面が小さいので周囲の農地にあふれ出る可能性があ

るということで調整池を設けた経緯がございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 調整池が下のほうは、麟泉運動公園の場合は断面が足らんか

ら、これをつくれということですね。上はいいんだろうかなと思いますけれども、何倍

ぐらいあっとですね、上は。いわゆる涼松の場合は、今のそこの集水面積。 
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○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 運動公園に比べて１.５２倍でございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私は考えるに、向こうは１.５２倍あると。そして急かです

よ。流れたとしてもサッと流れますので、いっぺんにその水が川に落ちることになる。

私はここの場合は平坦地で流れが緩やかですので、その分は田んぼででもカバーすっと

じゃなかろうかなと思うとですね。そこら辺は因果関係はわかりませんけれども、そう

いったことで何ですかね。調整池あたりをつくって対応するということでございます

が、今の都呂々川は下流が先ほど申しましたとおりに相当荒れております。災害あたり

がいっぱい出とっとに全然してなか。それが今度、今言いよった水がいっぺんに流れま

すからね。急か水路なんかに乗ってきますので。それが一度にボーっていった場合は、

相当何ですかね、周囲に影響を及ぼす可能性があると。その場合、両岸がおまけにボタ

山です。それを巻きこんで下流の人家あたりに土石流が押し寄せる恐れがあっとじゃな

かろうかなと思っております。そこら辺調査していただいて、河川改修あたりもです

ね、考慮に入れるとか。まだ災害なんかでとらるるとこがございます。これ砂防河川で

すので、砂防でとるか河川でとるか、これどっちでもいいと思いますが、そこら辺をで

すね、十分考慮していただいて、砂防やけん県とか、県に押し付くっとか、そういった

言い訳じゃなくて、先ほども松原川で申しましたが、町民を守るということでですね、

前向きに常に検討していただきたい。常に逃げる立場じゃなくて追うほうでやっていた

だきたい、そう思っております。 

それでは続きまして、３８９号の崩壊でございますけれども、２年前にはですね、都

呂々下田間国道３８９号も同時に崩壊して、全く都呂々が孤立状態になったと。この

間、救急車も通れないという状態でございました。せめてですね、やっぱり救急車ぐら

い通れるような迂回路が必要じゃなかろうかなと思います。それで私はずっと濁渕線は

事故がないからどうにかしてくださいということでお願いしてきましたけれども、この

前、去年だったか一昨年、２０ｍぐらいのコンクリートをせんちゃよかところにしてい

ただいた。土盤のピシャッとしとるところに。一番肝心なところにしてないということ

でございましたので、そこら辺お尋ねします。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 濁渕線につきましては、私が当時おったときに舗装を

していきよりましたけども、途中で止まっとるということで、十分あそこは往復行き来

をしましたのでわかっておりますけども、迂回路ということで只今ですね、まずは町道

年柄１号線の落石防護柵設置工事をずっと順次やらせていただいております。しかしで

すね、議員ご指摘のとおり、一番可能性があるということであればですね、今後です
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ね、狸川内線もですけども一番近い迂回路ということで、それを合わせましてですね、

いわゆる検討をですね、調査検討をさせていただきたいと考えております。以上です。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） あればということでございますけれども、私は早くしなければ

ならないと思いますけれども、そこら辺お願いします。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） とにかくずっと方策は町としてはできる方策はです

ね、年柄１号線ですけども、していっております。今一度検討の機会をいただきたいと

思っております。なるべく早急に検討さしていただいます。以上です。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 先ほどですね、教えていただいた災害、ほとんど毎年２回か３

回ありますね。これは毎年崩壊があってですね、国道に土石が流れ落ちる危険な状態で

ある中でですよ、今まで偶然に大きな人身事故や車両に大きな被害がなかったというこ

とですね。毎年あっとっとに。それを何も手立てなくして放っておいたということです

ね。防災対策、安全対策についてお尋ねしますけども、台風、大雨、津波等発生時は警

戒警報や、それから、その他の注意報あたりが常に町内で周知されて避難指示等が出て

おります。ここ竹の迫、年柄地区、国道３８９号は度々被災し、一つ間違えれば人命に

かかるような大きな土砂崩れも発生しております。当然私は交通規制や勧告はしなけれ

ばならないと思いますけれども、交通止めや迂回路の指導、誘導はこれまでなされまし

たか。これは安全の意味で土木とも又違う立場じゃなかろうかと思いますけれども。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） こういった災害発生の場合は、国道で言いますと県の土木

のほうの担当でございますので、土木のほうの担当が警察と打ち合わせをされて、全面

通行止め、あるいは片側通行止め等の対策をとられております。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私は起きたあとに片側通行とか全面通行止めせろって言うんじ

ゃなかですよ。雨が降る前にとめたい。今日危なかからとまったほうがようなかかい

と。うっちゃけてから間に合わんとですよ。そんためでしょう、早く避難しなさい。地

震がきますので、津波がきますので早く避難しなさい。豪雨が起きます。崖崩れの恐れ

がありますので避難しなさいということでしょう。もう一回お願いします。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 当然大きな災害が発生する恐れがある場合、これが確実に

見込まれる場合には、早めの対策が必要かと思います。そういった中では、今後もです

ね、先だって起こったような大雨、それから地震、こういった災害がいつ何時起きるか
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わかりませんので、県のほうとも十分協議をしながらそういう対策についても今後検討

してまいりたいと思います。以上でございます。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 先ほど土木管理課長から毎年１回から２回、毎年定期的に災害

が出とっとですよ。阿蘇では大学生が一人巻き添えになってから事故に遭いましたけれ

ども、あの頑丈なところで偶然にも一回崩れたところにたまたま行き合わせて亡くされ

たんですよ。あそこは毎年崩れよっところですよ。それに交通止めの規制とか何かを又

検討します云々ちゅうのは本当にそれでよかかなと思います。これは人命に関すること

でございますので、町は十分考えていただきたい。 

それから最後に、海中公園の件ですけれども、この海中公園は今はですね、自然型の

要するに観光あたりが自然を親しむ観光あたりが相当なんですかね、脚光を浴びており

ます。ここの草刈り等の経費に対してどのくらいぐらい予算使われますか。 

○議長（山本政人君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（尾脇宣宏君） 今のご質問ですけれども、観光施設維持管理費という

ことで毎年臨時雇いの賃金を予算化をしております。近年３年間の決算額についてご報

告をいたします。平成２７年度の決算で２１７万７,９００円、平成２８年が２０２万

円、平成２９年が２３２万５,０００円、３カ年で６５２万２,９００円ということで、

町内の観光施設の草刈り等につきましては、商工観光課のほうで約２０ヶ所の草刈りを

行っております。そのうち富岡半島部分が１３ヶ所ということで、箇所にしますと６５

パーセントの割合となっております。それとあと今のは町のほうの予算ですけれども、

それとは別に熊本県自然公園美化清掃協会の天草西海岸支部ということで、苓北町長が

支部長になっております。これにつきましては、一応、海中公園の、今は海域公園とな

っておりますが、もっております天草市、それと苓北町が一応会員ということで、国・

県、それと町・市、それと苓北町と旧牛深市の観光協会のほうで予算を出して、その分

で管理している部分もございます。清掃協会のほうの清掃作業にかかっております決算

が３年間で１７５万１,５００円、使いましてって言いますか、そちらのほうを利用し

まして富岡半島区域の清掃を行っているところです。以上です。 

○議長（山本政人君） はい、松本君。 

○１番（松本良人君） 私は富岡半島でも、要するにあそこのキャンプ場周辺について

はかなり金はかけておられると思いますけれども、宇瀬海岸とかなんかあそこら辺につ

いてはですね、ガードレール自体が危ない状態なんですよ。そういったこと全体的なこ

と見てですね、ぜひ金のかけ方もですね、あまり町の施設が素朴に見えんごて、手入れ

してなかというような感じで見られんごたやっぱ状況をつくっていただければいかんの

じゃなかろうかなと思います。 
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それから、これ天草の一施設でですね、例えば海の家でしょうかね。インターネット

見たんですけども、東シナ海を一望する飾らない雰囲気のゲストハウスが話題を呼んで

いるということですね。ここでインターネットの感想の一部を紹介しますと、カヤッ

ク、フィッシングのために訪問、ロケーションはすばらしく、海風を受けながら朝海に

沈む夕日を眺めながらバーベキューはとても贅沢な時間です。それから、別の方。何も

かもが最高。行って後悔なし。又、早く行きたいです。お世話になりましたって。この

ほかにいっぱいメールがもうオーケーと、よかったというメールがいっぱい入っとっと

ですね。担当の方はご存知だと思いますけれども、自然を活用した金のかからない人集

めの手段はアイデアはいろいろとあります。金のかからない一つ事業を展開していただ

きたい。そう思います。 

終わりになります。花の建設、涙の保全、これは先ほど何名かの質問の中にもありま

したけれども、これは公共工事に言われる言葉だと思います。ぜひですね、花の建設が

誰がいつ行うか。涙の保全が誰が行わなければならないか。慎重に考えなければならな

いと思います。しかし、人命財産を守るための事業は、花の建設とは言えない違う分野

もあると思いますが、限られた財源を有効に使っていただきますように町はもとより押

し付け合わない国・県にも大きく呼び掛けていただき、住みよい苓北町をつくっていた

だきたい。お願いします。 

終わります。 

○議長（山本政人君） はい。これで、松本良人君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 なお、週明け月曜日は午前９時３０分から本会議を開きます。 

どなた様も大変お疲れ様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時３１分 



 

 

 

 

 

平成３０年９月１０日（月）  
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平成３０年第２１回苓北町議会定例会会議録（第２日目） 

 

平成３０年第２１回苓北町議会定例会は、平成３０年９月１０日苓北町議会議場に招

集された。 

 

１．午前９時３５分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  松本 良人          ２番  廣田 幸英 

３番  髙戸 幸雄          ４番  松野 重幸 

５番  倉田  明          ６番  石田 みどり 

７番  野﨑 幸洋          ８番  浜口 雅英 

９番  田嶋 豊昭         １０番  山下 時義 

１１番  錦戸 俊春（副議長）    １２番  山本 政人（議長） 

 

３．不応招議員 （なし） 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

事 務 局 長  龍 岡   学     書    記  野 田 寛 子 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長  田 嶋 章 二     副 町 長  松 野   茂 

教 育 長  濵 﨑 敏 和     総 務 課 長  山 﨑 秀 典 

税務住民課長  宮 﨑 裕 昭     企画政策課長  荒 木 広 之 

教 育 課 長  西 川 文 孝     土木管理課長  汐 﨑 正 喜 

農林水産課長  野 田 尚 之     商工観光課長  尾 脇 宣 宏 

水道環境課長  錦 戸 和 友     福祉保健課長  福 田 誠 一 

健康増進室長  本 田   保     会 計 課 長  坂 元 俊 司 
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８．議事日程 

日程第 １ 報告第 ４号 例月現金出納検査の結果報告について（平成２９年度

５月分・３０年度５月分・６月分、７月分） 

日程第 ２ 報告第 ５号 所管事務の調査結果報告について 

日程第 ３ 議案第４３号 苓北町税条例等の一部を改正する条例について 

日程第 ４ 議案第４４号 苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を廃

止する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第４５号 平成３０年度苓北町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ６ 議案第４６号 平成３０年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算

（第１号） 

日程第 ７ 議案第４７号 平成３０年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算

（第１号） 

日程第 ８ 議案第４８号 平成３０年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号） 

日程第 ９ 議案第４９号 平成３０年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１０ 議案第５０号 平成３０年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１１ 議案第５１号 平成３０年度苓北町水道特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第５２号 平成３０年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２

号） 

日程第１３ 議案第５３号 平成３０年度苓北町農業集落排水特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１４ 議案第５４号 平成３０年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会

計補正予算（第１号） 

日程第１５ 議案第５５号 平成３０年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１６ 議案第５６号 請負契約［森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（その

１）］の締結について 

日程第１７ 議案第５７号 富岡浄化センター更新事業委託協定の締結について 

日程第１８ 議案第５８号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更につい

て 

日程第１９ 同意第 ２号 苓北町坂瀬川財産区管理会委員の選任について 

日程第２０ 発議第 ２号 苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例について 
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日程第２１ 認定第 １号 平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第２２ 認定第 ２号 平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２３ 認定第 ３号 平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２４ 認定第 ４号 平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２５ 認定第 ５号 平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第２６ 認定第 ６号 平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第２７ 認定第 ７号 平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第２８ 認定第 ８号 平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第２９ 認定第 ９号 平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第３０ 認定第１０号 平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会

計歳入歳出決算の認定について 

日程第３１ 認定第１１号 平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第３２ 報告第 ６号 平成２９年度決算における健全化判断比率等について 

日程第３３ 報告第 ７号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価報告について 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３５分 

○議長（山本政人君） おはようございます。 

只今から本会議を開きますが、只今の出席議員は１２名です。定足数に達しておりま

すので、只今から本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 報告第４号 例月現金出納検査の結果報告について（平成２９年度５月

分・３０年度５月分・６月分、７月分） 

○議長（山本政人君） 日程第１、報告第４号、例月現金出納検査の結果報告書、平成

２９年度５月分・３０年度５月分・６月分、７月分が提出されましたので、お手元に配

付いたしております。朗読は省略します。 

質疑はありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

これで、報告第４号を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 報告第５号 所管事務の調査結果報告について 

○議長（山本政人君） 次に、日程第２、報告第５号、所管事務の調査結果報告につい

てを議題とします。 

この件につきましては、現地調査についての調査報告書が提出されましたので、お手

元に配付をいたしております。 

それでは、委員長に報告を求めます。松野町民福祉常任委員長。 

○町民福祉常任委員長（松野重幸君） それでは、去る７月２５日、９時３０分から１

２時まで、町民福祉常任委員会視察調査を行いましたので、その報告をいたします。 

調査場所は、苓北町志岐 グループホームひまわり、苓北町都呂々 都呂々保育園、

苓北町上津深江 養護老人ホーム寿康園。出席委員は松野、髙戸、石田、欠席は廣田委

員であります。調査の方法は、各施設を訪問し、施設側から説明を受けながら、調査、

意見交換を行いました。 

それでは、各施設ごとに報告をいたします。まず、１番目のグループホームひまわ

り、この施設は住所は苓北町に有し、介護認定の要支援２、１、要介護５の認定を受け

た認知症の方が少人数で共同生活を送りながら、入浴、食事、排泄といった日常生活の

介護や機能訓練などのサービスを受けるもので、家庭的な雰囲気の暮らしを提供される

施設であります。利用者定数は９名、現在は９名、認知症になると新たに出会った人、

新しい物事等を覚えたり、認識したりするのが難しくなる。そのため、１ユニット５人
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から９人の利用者定数となっております。 

次に、地域の高齢者により穏やかに安心して生き生きと過ごしていただくために、地

域に目指した良質な介護サービスを提供し、老人福祉及び地域活性化の一助となるとさ

れています。 

次に、２番目に都呂々保育園でありますが、保育を必要とする未就学児童を預かり保

育する施設、地域に開かれた施設で、家庭や地域社会の変化によって生じる就学児童、

老人福祉サービスにも柔軟に対応しておられます。定員は３０名、現在は２５名です。

職員数は１１名となっております。都呂々児童クラブ、登録数は２４名です。 

次に、３番目に養護老人ホーム寿康園、６５歳以上の方で在宅生活が困難な状態にな

ると市町村から認められた方が入所する福祉施設です。利用者定数は５０名、現在利用

者は５０名です。日常生活支援として、生活相談、機能訓練、生活支援、健康管理な

ど、また共同生活を通じ、生活上の相談・支援、社会参加の促進など、さまざまな援助

もされています。運営方針としましては、人間尊重、この基本的精神をもち、施設や地

域の中でその人らしい環境づくりに努め、安心して生活が送れるような支援を行うとさ

れております。 

まとめとしましては、いずれの施設においても利用者のニーズに合ったサービス内容

であると思われました。また、施設内が明るく、ゆっくりとくつろげる家庭的な雰囲気

であり、利用されている方は笑顔で明るく、生き生きと生活されている様子が伺われま

した。 

以上、報告を終わります。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりましたが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

これで、報告第５号、所管事務の調査結果報告についてを終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第４３号 苓北町税条例等の一部を改正する条例について 

○議長（山本政人君） 日程第３、議案第４３号、苓北町税条例等の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 議案第４３号、苓北町税条例等の一部を改正する条例

について。苓北町税条例等の一部を別紙のとおり改正することとする。 

平成３０年９月７日提出、苓北町長 田嶋章二。 

提案理由でございます。平成３０年３月３１日に、地方税法等の一部を改正する法律

（平成３０年法律第３号）、地方税法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係
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政令の整備等に関する政令（平成３０年政令第１２６号）、地方税法施行規則の一部を

改正する省令（平成３０年総務省令第２４号）及び地方税法施行規則の一部を改正する

省令（平成３０年総務省令第２５号）が、それぞれ公布されたことに伴い、苓北町税条

例等の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページ、条例本文の１ページ目をお願いします。 

苓北町税条例等の一部を改正する条例（案）。 

今回は、苓北町税条例（昭和４０年苓北町条例第３３号）と苓北町税条例等の一部を

改正する条例（平成２７年苓北町条例第１６号）という２つの条例の一部を改正する必

要がありましたので、第１条から第５条までが「苓北町税条例」、第６条が「苓北町税

条例等の一部を改正する条例」についての改正内容となっています。 

今回の主な改正事項は、個人町民税に係る障害者等に対する非課税限度額の所得要件

引き上げ、基礎控除額、調整控除額への所得要件創設、年金所得者に係る配偶者特別控

除の申告要件の見直し、固定資産税の課税標準特例割合を市町村の条例で定める、わが

まち特例に関する項の追加、法人町民税に係る大法人の電子申告の義務化などでありま

す。その他は、町たばこ税に関するものとなっております。 

たばこ税につきましては、平成３０年度税制改正において、負担水準について見直す

こととなりました。併せて、近年販売量が急速に増加している加熱式たばこについて

は、税負担が低いことなど、これまで課税の公平性について課題とされていたものにつ

いて、その製品特性を踏まえた課税方式へ見直すこととなりました。 

引き上げに当たっては、急激な引き上げによる影響等を考慮し、たばこ税の税率につ

いては３段階、加熱式たばこの課税方式の見直しについては５段階に分けて、引き上げ

ることとされております。 

今回の条例改正においては、この段階毎に施行日が違いますので、それぞれに施行日

を設定するために、条を分けて規定しているものであります。 

新旧対照表による条項の説明の前に、今回の主な改正事項であります町たばこ税の改

正内容について資料を使って概略ご説明いたしますので、お配りしております資料をご

覧いただきたいと思います。 

資料は、Ａ３サイズを１枚、Ａ４サイズを１枚お配りしております。皆さん、ありま

すでしょうか。まず、Ａ３の資料をご覧ください。 

上段にあります最初の枠の中です。①たばこ税の税率を平成３０年１０月１日から国

と地方あわせて１本あたり１円ずつ計３円を段階的に引き上げることとなります。②加

熱式たばこについては、製造たばこの区分として新たに創設され、紙巻たばこへの本数

の換算方法について、段階的に重量と価格による方法で換算する方式となります。そこ

で１号、これが従来の方法です。２号、重量による方法、３号、価格による方法、この
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３つの換算方法のうち従来の方法の割合を落としていき、新しい換算方式である重量・

価格による方法の割合を高めて段階的に移行していくこととなります。 

２段目の二つの枠の左側は、税率についてであります。丸で囲んでいるとおり、現在

町のたばこ税は、１,０００本当たり５,２６２円ですが、これを平成３３年１０月１日

までに、３段階で６,５５２円まで引き上げることとなります。 

中段から下の資料②地方のたばこ税の見直し全体像をご覧ください。 

中段にあります階段状の太線は、一般の紙巻たばこ引き上げを示したものです。太線

の上にある税率のうち、手書きの上段が町のたばこ税であります。３段階の町の分の引

き上げ幅は４３０円ずつであります。 

太線より下は旧３級品の紙巻たばこを表しています。平成２７年苓北町条例第１６号

で規定した平成３１年４月引き上げを、平成３１年１０月実施に延期するものでありま

す。 

Ａ４サイズの資料をご覧いただきたいと思います。 

こちらは、手持品課税についての資料であります。手持品課税の内容については、こ

の資料の上段に、現行制度の概要に記載のとおり、税率引き上げ日前に、旧税率で課税

されたたばこの在庫があった場合に、新たな税率との差額分を申告納付していただくも

のです。今回は、一般紙巻たばこ及び旧３級品あわせて４回の手持品課税を実施するこ

ととなっております。ちなみに、この平成３０年１０月１日の引き上げに係る手持品課

税についての説明会が、天草地区は明日９月１１日に予定をされております。 

今までご説明いたしました分の要点は、たばこ税の税率を５,２６２円から６,５５２

円に３段階で引き上げる。加熱式たばこの、紙巻たばこの本数への換算方法を段階的に

現在の換算方法から重量・価格による方法へ５段階で切り替えていく。平成３１年４月

に予定されている旧３級品の紙巻たばこの税率引き上げを平成３１年１０月実施に延期

する。税率の引き上げに伴い手持品課税を行う。 

以上が、今回の主な改正内容であります。 

これから新旧対照表により説明をいたしますので、新旧対照表の１ページをお願いし

たいと思います。 

対照表の右の欄が改正前、左の欄が改正後で、下線部分が今回改正されたものでござ

います。 

今回の改正での条文の整備、条項等の変更につきましては、説明を省略させていただ

き、主な改正事項についてご説明いたします。 

１ページの２３条第１項は条文の整備、第３項は人格のない社団等について電子申告

義務化に係る規定を適用しないこととするものであります。２４条第１項第２号は障害

者、未成年者、寡婦及び寡夫に対する非課税措置の所得要件引き上げに伴う改正であり
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ます。 

２ページをお願いします。２４条第２項は、控除対象配偶者の定義変更に伴う規定の

整備と均等割非課税限度額の引き上げに伴う改正であります。 

３４条の２と３４条の６は、基礎控除額と調整控除額に所得要件を創設する改正であ

ります。 

３ページをお願いします。３６条の２は、年金所得者に係る配偶者特別控除の申告要

件の見直しであります。 

４ページをお願いします。４８条第１０項から第１２項は、大法人に対する申告書の

電子情報処理組織による提出義務について新たに規定されたものであります。 

５ページをお願いします。９２条は法律改正により製造たばこの区分が新たに創設さ

れたものであります。 

９３条の２は、法規定の新設にあわせて新設されたもので、加熱式たばこの製造たば

ことみなす規定の新設であります。 

６ページをお願いします。６ページから８ページにかけての９４条は、たばこ税の課

税標準についての規定であります。先ほど資料を使ってご説明しましたとおり、加熱式

たばこに係る紙巻たばこの本数への換算方法について「重量」と「価格」を紙巻たばこ

に換算する方式とする（平成３０年１０月１日から５年間かけて段階的に移行していき

ますけれども）の規定の整備であります。 

６ページの９４条第３項は、加熱式たばこの紙巻たばこへの換算係数の規定でありま

すので、以後５段階に分けて、ここを改正をしていくこととなります。 

８ページをお願いします。９５条は、たばこ税の税率についての規定であります。先

ほど資料を使ってご説明しましたとおり、平成３０年１０月１日から３段階で引き上げ

ることとなります。 

９ページをお願いします。附則第５条は、個人町民税の所得割非課税限度額が法律改

正に伴い引き上げられるものであります。 

附則第１０条の２第１４項は、固定資産税（償却資産）の課税標準に乗ずる割合を市

町村の条例で定めることができるわがまち特例に関する条項であります。これは中小企

業の設備投資を支援し振興を図る目的で成立した国の生産性向上特別措置法を受け、新

たに地方税法附則第１５条第４７項が設けられたことによるものであります。 

中小企業者が平成３３年３月３１日までの期間内に、生産性向上特別措置法に規定す

る、先端設備等導入計画、この計画は、国が策定した導入促進指針に準じて市町村が策

定し、国の同意を受けた導入促進基本計画に沿って事業者が策定し、町の認定を受けた

ものとなります。これに従って取得した先端設備等に該当するものに対する固定資産税

の課税標準を、新たに固定資産税が課されることとなった年度から３年度分の固定資産
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税に限りゼロとするものであります。 

１１ページをお願いします。１１ページは、第２条による改正分であります。先ほど

ご説明いたしましたように、施行日毎に条分けをいたしております。 

９４条は、たばこ税の課税標準で、第３項は、加熱式たばこの換算本数について、従

来からの換算方法の割合を０.８から０.６に引き下げ、新たな換算方法の割合を０.２

から０.４に引き上げる改正であります。 

附則第１０条の２第１４項は、先ほど９ページでご説明いたしました、わがまち特例

分の法附則第１５条の項ずれによるものであります。 

１２ページをお願いします。１２ページは、第３条による改正文であります。 

９４条第３項は、先ほどと同様に従来分を０.６から０.４に、新方法分を０.４から

０.６に改正するものであります。 

９５条は、たばこ税の税率で１,０００本につき５,６９２円から６,１２２円に引き

上げるものであります。 

１３ページをお願いします。１３ページは、第４条による改正文であります。 

９４条第３項は、先ほどと同様に従来分を０.４から０.２に、新方法分を０.６から

０.８に改正するものであります。 

９５条は、たばこ税の税率で１,０００本につき６,１２２円から６,５５２円に引き

上げるものであります。 

１４ページをお願いします。１４ページは、第５条による改正文であります。 

９４条第３項で、従来分と新換算方法分の割合を段階的に変えてきておりましたが、

この第５条で加熱式たばこの換算方法は、９４条第３項第１号で規定する従来分を零に

して、同項第２号、第３号で規定する新しい換算方法に改正するものであります。この

ため、第１号を削り、第２号、第３号をそれぞれ１号ずつ繰り上げ、新しい換算方法だ

けにするものであります。 

１５ページをお願いします。１５ページは、１４ページの第９４条第３項が改正され

たことによる条項内容の整理であります。 

１６ページをお願いします。１６ページは第６条による改正文であります。 

平成２７年度改正において講じました旧３級品の紙巻たばこに係る税率の経過措置に

ついて、第５条第２項第３号で規定しておりました平成３０年４月１日から平成３１年

３月３１日までの間の税率を平成３１年９月３０日まで期間を延長して適用するもので

あります。 

１７ページをお願いします。１７ページは、同じく旧３級品の紙巻たばこの手持品課

税における読替規定の期限の改正であります。 

恐れ入りますが、条例本文の５ページ、５／１０と書いてありますページをお願いし
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ます。 

附則としまして、第１条で、施行期日を定めております。この条例は、基本的に公布

の日から施行するものでございますが、最初に申し上げましたとおり、施行日が条文項

目毎に公布日以外にも平成３０年１０月１日、３１年１月１日、４月１日、１０月１

日、３２年４月１日、１０月１日、３３年１月１日、１０月１日、３４年１０月１日に

分かれておりますので、第１号から第９号でそれぞれ規定をしております。 

第２条では、町民税に関する経過措置を規定しております。 

その後の第３条から第９条につきましては、段階的に施行日が設定されている町たば

こ税に関する手持品課税及び町たばこ税に関する経過措置等を規定したものでありま

す。 

以上が、苓北町税条例等の一部を改正する条例の内容でございます。ご審議のほどよ

ろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 只今説明が終わりました。 

質疑はありますか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） これは縷々説明いただきましたけれども、要はたばこの値上げ

につながるということで理解してよろしいんでしょうか。 

それから、条例案の４ページの上から５行目に、「１４ 法附則第１５条第４項に規

定する条例で定める割合は、零とする。」と、これは漢字の零になっていますけれど

も、これは条例の案ですよね。今後もこれがＯＫになれば、この零をずっと条例上は使

うていくと、数字のゼロじゃなくてですね。ということになると思いますが、その意味

はどういうことなんでしょうか。数字のゼロでは駄目なのか、以上２点をお尋ねしま

す。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） まず最初のご質問ですけれども、おっしゃるとおり、

たばこを段階的に引き上げるという、そういうことでございます。 

２つ目の零というところですけれども、これにつきましてはこの条例で表記をした内

容としては、もう課税をしないというか、ゼロという数字が出てきます。ただ、表記

上、条例上こういう形で国のほうからも準則も来ておりましたので、こういう形で条例

の中の規定をさせていただきます。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） たばこの値上がりにつながるということですけれども、たばこ

の値上げは目的は我々国民の健康保持のためなのか、それとも国とか自治体の財源確保

のためなのか、どちらなのかお尋ねをいたします。 
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それから、やっぱり国もそういうことであるならば、漢字のゼロを使うということが

あるんですかね。そうすると、ゼロじゃなくて、例えば１から９までも、今後、国のそ

ういう昔言っていた準則は慣用数字を使うということになってくるんでしょうか。そこ

はまだわからないんでしょうが、一応聞きます。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 一つ、先ほど意味があれしてなかった部分があったか

と思いますけど、今言われたおりますゼロという規定を使っておるのは、中小企業目的

の生産性向上特別措置法に係る分のところについては漢字の零、これは音読みで「レ

イ」、訓読みで「ゼロ」というみたいですけれども、それは使っております。 

値上げの目的ですけれども、高齢化の進展による社会保障関係費の増加等もあり、

国・地方で厳しい財政事情にあることを踏まえ、たばこ税の負担水準を見直しこととな

ったということで、国の税制改正の中でそういうことが決められたようでございます。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） たばこが健康を害するということは、もう身をもって体験して

います。ただ、この本税法の改正によって、財源もいくらか求めるという、今課長の説

明でしたけども、やっぱりそういう状況がありますので、喫煙者の数は減ってくるとい

うふうに思うわけですよね。そうした場合に、その値上がり幅と喫煙者の数とプラスマ

イナスすれば、果たしてこの財源が国が思っているように増えていくのかどうかわかり

ませんが、もし喫煙者が減っていくということになってくれば、生産者の農業所得の中

に何かの影響も与えてくるのじゃないか、それも想定しないといけないというふうに思

うわけですが、そのことについて国は何らかの対応、レタス補償とか稲作補償とか、い

ろいろありますけども、そういうこともやっぱり考えてあるのかどうかお尋ねします。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 税収につきましては、今おっしゃられたとおり、単価

の値上げはありますけれども、本数は減ってきております、確かに。平成２１年度は、

苓北町内で本数として１,０００万本を超えておりました。平成２５年で８５０万本、

平成２８年が８２１万本で、平成２９年度は７２５万本でした。ですから、言われると

おり、本数とすれば減少傾向にありますので、税収として町の分が極端に増えるかどう

かというのは、私たちもちょっと想定は難しいところがあるかなと思っております。 

○議長（山本政人君） 生産者に対する国の対応は、わかる範囲で構いません。わかり

ますか。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） すみません。こちらのほうでは、ちょっと把握できて

おりませんので、今はお答えすることができません。申し訳ありません。 
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○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） これで質疑なしと認めます。 

これから、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 討論なしと認めます。 

議案第４３号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号、苓北町税条例等の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第４４号 苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を廃止す

る条例の制定について 

○議長（山本政人君） 次に、日程第４、議案第４４号、苓北町国民健康保険高額医療

費資金貸付基金条例を廃止する条例の制定についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 議案第４４号、苓北町国民健康保険高額医療費資金貸

付基金条例を廃止する条例の制定について。 

苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を別紙のとおり廃止することとす

る。平成３０年９月７日提出。苓北町長 田嶋章二。 

提案理由でございますが、平成２０年度から本制度の利用者がなく、また本制度の代

替措置として苓北町国民健康保険高額療養費委任払実施要綱を制定し、対応することに

伴い、苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を廃止する必要があるためでご

ざいます。 

次のページをお開き願います。 

苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を廃する条例案。 

「苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例（昭和６３年苓北町条例第１５

号）は、廃止する。」でございます。 

補足説明をさせていただきます。提案理由に記載しておりますとおり、平成２０年度

から利用者がございませんでした。 

次に、本制度の代替措置として、苓北町国民健康保険高額療養費委任払実施要綱を制

定する予定でございます。委任払実施要綱につきましては、現在のところ、天草市と上
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天草市でも制定運用しているところでございます。 

内容についてですが、医療機関の窓口でそれぞれの所得区分に応じた限度額分まで

は、治療を受けた本人に払っていただき、手続きを役場でいたしまして、それ以上の分

を町から医療機関に直接支払うものでございます。 

それでは、条例案本文に戻っていただきまして、附則、この条例は公布の日から施行

することとしております。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

錦戸俊春君。 

○１１番（錦戸俊春君） この廃止することについては、別に異議はありませんけれど

も、苓北町国民健康保険高額医療費の委任払実施要綱を制定するということですけれど

も、これは例えば県内全部の医療機関、県下どこでも掛かるわけですよね、国民であれ

ばですね。そうすると、そこにも全部適用になるわけですかね。 

それと、この高額医療費の限度額申請をして、限度額適用認定証をいただくと、これ

を提示するとこの高額医療費というのはこちらのほうで全部処理されるわけですよね。

こっちのほうを要するに町民の皆さんとか何かについては徹底して、それぞれがわから

れるような説明あたりをされて対応されたほうがいいんじゃないかなという気はするん

ですけれども、そこらへんを。 

○議長（山本政人君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） まず、適用というか、医療機関の件ですけど、現在の

ところ、町内、天草内を一応契約をして行いたいと考えております。また、その申請者

の方が要望がございましたら、そこの病院とも相談しまして、対応をするようにしたい

と考えております。 

２件目ですけど、確かに議員おっしゃるとおり、限度額適用認定証という制度もござ

いますので、そのほうを進めることもございますが、万が一、それをしてなくて病院に

行かれた場合とかもございますので、一応最後の手段ではございませんが、万が一とし

てその制度もつくっておいたほうが大丈夫かなと思いまして、このような制度を制定さ

せていただくようになりました。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） よろしいですか。 

錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） この限度額申請をして、要するに適用認定証を、こっちをで

きるだけするようなＰＲというのをどんどんされて、こっちのほうをできるだけ使うよ



 

－94－

うな形のほうがいいんじゃないと思います。 

それとまた、病院に大概掛かると、医療機関のほうからもいろいろ教えてくれるんで

すよね。そういうような形で、やはり医療機関のほうにもそっちのほうの指導といいま

すか、教えてやる、そういうふうな形をとられるようなのを病院のほうにもやはり相談

されて、徹底していくような方法をとられたほうがいいんじゃないかなという気がしま

すけれども、そこらへんはどうですか。 

○議長（山本政人君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 確かに、限度額適用認定証のほうを優先的に使わせて

いただきたいとは考えております。あくまでこの委任払いにつきましては、そういうこ

とで対応できない場合についてということで、その位置づけで考えております。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 現在、この高額医療は月毎の精算制度になっていますよね。こ

れは何でかわからないんですが、これは治療を受けた日から通算した中で対応すべきで

はないかと思います。例えば、同じ３０日、病院に世話になっても、１５日にすれば１

５日分で精算する。だから、ちょっとぎりぎりあなたは駄目よという可能性があるし、

次の１５日がまた駄目になる。ところが、これは通院して治療完治までということにな

ってくれば３０日になりますので、高額医療に対する国・町の制度が活きるというふう

に思うわけですが、そこらへんはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（山本政人君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 只今のお尋ねの件ですが、国民健康保険法という法律

がございまして、その中の施行令というものがまた定められてあります。その第２９条

の２の中に、同一の月にそれぞれ一つの病院、診療所、薬局と、このように施行令でう

たってございまものですから、これに従いまして現在の処理を行っているところでござ

います。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 法律に基づいて、当然行政は執行されているというふうに十分

理解しますが、そのことに対して、加入者ですかね、治療者は行政が言うとおりだから

ということで、そのまま納得されているのか、それからまた行政自身として、そういう

対応の仕方が適切なのかどうか、そこら辺の国が作った法律だからということもあろう

かというふうに思いますが、悪い点は変えていく、そして特に今から先、少子高齢化の

中で高齢者が増えていくわけですので、そういう高齢者に対する施策として国も考えて
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いくべきではないかと。末端自治体はもう国が出したからということで従わざるを得な

い部分があると思いますけども、国とすれば高齢化社会の中でそういう矛盾点といいま

すか、十分検証されて、改めるべきは改めていく。そして、弱い、いわゆる弱者層を助

けていくといいますか、見ていくということはできないんでしょうか。町長、いかがで

しょうか。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） これは多方面からいろいろ考慮しなきゃいけないと思います

が、まず第一に法律で決まっている。この法律の範囲内で我々の行政運営もしていかな

ければならないわけですので、まずそのことを重きをおいて、そこの中で不都合なこと

が出てくるようであれば、これは当然、我々もお願いをしていかなければならないと思

いますが、まずやってみるというのが大事なことじゃないかなと。法律の範囲でお願い

します。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 確かに町長がおっしゃることが実際、行政事務を執行していく

上では一番重要なことだろうというふうに思うわけですが、繰り返しになりますが、現

在では少子高齢化になっていると。そういう状況の中の一つの矛盾点として、やっぱり

我々国保加入者、国民がこぞってその問題点を勉強して、国にその考えを正していって

もらいたいというふうに思います。 

終わります。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、ほかに質疑がないようで、質疑なしと認めます。 

これから討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第４４号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号、苓北町国民健康保険高額医療費資金貸付基金条例を廃止

する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第４５号 平成３０年度苓北町一般会計補正予算（第４号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第５、議案第４５号、平成３０年度苓北町一般会計
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補正予算（第４号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（田嶋章二君） 議案第４５号、平成３０年度苓北町一般会計補正予算（第４

号）（案）について、ご説明を申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に３億２,１８４万９,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ５０億８,７３７万７,０００円とするものでございま

す。 

今回の補正予算は、前年度決算による繰越金、国等からの交付金、負担金・補助金等

の交付決定通知に基づくもの、及び温泉プールの改修工事費、林道、町道等の災害復旧

費が主なものでございます。 

内容につきましては、企画政策課長から説明をいたさせますので、よろしくご審議の

ほどお願い申し上げます。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 議案第４５号、平成３０年度苓北町一般会計補正予算

（第４号）（案）の内容について、ご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億２,１８４万９,０００円を追加し、予

算の総額を、歳入歳出それぞれ５０億８,７３７万７,０００円とするものでございま

す。 

５ページをお願いします。 

第２表 地方債の補正でございます。１、追加で、災害復旧事業債、公共土木施設災

害復旧事業で４,９２０万円の追加、２、変更で、公共事業等債、道路事業３００万円

増額し、限度額を２,０８０万円に、富岡港改修事業負担金を２１０万円増額し、限度

額を１,８３０万円に、災害復旧事業債、林道施設災害復旧事業を２６０万円増額し、

２,５７０万円に、臨時財政対策債は発行額の確定により５６１万５,０００円増額し、

２億１,５６１万５,０００円とし、３、廃止で、舗装事業を道路事業債に振り替えた公

共施設等適正管理推進事業債、町道舗装事業を廃止するものでございます。 

８ページをお願いします。歳入です。 

款９項１目１地方交付税は、普通交付税の交付確定により６,１５６万６,０００円の

増額です。 

９ページをお願いします。 

款１１分担金及び負担金、項１負担金、目２総務費負担金、節１情報化推進費負担金

は、加入者の増に伴い１８０万４,０００円の増額です。 

１０ページをお願いします。 

款１３国庫支出金、項１国庫負担金、目３災害復旧費国庫負担金、節１公共土木施設
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災害復旧費国庫負担金９,８６４万９,０００円の増額です。 

１１ページをお願いします。 

項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金、節４公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業補助

金は、対象事業費の増に伴い１９万３,０００円の増額、目３土木費国庫補助金、節１

道路橋梁費補助金３３８万円の増額です。 

１２ページをお願いします。 

款１４県支出金、項２県補助金、目１総務費県補助金、節１総務費補助金は、熊本地

震復興基金交付金１２０万円の増額、目２民生費県補助金、節６後期高齢者医療事業費

補助金は、高齢者医療制度円滑運営事業補助金１６２万円の増額、目４農林水産業費県

補助金、節２農業費補助金は、補助金の名称変更により、新需給システム推進事業補助

金の減額、水田産地化総合推進事業補助金の増額で、合わせて２４万３,０００円の増

額、節４水産業費補助金は、農山漁村地域整備交付金４２５万円の増額、目８災害復旧

費県補助金、節１農林水産施設等災害復旧費補助金は、林道施設災害復旧費補助金１,

６７７万３,０００円の増額です。 

１３ページをお願いします。 

項３県委託金、目１総務費県委託金、節４統計調査費委託金は、学校基本調査ほか合

わせて１７万円の増額、目５商工費県委託金、節１商工費委託金は、県有公園施設管理

委託金６万２,０００円の増額です。 

１４ページをお願いします。 

款１５財産収入、項２財産売払収入、目１不動産売払収入、節１土地売払収入は、は

まゆう学園の移転用地内の里道等の売払収入１９９万１,０００円の増額です。 

１５ページをお願いします。 

款１７繰入金、項１特別会計繰入金、目２介護保険特別会計繰入金は、特別会計の事

業確定により１１７万３,０００円の増額です。 

１６ページをお願いします。 

款１８繰越金、項１繰越金、目１繰越金は、２９年度決算額確定により７,０６８万

８,０００円の増額です。 

１７ページをお願いします。 

款１９諸収入、項５雑入、目１雑入は、苓北町有線テレビジョン放送施設加入工事費

負担金ほか、合わせて８９万２,０００円の増額、目２過年度収入、節５富岡港船客待

合所過年度収入８万円の増額です。 

１８ページをお願いします。 

款２０町債、項１町債、目３土木債、節１道路橋梁債は、公共事業等債、道路事業分

３００万円の増額、公共施設等適正管理推進事業債、町道舗装事業５４０万円の減額、
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節２港湾債は、富岡港改修事業負担金２１０万円の増額、目６臨時財政対策債は発行額

の確定により５６１万５,０００円増額、目７災害復旧事業債、節１農林水産施設災害

復旧事業債は、林道施設災害復旧事業２６０万円の増額、節２公共土木施設災害復旧事

業債４,９２０万円の増額です。 

１９ページをお願いします。歳出です。 

款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節１１需用費２,０００円の減額、

節２５積立金、財政調整基金積立５,５００万円の増額、節２７公課費２,０００円の増

額、目５財産管理費、節１報酬は最低賃金が改定されたことから、報酬日額の見直しを

行ったことにより１万８,０００円の増額、以下報酬の増額につきましては同様の理由

によるものです。節４共済費は、改定による社会保険料４万８,０００円の増額、節１

３委託料は、船客待合所管理委託料１０万円の増額、節１８備品購入費は、船客待合所

の備品購入費１４万円の増額、目６企画費、節１報酬は、巡回バス運転手報酬３万７,

０００円の増額、節２給料は、職員給２００万円の減額、以下職員給等の人件費につき

ましては、人事異動による調整です。節７賃金は、産業文化祭事務補助の臨時職員賃金

３６万円の増額、目８諸費は節間の補正、目１２庁舎管理費、節１１需用費は、電算室

空調等修繕料５８万７,０００円の増額です。 

２０ページをお願いします。 

目１４情報化推進費、節１３委託料は、浜、古里、本郷、狸河内の一部世帯が加入さ

れている九電テレビ組合が、町システムに移行加入されることにより苓北町地域情報通

信基盤施設保守委託料１２５万８,０００円の増額、事業費の増に伴う公衆無線ＬＡＮ

環境整備委託料１３６万１,０００円の増額、節１８備品購入費も九電テレビ組合の加

入による備品購入費１９２万円の増額です。目１５企業誘致対策費、節２給料は、４０

０万円の減額です。 

２１ページをお願いします。 

項２徴税費、目１税務総務費につきましては人件費、目２賦課徴収費、節７賃金１万

２,０００円の増額、節１１需用費３万円の増額、節２３償還金利子及び割引料は、法

人税予定納税等の還付に係る過誤納還付金８５万円の増額です。 

２２ページをお願いします。 

項３目１戸籍住民基本台帳費、節７賃金８,０００円の増額です。 

２３ページをお願いします。 

項５統計調査費、目２指定統計費、節１報酬２１万３,０００円の減額、節９旅費４,

０００円の増額、節１１需用費４０万４,０００円の増額です。 

２４ページをお願いします。 

項６目１監査委員費、節１９負担金補助及び交付金は、研修会等参加負担金２,００
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０円の増額です。 

２５ページをお願いします。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節３職員手当等は人件費、節２

８繰出金は、国民健康保険特別会計繰出金１万８,０００円の増額、目４介護保険事業

費は、財源区分の変更、目５後期高齢者医療費、節２給料から節４共済費までは人件

費、節２８繰出金は、後期高齢者特別会計繰出金１６２万円の増額、目６障害福祉費、

節２３償還金利子及び割引料は、事業費確定により福祉事業補助金返還金及び次のペー

ジの障害者自立支援給付費等国庫負担金返還金まで合わせて３９３万７,０００円の増

額です。 

２７ページをお願いします。 

項２児童福祉費、目１児童福祉総務費は財源区分の変更です。 

２８ページをお願いします。 

款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費、節２８繰出金は、特定地域生活排水

処理事業特別会計繰出金５５万５,０００円の減額、目６保健センター費、節１１需用

費は、玄関自動ドア等の修繕料４万２,０００円の増額です。 

２９ページをお願いします。 

款５農林水産業費、項１農業費、目１農業委員会費、節１報酬１万７,０００円の増

額、目３農業振興費、節１１需用費４万円の減額、役務費８,０００円の増額、節１９

負担金補助及び交付金は、新需給システム推進事業補助金が水田産地化総合推進事業補

助金に名称変更になり、合わせて２９万１,０００円の増額、節２３償還金利子及び割

引料１,０００円の増額、目５農地費は、渇水対策費として、節１１需用費１０万８,０

００円の増額、節１３委託料１万２,０００円の増額、節１４使用料及び賃借料１４万

４,０００円の増額です。 

３０ページをお願いします。 

項３水産業費、目２漁港管理費、節１１需用費は修繕料７５万円の増額、目３漁港建

設費、節１３委託料は、海岸堤防等長寿命化計画策定委託料８５０万円の増額です。 

３１ページをお願いします。 

款６商工費、項１商工費、目２商工業振興費、節１１需用費は、物産館修繕料２６０

万円の増額、節１９負担金補助及び交付金は、苓北町小規模事業者支援補助金３件分１

８０万円の増額、目３観光費、節１報酬３万６,０００円の増額、節１１需用費は、観

光看板設置費１３０万円の増額です。 

３２ページをお願いします。 

款７土木費、項１土木管理費、目１土木総務費は人件費です。 

３３ページをお願いします。 
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項２道路橋梁費、目１道路橋梁総務費は人件費、目２道路維持費、節１報酬３万６,

０００円の増額、節１１需用費は、行政通信で要望のあった箇所の修繕料等５７０万円

の増額、節１４使用料及び賃借料は、崩土取り除き等の重機借上料９５万５,０００円

の増額、節１５工事請負費は、皿山線並びに白木尾線の工事費５００万円の増額、目３

道路新設改良費、節１５工事請負費は、八久保線舗装工事費４５０万円、上津深江線舗

装工事費２００万円の増額です。 

３４ページをお願いします。 

項３河川費、目１河川総務費、節１１需用費は、修繕料１６０万円の増額、節１４使

用料及び賃借料は、重機等借上料８５万円の増額です。 

３５ページをお願いします。 

項４港湾費、目１港湾管理費、節１１需用費は修繕料１０万円の増額、節１９負担金

補助及び交付金は、富岡港改修事業負担金２４０万２,０００円の増額です。 

３６ページをお願いします。 

項５住宅費、目１住宅管理費、節３職員手当等は人件費、節４共済費２９万９,００

０円の増額及び節７賃金７５万円の増額は、産休代替え職員分の増額、節１１需用費

は、修繕料８２万５,０００円の増額、節１２役務費は、合わせて２万円の増額です。 

３７ページをお願いします。 

款８消防費、項１消防費、目４災害対策費、節３職員手当等は、台風・大雨等の警戒

待機に伴う時間外勤務手当８７万７,０００円の増額、節１１需用費は、自主防災会の

消耗品費、避難所の空調修繕料合わせて１４０万円の増額、節１８備品購入費は、自主

防災会３団体の備品購入費１０万円の増額です。 

３８ページをお願いします。 

款９教育費、項１教育総務費、目２事務局費、節１報酬１万８,０００円の増額で

す。 

３９ページをお願いします。 

項２小学校費、目１学校管理費、節１報酬１１万円の増額、節１３委託料は、坂瀬川

小と都呂々小の空調設備設置実施設計委託料２１６万５,０００円の増額です。 

４０ページをお願いします。 

項３中学校費、目１学校管理費、節１報酬９万円の増額、節１３委託料は、キュービ

クル容量増のため自家用電気工作物保安管理委託料２万９,０００円の増額です。 

４１ページをお願いします。 

項４社会教育費、目１社会教育総務費、節１９負担金補助及び交付金は志岐小学校自

主文化事業負担金４万円の増額、目３社会教育施設費、節１３委託料２００万円、節１

５工事請負費３,０５０万円の増額は、温泉プール天井及び壁改修工事費の増額、目５
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志岐集会所管理費、節１報酬１万７,０００円の増額です。 

４２ページをお願いします。 

項５保健体育費、目２学校給食費、節７賃金１３万３,０００円の増額、節１１需用

費は給食調理場の機器修繕料４９万円の増額、目１３委託料６万９,０００円の増額、

節２７公課費７,０００円の増額です。 

４３ページをお願いします。 

款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧費、目２林道施設災害復旧費、節１

５工事請負費は、森林基幹道苓北天草線工事請負費２,１２３万３,０００円の増額で

す。 

４４ページをお願いします。 

項２公共土木施設災害復旧費、目１河川等災害復旧費、節９旅費２２万９,０００円

の増額、節１１需用費は、消耗品費１０万円の増額、節１３委託料は、町道善亀線地す

べり関係の査定設計委託料５００万円の増額、節１５工事請負費は、方針線他４件の工

事請負費１億５,０９０万円の増額です。 

以上で、平成３０年度苓北町一般会計補正予算（第４号）（案）の説明を終わりま

す。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

ここで、１０時５５分まで休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４０分 

再開 午前１０時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） それでは、休憩前に引き続き、本会議を開きます。 

一般会計補正予算（４号）についての質疑を行いますが、質問をされる方はページ数

を言って、それから簡単明瞭に質問を願いますし、答弁の方も簡単明瞭に答弁をお願い

したいと思います。 

それでは、只今より質疑を行います。質疑はありませんか。 

松本君。 

○１番（松本良人君） １４ページです。収入の土地売払金の関係でございますけれど

も、里道を売却した収入というふうにお聞きをいたしましたけれども、現在、里道は町

の財産になっておるわけですかね。私は、里道は国有財産じゃなかろうかなと思いまし

たのでお尋ねをします。 

それから、１７ページ、雑入です。有線テレビジョン放送施設加入、これはただのテ

レビを今のあれにつなぐというだけなんですかね。この何か有線テレビジョン放送云々



 

－102－ 

とありますが、そこらへんを教えてください。 

２５ページ、５の後期高齢者医療費の欄でございますけれども、給料の２２０万円ほ

か、人件費が組んでありますが、これは職員の組み替えによるものですかね。増員です

かね。そこらへんを教えてください。 

それから、３０ページ、漁港建設費の委託料の８５０万円、この内容について教えて

ください。ここは例の明神山関係の分ですかね。そこらへんを教えてください。 

それから、３１ページ、商工振興費とか、次の観光費の関係の需用費、修繕料が各々

組んであるわけですけれども、当初予算ではわからなかったのでしょうか、突発的なも

のでしょうか、教えていただきたい。 

３３ページ、道路維持費から需用費、使用料、工事請負費、それから道路新設改良費

ということで、単独費の中でいろいろと消耗品費とか重機借上料とか工事請負費が組ん

であります。例えば、道路維持費とか、あるいはその他の中で工事費あたりは特にです

が、災害復旧工事等に採択されるような条件ではないのか、あるいは採択して不採択に

なっている分等をこういった形で提起されておるのかお尋ねをします。 

３４ページです。河川総務費でございますけれども、この修繕料にしても、重機借上

料にしても同じ質問でございます。 

災害対策費の消防費の中で需用費が１４０万円組んであります。これは当初予算では

わからなかったのか。すみません。３７ページです。 

３９ページでございますが、委託料で２１６万５,０００万円組んであります。これ

は富岡小、志岐小については、当初予算で組んであるということですが、中学校がもう

既に着工してあると思うんですが、中学校の設計の経緯が、例えば業者の方から見積も

りを取ってから云々とかして後に設計委託を出すのか、そういったことであれば、もう

業者を既に選定してから見積書を取って、業者を選定してから発注してもいいんじゃな

かろうかと。そうした場合は、設計委託料は要らないのではないかなと。設計施工を何

社か見積もりを取ってした場合は、この２１６万円、あるいは富岡小、志岐小について

の分にはちょっと資料を持ってきておりませんので、どれだかわかりませんけれども、

そこらへんお金が浮くのではないかなというような感じがいたします。そこらへんをお

尋ねします。 

それから、４１ページ、社会教育施工費の中で、これは昨日あったプールの件だと思

いますけど、３,０００万円組んであります。これは壊れてから、もう使えなくなって

から、一応もう駄目だからというような感じを、昨日の説明で受けたんですが、随時、

例えば腐食するところ等については、随時点検を行って、その間、塗装したり、補修を

したり、今までそういったメンテのようなこと、これは町有の施設には全てでございま

すけれども、そういったことはなされたのかどうか。そして、ほかの施設等については
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どうなのか。もう錆び付いても錆び付きっぱなし、壊れても壊れっぱなしで放っておい

て、もうこういったいっぺんにポーッとしないといけないというような感じが往々にし

てあるような感じがいたしますので、そこらへんをお聞きをいたします。これは温泉プ

ールそのものにもお尋ねしますけれども、ほかの町の施設について、どなたかそこらへ

んをお尋ねをいたします。 

それから、４４ページ、１の河川災害復旧工事の件ですけれども、査定設計書の５０

０万円、それから工事請負費の１億５,０００万円組んでありますけれども、査定設計

書あたりは町でできないのか、査定設計作成等についてはあまり補助は付きにくいんじ

ゃなかろうかと思いますので、私は５日の時点でこういった査定設計書の作り方は技術

者を養成していくというようなことをお願いしましたけれども、そこらへんはできない

ものかどうか。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 質疑が終わりました。 

それでは、課長たちにお願いをします。ページ数を言って、そして答弁を簡潔・明瞭

に行ってください。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） １４ページでございます。 

現在、里道、水路等、国から町に現在移管されておりますので、町の財産ということ

です。 

３３ページ、３４ページでございます。 

需用費、使用料、工事費でございますけども、３４ページまで含めまして、災害では

なく、町道の側溝布設等でございまして、災害に係る分ではございません。災害対象分

ではございません。維持修繕関係でございます。 

それと、４４ページでございますけども、今回、査定設計委託料を計上させていただ

いております５００万円の件につきましては、町道善亀線の地すべりの災害の査定設計

委託料ということでございまして、専門的な知識を要するということで外部発注という

ことでさせていただいております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） １７ページ、諸収入、雑入の苓北町有線テレビの放送施設

加入工事費負担金、これにつきましては都呂々地区の一部が九電テレビ組合に加入され

ておりましたけれども、このほど苓北町の有線テレビジョン放送施設に加入いただくと

いうようなことで、５２戸分、加入工事費の負担金を九電のほうからいただくようにし

ております。テレビ工事に関しましては費用がかかりますので、それから加入負担金を
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差し引いた分をこの加入工事費負担金で計上させていただいております。 

それから、３７ページになります。災害対策費の消耗品費修繕料ですけれども、当初

予算では組めなかったのかというご質問でございますけども、これにつきましては、こ

のほど歳入のほうで熊本地震復興基金指定避難所等機能強化支援事業分と地域防災力強

化促進事業分をいただけることになりましたので、これによりましてまず指定避難所等

機能強化支援事業分につきましては、木場集会所の空調の取り付け、これを行うことと

しております。それと、地域防災力強化促進事業分につきましては、地区の防災会の消

耗品、備品を購入するようにしております。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） ２５ページの目５後期高齢者医療費、節２給料２２０

万円の件につきましてですけど、これは人事異動に伴う組み替えでございます。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） ３０ページでございます。漁港建設費の委託料８５０

万円でございます。これは国の補助事業により、今回、漁港施設のうち海岸保全施設の

長寿命化計画を策定するものでございます。主なものに、浜の町海岸の離岸堤６ヶ所、

紺屋町海岸の消波堤５ヶ所、それとほかに松原川の河口部分が坂瀬川漁港の漁港区域で

すけども、その分につきましても一応長寿命化計画を策定して、今後整備を図っていき

たいと考えております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（尾脇宣宏君） ３１ページになります。商工業振興費、観光費の修繕

料につきまして、当初予算で見込めなかったのかというご質問でございました。商工業

振興費の修繕料につきましては、物産館の修繕費ということで計上しておりますけれど

も、これまで事業者の方が入っておられました。諸事情がございまして、今回出られま

したので、次の方にお貸しをするに当たっては修繕が必要ということで判断をしており

ますので、今回補正を計上させていただいております。 

また、観光費の修繕料につきましては、観光のＰＲ看板ということで計上させていた

だいておりますけれども、これにつきましては当初予算のときにそこまでちょっと検討

に至らなかったということで、今回補正で計上させていただきました。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） まず、３９ページの設計委託料の件でございますけれど
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も、現在、参考見積もりということで業者のほうから見積もりを取りまして、入札を実

施するという形であります。 

それと、４１ページですけれども、維持管理の件でございますけれども、それぞれ点

検はしているわけですけれども、今回、温泉プールは天井板が落ちてきて初めてわかっ

たというところでございます。そのほか各施設についても、それぞれ点検はしているわ

けですけれども、修繕箇所が出てきたら、その都度対応しているというような状況で、

今後、維持管理の計画を立てまして、各施設毎に対応をしてまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 加えて、その他の町の施設についてのメンテナンスは

どうなのかという質問でございますが、昨日も一般質問の中で町長の回答としてござい

ましたけども、町の総合管理計画を策定しまして、基本方針を定めております。もう既

に先ほどの海岸堤防の長寿命化計画もありますけども、個別、具体的にこういった長寿

命化計画を作ってあるものもございます。私のほうで全ての施設のメンテナンスをどの

ようにやっているのか、全て把握しているわけではございませんが、今後、個別、具体

的に各施設の管理計画については作っていくという方針でございますので、その中でそ

のようなことも検討をしていきたいと思います。 

○議長（山本政人君） これで全て答弁は終わりましたが、松本君。 

○１番（松本良人君） まず３９ページ、一応３社あたりから見積もりを取って云々と

いうような説明でございましたけれども、そういうことになれば、設計委託料はいらな

いんじゃないかと思うんですね。そこらへんはどうですか。私はそれがベターだと思い

ます。どうせ設計者もそういった業者の方にとりあえず出してくれということで、それ

ら単価を計上してやるぐらいのものですので、私は今課長がおっしゃったとおりでいい

と思いますけれども、そういった場合は設計料はいらないんじゃないかなと思いますの

で、再度お願いをします。 

それから、４１ページの修繕の問題、これは今、企画課長あたりは何か総合計画に基

づいて順次やっていくということだろうと思いますけれども、それではいけないと思う

んですよ。きれいなところでも何でも、そしたらやらないと、これはやらないという形

が出てくるんじゃないかなと。今回この天井板の落下ということは、たまたま人がいな

かったり、あるいはほかのところが傷んでいるのに、落ちてきて云々、そこを見たら、

見い見いしとって休ませとったら落ちたというようなケースもあろうと思いますけれど

も、使っていた中で天井板が落下して、ケガ等があったら、今、苓北町ではそこらへん

も管理が、河川にしても、道路の通行止め等にしても、あるいは今の町内の施設等にし

ても、やっぱり何か事故があったときのその対策あるいは責任問題というのは、一向に
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考えておられないんじゃなかろうかなと思います。そこらへんをもう一回、本当にそう

なのか、今、企画課長がおっしゃったとおり、そうなのか。あるいは、私は悪いところ

は変えて、良いところはやっていくと。そして、お金がなかった場合は、ここには危な

いから近寄らないでくださいというような指示をして、やはり町民の方々の安全・安心

をやっぱり確保するのが先決だと思いますけれども、そこらへんの問題についてお尋ね

をします。 

それから、４４ページ、災害査定委託料云々のが出ましたけれども、善亀線の分、こ

れは１件ですか、１億５,０００万円。そこらへんをお尋ねをします。 

それから、３０ページの漁港建設費の中で、いろいろ諸々の分が上がってきて計画策

定がなされると、設計委託がなされるということのような感じを受けましたけれども、

自分のところで簡単に金額を出したり、発注されたりするようなところはないわけです

か。もう全て発注する分については、業者に設計していただいて、あるいは管理までし

ていただくとか、そういったことなんですか。例えば、明神山の護岸あたりには一括で

ぼっと設計ができておりますけれども、その後は町で単価を入れてすればいいような感

じが、私たちは受けます。そこらへんもう一回よろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） ４４ページでございます。４４ページの委託料につき

ましては、善亀線の分の査定設計委託料でございまして、１５工事請負費につきまして

は、７月の豪雨の方針線ほか４件分の工事費でございます。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） ３０ページです。長寿命化計画、自分のところででき

るところはというところでございますが、これにつきましては当初、県の単価で積算を

すると１,４００万円に上るということでございました。しかしながら、私どもといた

しましても、浜之町海岸はできたばかりでございます。それと、今整備しております紺

屋町海岸は同じ断面でございます。そういったことも含めまして、その１,４００万円

を自分たちで目視あるいは既存の設計書でできるところはないかというところで１,４

００万円を８５０万円まで圧縮したところで、今回一応業者の見積もりもいただきまし

た。今回、圧縮して計上させていただきました。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 町有施設の維持管理でございますけれども、住民の方

に事故がないように、それぞれ担当課で管理をしているところではございますが、今

回、天井からの落下がプールであったということで、再度認識を徹底して見直しをして

いきたいと思います。 
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○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） ３９ページの設計の件ですけれども、とにかく入札で一番

安い業者にお願いするという形になっております。この時点で一番安くなると。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） 要するに、今の３９ページの施設の問題は、一応見積もりを取

って、一番安い方の見積もりを取って、それを見直して法的な単価を掛けて、そういっ

た仕事をする分についてがこれだけということですかね。 

それと、今、施設をもう一回云々ということでございましたけれども、ここらへんは

十分にやっぱり庁内で検討していただきたい。すみません、関連しますのでお願いしま

すけれども、道路あたり、崖下れしそうなところあたりは、県とか天草市あたりは完全

にもう危険の表示がしてあります。ここから天草町まで行ってみてください。地域振興

課という何かそこらへんは名前を立てて、危険の表示をばっちりしてあります。そうい

った形をしてあれば、もし落石があったときは、「してあったばってん、あんた通った

っじゃなかっかな。」て注意してくれれば事故はなかったというような逃げも出てくる

と思いますけれども、何の標識もないなら、これはその補償は町がしなければいけない

のじゃなかろうかなと思います。私はこのことについては、昨日も一般質問の中で竹の

迫付近のことも申し上げましたけれども、雨が何ｍｍ降るから注意してくださいとい

う、そういった広報の無線はありますけれども、あそこをとおるときには用心してくだ

さいというのは一回もないんじゃなかろうかなと。そこらへん、やはり住民、県民を守

るためには、やっぱりいろんな手立てをしないといけない。よその市町村の状況等も十

分勉強なさって対応していただきたい。 

それから、施設も一緒です。今まで消防倉庫の上の鉄筋が吹き出してきて落ちるよう

ところも多々ありましたけれども、これは前の我々の議員の中までも指摘があっており

ましたけれども、「危なかばい」というようなことは本当にないかのではないかと思い

ますので、これは人命とか何かに関わるのは、もう一番大事なことです。これは一番感

じたのは、例の大阪の小学生のコンクリートブロックの下敷きになられた方の、お一人

亡くなられた、それからコンクリートブロックを点検してやり直しなさいというような

ことが全国的に広まったわけですが、そこらへんを教訓にしてでも、ぜひ苓北町でもそ

ういった形をとっていただきたい、そう思っております。 

終わります。 

○議長（山本政人君） 答弁をお願いします。 

教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 先ほどの３９ページの件ですけれども、参考見積もりを取

りまして、町で設計をしまして、入札をするわけですけれども、その中で最低制限価格
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とかもあるときもありますけれども、一番安い業者の方にお願いするような形になりま

す。 

以上です。 

○１番（松本良人君） そういった形を取れば、委託料として計上はいらないんじゃな

いかということをお尋ねしたんですけれども。 

○議長（山本政人君） ほかに答弁はよかったですか。 

教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 委託料のほうも、一応入札をして決定をしますので。 

○議長（山本政人君） 企画課長は何か答弁はありませんか。安全性の問題、よかです

か。 

○企画政策課長（荒木広之君） はい。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） まず１０ページですが、１０ページの災害復旧費国庫負担金

は、それぞれ国庫補助率は全て同じなのか、箇所数は何ヶ所なのか教えてください。 

それから、１４ページで、今、松本議員からもお尋ねがありましたが、私も里道は国

の所有で、町は単に管理しているだけというふうに理解しておりましたので、これの財

産売払収入は町が一応預かって、あとはまた国に送るか何かしないといけないのではな

いかと思いますが、あといっぺん確認させてください。 

それから、３０ページですが、浜之町海岸、紺屋町海岸等の長寿命化計画ということ

ですが、これは急遽こういう事業が出て補正を組んだのかどうか。 

それから、３１ページですが、観光費の中で看板の修繕料が補正で入っています。こ

のことは現在、西川内漁港におっぱい岩のモニュメントがあります。あれは元国道の側

にあって、小さいおっぱいなので、もうちょっと大きなおっぱいのモニュメントを造る

べきではないかと。何か夜の陰は、首が垂れて、もう今から海に飛び込むばいという、

そういう映像しか浮かばないという話をしましたけども、そういう考えはないのかお尋

ねします。金曜日も情報発信が不足しているという話があったと思います。 

それから、３５ページでは、富岡港の改修事業の負担金が２００万円組んであります

が、内容を教えてください。 

それから、４３ページで、林道の災害復旧の予算が組んでありますが、ちょっと遡っ

た分もありますけども、まず８月７日の臨時会の折には、この箇所の発見はできていな

かったのかということです。それから、この箇所が災害になって、当然車が通れなくな

ったということになると思います。とすれば、査定時の工事費における積算の運搬費に

変更はしなくてもいいのかということです。もし変更するとなれば、査定価格も変わっ
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てくるのではないかというふうに思います。もしそのことが８月７日のときに、どの時

点までこの箇所をつかんでおられたのか。それによっては、当然、８月７日の臨時会の

ときに実はこういう状況は今あるということで、やっぱり併せてお知らせすべきではあ

りませんでしたか。この周辺に複数箇所、林道の路面が高さ何ｃｍですかね、５ｃｍか

ら１０ｃｍぐらい盛り上がった部分が、横断する形で盛り上がった箇所が複数箇所あり

ます。それは確認しておられるのか。もし確認しておられるとすれば、今回のこの２件

の災害復旧と、あるいはもしかすれば、もっと広く言えば善亀、都呂々地区全体の地盤

の状況には何の影響もないのかお尋ねします。 

それから、４４ページですが、善亀、委託料が５００万円万組んであると。善亀の地

すべり対策だということですが、これまでも何かボーリングを何ヶ所か打ってあるとい

うふうに思います。できますれば、これまでボーリングを打たれた箇所、それから今回

新たにボーリングの計画をされている箇所を教えてください。そして、併せて地域住民

への対応をどのようにしていこうと考えておられるのか教えてください。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） １０ページでございます。１０ページの補助金の対象

は５件で、補助率は０.６６７と言うことで計算をしております。 

続きまして、１４ページでございますけども、里道水路につきましては、ちょっと時

期を私が今ここでお答えできないんですが、国から町に移管できるものは所有権移転す

るということになっていまして、それで町のものに今なっております。 

３５ページでございます。３５ページの負担金でございますけども、富岡港港湾整備

事業負担金ということで、浮き桟橋の移設工と、岩壁補修を２２.５ｍするということ

で、それに対する負担金でございます。 

４４ページのボーリング箇所ということでございますけども、口で言うのはちょっと

あれなんですが、図面を後ほど用意させていただきます。 

それと、地域住民の方に対する説明というか対応ですけども、区長さんには概略説明

しましたが、まだ対策工までできておりません。その対策工ができましてから、住民の

方にはお知らせしたいということで考えております。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） ページ、３０ページの業務委託でございます。この長

寿命化計画につきましては、水産庁が平成２６年度から３２年度の間にインフラ長寿命

化計画の行動計画を示されております。それに基づきまして、今回は漁港施設のうち、

海岸の保全施設の業務委託を図るものでございます。これは特に海岸は今般、高潮、高
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波、そういったことの施設がしっかりしているのか、今後の対策はどうしていくのかと

いうことで、今回、業務委託を発注するものでございます。 

それと、ページ、４３ページの災害復旧費の工事請負費でございます。今回の災害に

つきましては、８月３日の日に査定を受検をしております。臨時議会が８月７日であっ

たわけですけども、その時点においては査定結果の決定書の通知はまだ来ておりません

でしたが、実際査定が終わったということは判明しておりました。それで、地すべりに

つきましても、地元の住民、そしてまた議員の方々からも相当ご心配をおかけしている

ところでございます。この新たな災害箇所が地すべり工事につきましても、工事の施行

性が低下することは間違いないところでございますので、ちょっと報告の資料、配慮不

足があったかと反省をいたしております。 

それと、査定時の工事費の運搬に支障がないかということでございますが、一番は資

材費の運搬だと考えております。特に生コンクリート等の運搬でございます。これは地

区別単価、天草地区としての単価計上ですので、特に変更はないと、影響はないと考え

ております。 

それと、その付近の路面の５ｃｍから２０ｃｍ傷んでいるという箇所を把握している

かということでございますが、この分につきましては把握はしております。それで、原

因が何か、表層が一番主なものだと考えております。その中の水が影響しているのか、

路盤が影響しているのか、このへんにつきましても今後しっかりと調査してまいりたい

と考えております。 

○議長（山本政人君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（尾脇宣宏君） ３１ページの観光の修繕料に絡みましてといいます

か、おっぱい岩のモニュメントを、小さいので大きいものにする考えはないかというご

質問だと思いますけれども、確かに大きなものを造ればＰＲ効果はあるとは思うんです

けれども、おっぱい岩の場合ははっきり言いまして、すぐ目の前にといいますか、現物

がございますので、それを誘導するために陸上にモニュメントを設置していると思って

おりますので、すぐ近くに現物があるということで、私はいいんじゃないかと思ってお

ります。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） まず、１４ページですが、これは先ほどまでの説明は国から移

管されていたということですけども、所有権移転があったということで理解して、言葉

とすれば理解していいのかどうかですね。 

それから、２１ページのモニュメントの件ですが、そこにあっても私が言うまでもあ

りませんけども、あれが陸上の施設なら、２４時間３６５日見ることができますけど

も、昨日の話では海に隠れるから神秘的でいいんだという、内容とすればそういうこと
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だったというふうに思います。私もそうだと思いますので、ぜひこれはセクハラになる

のかどうかわかりませんけども、大きなおっぱいがなかなかうけるようでございますの

で、そういう意味も含めて、再度、これは返事は要りませんので、今後検討してもらえ

ればというふうに思います。 

それから、３５ページの浮き桟橋と岸壁２３ｍは、もう少しどの浮き桟橋をどこに持

って行かれるのか教えてください。 

それから、４３ページの災害復旧の件ですが、やっぱり８月３日に査定を受けて、７

日だったということですので、当然、朱入れとかそういうものがあって、一定の工事費

といいますか、設計額といいますか、は出ていたというふうに思います。そういうこと

からすると、やはりその状況をつかんでおられたのならば、やっぱり実はこういうふう

に査定を受けたけども、こういう現場に行くまで到達できない状況になりそうだという

ことは、ちょっと難しい部分もあろうかと思いますけども、こういう状況があるという

ことは議会に報告があってもよかったのではないかと思います。 

それから、原因は表層なのかどうなのかということですが、よく調べるということで

すけども、これはぜひ関連、これもかなり広くなってきますで、対象がですね。そこま

ではかなり厳しい面もあろうかというふうに思いますが、ぜひよく調べていただきたい

と思います。 

それから、４４ページの善亀線ですが、これは先ほどの話では、区長さんと関係住民

のぐらいという、どうなのかわかりませんけど、できますればもっと幅広く、最低でも

都呂々木場地区の３行政区ですか、の方には皆さん、出席されるされないは別にして、

どういう形でそこを通るのか、そこらへんを通られるのかわかりませんので、あるいは

畑とか何とかいっぱいあちこち持っとらすかもしれませんので、ぜひそういう形で幅広

く説明会を開いてほしいと思います。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） １４ページでございますけども、所有権が町に移った

と考えていただいたら結構でございます。 

それと、３５ページでございます。浮き桟橋は、元あった船客待合所前に古い浮き桟

橋を元漁協本所付近に移転するものでございます。失礼しました。九大の付近に移転す

るものでございます。 

４４ページでございます。都呂々の木場地区３区について説明をさせていただくよう

にしたいと思います。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 富岡港の浮き桟橋ですが、九大のほうに移るとすれば、今、野
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積場からペーロンの一般男子の乗降口になっている、あそこにまたつなぐということに

なるんでしょうか。それとも、今ある分を取り替えるということになるんでしょうか。

それとも、どこかあそこらへんの別のところにつなぐんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 入れ替えるということになると思います。老朽化して

いましたので、それを前の旧富岡船客待合所の分を持っていって、それに変えるという

ことでございます。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） ３ページのちょっと関連した質問ですけども、道路の膨ら

み、先ほど浜口議員のほうから質問があっていましたけれども、これはかなりの箇所に

見られますよね。それで、あそこらへん一帯がスロースリップ現象といいますかね、地

震の前兆あたりに起きる、いわゆるスロースリップ現象が見られるんじゃないかなとい

う、それは私は素人だからわかりませんけれども、そういうふうな現象が１ヶ所ならば

表面の収縮とな何かで考えられるかもしれませんけれども、かなりの箇所がなっている

わけですよね。やはりそこらへんは徹底した調査をされとったほうがいいんじゃないか

なと思っております。もしそういうふうな現状が見られるならば、今後やはり大きな地

すべりというのがここらへん一帯に出てくる可能性がないともいえないわけですね。も

しその現象が現れたのであれば、やはり広範囲にわたって、その道路のみでなくて、山

の中腹とか何かにもやっぱり起点を設けられて、定期的に調査をされて、その現象が見

られないならば幸いですけれども、見られるならば、それなり対応をしていかないと、

今後大きな災害が出てくる気がするわけですよね。そこらへんの対応について、私はさ

れたほうがいいと思いますけれども、どうお考えかお尋ねをします。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 林道のスロースリープのご指摘でございます。議員の

言われるとおり、今後は林道のパトロール、あるいは災害調査も含めてですけども、全

林道の調査をやってまいりたいと思います。それで、どうしても専門的な判断が必要な

場合は、若干、調査の業務の委託が発するかと思いますが、そういった状況がないか、

今後調べてまいりたいと考えております。 

○議長（山本政人君） よろしいですか。 

錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） ぜひ進めていただきたいと思っております。今、測量も精密

にできるし、やはりミリ単位で動いたのも確認できると思うんですよ。やはり私はぜひ

そういうような形で、費用はあまりかからないと思うんですよね。起点をあちこちに持



 

－113－ 

っといて、そしてその起点が動いているか動いてないか、どっちに動いたかは、測量の

精度が今ものすごくいいですので、確認はすぐとれると思うんです。あまりの費用もか

からないと思いますので、ぜひ進めていただきたいと思っております。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） １点だけお尋ねします。 

２０ページの情報課推進費の中の委託料２件の分ですけども、これは先ほど説明で

は、九電テレビ組合から町の光ケーブルのほうに移されるための委託料ということで説

明を聞いたと思いますけども、これはテレビ以外、例えば告知端末機も一緒にこれは移

転というか、その新規でつくられる予定の事業なのかお尋ねいたします。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） まず、２０ページの委託料ですけども、これにつきまして

はテレビのほうではございませんで、上のほうはすみません、テレビの分でございまし

て、テレビ関係が５２件が町の組合に移転をされるということでございます。それか

ら、告知端末につきましては、４件、４世帯が移行されるということで、その分の委託

料、歳出のほうが増えますので、その分を計上させていただいております。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 今の告知端末機が４件ということですけども、この前、今まで

期間を限定して初期は無料で当然町が付けてくれたわけですけども、今回このような場

合も４件分は無料なのか、それとも有料での移転といいますか、設置になるのか、その

点をお尋ねします。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 今回の分は、無料期間は過ぎておりますので、工事につい

ては有料となります。ただ、加入負担金につきましては、九電のほうが負担をされると

いうことでお聞きしております。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） ほかの地域でもこれはあるんですけども、設置費用が確か３万

円ほど告知端末を新たに設置するのにはお金がかかるということで、こんなにかかるの

であればもう付けずにおきますということで、設置されない世帯が町内何軒あるかはわ

かりませんけども、数軒はあると聞いておりますけども、これによって、区長さんの話

では区からの緊急連絡等で告知端末を利用する場合があるけども、やっぱり付いてない

世帯に関しては、この連絡網が徹底できないということで、この前話があっておりまし

た。そういうことであれば、町のほうとしても、こういった区からの連絡、また緊急連

絡網等が徹底しないのであれば、その理由としてこの料金的なものが理由であるなら
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ば、今後は考え直す必要があるんじゃないかと思います。完全無料化とは言わずとも、

半額、数パーセントの町負担、そういったものも考えて、なるべく多くの方にこの告知

端末は設置していただくような方策を考えていただきたいと思いますけども、どうでし

ょうか。 

○議長（山本政人君） このことについてはどなたですか。 

総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） これにつきましては、設置当初はその当時の町内在住者に

つきましては無料ですよということで周知を行った上でやりました。その期間が終了し

ましたので、その後につきましては手数料をいただいているというところでございま

す。ただし、新規の転入者の場合は優遇措置もございますので、そちらのほうで対応し

ております。 

○議長（山本政人君） もう一回、どうぞ。 

髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） その特例措置、それは町内の方にも、新規の場合でしょうけど

も、徹底されたその説明というのはされているんでしょうか。どうも聞いた話では、あ

まりそのへんが徹底できてないような気がするんですけども。そしてまた、町内には空

き家等も結構あります。その中で設置されているところもあると思うんですけども、そ

ういうところも例えば、もちろん所有者の方はよそにおられて、たまに帰ってくるから

必要な場合もあるかもしれませんけども、いやもううちは付けていただいたけども利用

しないので、できればそういう新規で来られた方に再利用できればしてもいいという、

そういう意向調査なりしていただければ、その無駄な告知端末も減るんじゃないかとい

う気もするんですけど、そのへんも今後考えていただければと思いますけども、どうで

しょうか。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 先ほどちょっと言いましたけども、私の説明が悪かったか

と思いますけども、新規の定住者につきましては、移住定住の促進から優遇措置という

ことで、新規の転入者の場合はその加入負担金の免除等を行っております。ただし、町

内におられる方につきましては、先ほど申しましたように、設置当初は無料であります

ということで周知をした上で行っておりまして、その時点でうちは必要ないというよう

なことの中で付けておられない家庭がございますので、現在、その後、申し出があった

分につきましては、有料という形でしております。 

あと、今まで付けてあったところに、新たに新しい方が来られて転入された場合、そ

れにつきましてはその機器の継続の継承という形で手続きをしていただいております。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 
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髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） ２点だけお尋ねしたいと思います。 

ページ数で３９ページ、委託料でございますけども、先ほど教育課長のほうから、業

者から前もって参考見積もりではありませんけど、いただいていると。その業者という

のは、工事を行う業者なら、当然、私はそういう施工業者から取るべきではないと思い

ます。あくまでも設計は設計屋さんだということで考えておりますけども、教育課長が

言われる業者とはどういった部類の業者なのか。 

それから、あと１つが、４３ページ、工事請負費の中に工事請負費単独１５０万円ご

ざいますけども、この１５０万円を使用する箇所、今回出されております２ヶ所の工事

請負費と、前回、臨時議会の折に出されました地すべりの箇所にも、この１５０万円が

適用されるのかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） ４３ページの単独工事費の１５０万円でございます。

これにつきましては、このうちの５０万円を、今回計上いたしました苓北天草線の災害

の流末処理に単独工事を５０万円予定しております。 

それと、あと１００万円を今後、地すべり工事に入ってまいりますが、その地すべり

の部分の流末の処理に１００万円を単独工事で予定しているものでございます。 

○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） 設計につきましては、専門の設計の業者でございます。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 私は、専門の業者、今、教育課長が言われました、その専門の

業者が施工業者なのか、設計屋さんなのか、そこなんですよ。 

○議長（山本政人君） 教育課長。 

○教育課長（西川文孝君） その事業に関わる事業会社というかですね。専門の設計の

業者でございます。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 私が聞くのは、専門の業者はわかってるんですよ。ですから、

その施工業者ではないんでしょうねという言い方なんです。設計と施工が同じなら、松

本議員が言われるように、委託料はいらんわけですよ。しかしながら、設計と施工が一

緒の業者ならば、範囲が非常に狭まってきます。当然のごとく、設計した業者が落札を

するのは当たり前なんですよ。ですから、私は落札の公平性からいうと、設計は設計だ

と、工事は工事屋さんなんだということで、当然組むべきだろうと思いますので、あえ

て何回もこういった質問をしているわけですけども。あと１回、お願いします。 

○議長（山本政人君） 副町長。 
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○副町長（松野 茂君） 今、髙戸議員からご質問がありましたが、私が聞いて算定を

見たところ、普通の設計業者でございます。 

○議長（山本政人君） 髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） はい、それならいいんです。設計は設計屋さん、施工業者は空

調の工事をする管工事、そういった業者でするのが当たり前だということで、ちょっと

教育課長には申し訳なかったんですけども、私のほうで理解が苦しみましたので、何回

もお聞きしたわけでございます。 

それから、農林課長につきましては、単独事業１５０万円のうち応分の金は今回、こ

の後、工事請負費が出ますけれども、その部分だということで理解をしたいと思いま

す。それでいいんですか。 

○議長（山本政人君） いいですか。 

○農林水産課長（野田尚之君） はい。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

石田君。 

○６番（石田みどり君） 一般質問のほうでも質問させていただきましたけども、風月

線のガードレールについては、どこかの補正に入っているわけでしょうか、それをお聞

きいたします。 

それと、善亀線の地すべりですけども、今までボーリングもやっていらっしゃいま

す。その途中経過をやはり住民なり、議会に報告をするべきではないかなと思うんで

す、結果が出ているとすれば。結果が出てなくても、今どういう状況にあるということ

も知りたいと思います。そこらへんが一般質問でも言いました。だから、報告は必ず途

中経過であってもしてほしい。じゃなかったら、町民の方も心配ですし、どうなってる

のかという問いをやっぱり掛けられます。だから、そこらへんはぜひ途中報告でもいい

からしてほしいというふうに思っております。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 町道風月線のガードレールの設置費につきましては、

当初予算で対応させていただくようにしております。 

それと、善亀線の経過ですけども、何分まだ結果が出ておりません。途中経過といい

ますのは、調査中ということでしかないわけでして、一般質問でもございましたけど

も、今まだ調査と追加ボーリングをさせていただいて、要約その町の提案する地すべり

範囲というのを固めたということで、今後いわゆる復旧方法等を、今後詰めさせていた

だきたいと思います。それが途中経過でございますけども、この場でずっと説明をさせ

ていただいてもよろしいですか。 

以上です。 
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○議長（山本政人君） 石田君。 

○６番（石田みどり君） 途中経過でもいいです。結果が出てなくてもいいです。やっ

ぱり今どうなっているのかというのが、やっぱり町民の方のご心配なんですね。だか

ら、それを今どういう状況であると、ボーリング中であるということも含めて、ぜひ報

告をしてほしいというふうに思います。 

それと、風月線のガードレールについては、施工はいつになるのか、それをお聞きい

たします。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 説明は、今後検討させていただきます。どの場でする

かということでございますので、検討させていただきます。 

ガードレール施工については、もう９月中に発注したいと思っております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

倉田君。 

○５番（倉田 明君） １点お尋ねをいたします。 

２１ページ、賦課徴収費、これで８５万円のいわゆる過誤納の還付金がありますが、

この中でいわゆる町の課税の誤りというのはどの程度あったものかお尋ねし、誤りがあ

った関係者の方にはどういった対応をされたのか、それを２点お尋ねいたします。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 賦課徴収費の２３償還金利子及び割引料ですけれど

も、当初予算で２２０万円計上いたしておりまして、現在、支出済額が２１５万６,０

００円で、４万４,０００円ほどの残となっております。それと、昨年のこの時期から

年度末までの実績を勘案しまして、その分の見込額を合わせますと不足額が出てきます

ので、今回８５万円の増額補正をお願いするものでございます。先ほど申しました２１

５万６,０００円の中には、個人の所得税の遡って過年度分の更正をされた場合に、住

民税の還付も発生してきます。その分とか配当割、株式譲渡所得割等がありまして、こ

れの分でもう約７８万円、それと法人の確定申告や更正の請求によって、これで１３６

万円ほど支出しております。あと、固定資産税の分が１件だけ、家屋の滅失の分で課税

の更正をしました分が還付金として１万４,０００円、１件だけあっております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 税収等については、非常に努力した跡が見られております。し

かしながら、若干の誤り等は、もうこれはどこの部分においてもあるんですが、その関

係者への誤ったところのお詫びというか、そのへんはどういった対応をなされているの
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か、もしあれば。なければいいんですけども、町としてのこの過失というか、こういう

のがあった場合の対応。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 今の家屋の滅失等による分については、本人のほうに

もお詫びを申し上げて、還付の手続きをさせていただいております。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） こういった類については、過去にもあったような記憶があるわ

けですけども、やはり誤りは誤りとしてあるのは、どこの世界も同じでございますが、

そういった誤る文書、あるいは口頭でされているんですか。その点だけお尋ねいたしま

す。 

○議長（山本政人君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（宮﨑裕昭君） 直接会いまして、口頭で申し上げております。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 質疑なしと認めます。 

これから、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 討論なしと認めます。 

議案第４５号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号、平成３０年度苓北町一般会計補正予算（第４号）は、原

案のとおり可決しました。 

ここで昼食のため、休憩をします。１時まで休憩をします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時００分 

再開 午後１時０６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） それでは、休憩前に引き続き、本会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４６号 平成３０年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算（第１

号） 

○議長（山本政人君） 日程第６、議案第４６号、平成３０年度苓北町坂瀬川財産区特
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別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 議案第４６号、平成３０年度苓北町坂瀬川財産区特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ８５万４,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,９７３万７,０００円とするものでございます。 

それでは、補正予算の内容についてご説明いたしますので、６ページをお開き願いま

す。 

歳入でございますが、款２項１目１繰越金が８５万４,０００円の増額でございま

す。これは、平成２９年度の繰越金が確定したことによるものでございます。 

次のページ、７ページをお開き願います。 

歳出でございますが、款１総務費、項１総務管理費、目２財産管理費が３万円の増額

でございます。これは、ふるさとの森分収育林契約に係る出資者への説明会開催を通知

するための郵便代を計上するものでございます。 

次のページ、８ページをお開き願います。 

款２項１目１予備費が８２万４,０００円の増額でございます。これは、先ほどご説

明いたしました６ページの歳入の増額を受け、７ページの歳出の増額分を差し引いた分

を予備費に増額するものでございます。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

これから、質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

次に、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第４６号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号、平成３０年度苓北町坂瀬川財産区特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第７ 議案第４７号 平成３０年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第１

号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第７、議案第４７号、平成３０年度苓北町都呂々財

産区特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 議案第４７号、平成３０年度苓北町都呂々財産区特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１０４万３,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,０８７万６,０００円とするものでございま

す。 

それでは、補正予算の内容についてご説明いたしますので、６ページをお開き願いま

す。 

歳入でございますが、款２項１目１繰越金が１０４万３,０００円の増額でございま

す。これは、平成２９年度の繰越金が確定したことによるものでございます。 

次のページ、７ページをお開き願います。 

歳出でございますが、款１総務費、項１総務管理費、目２財産管理費が２２万円の増

額でございます。これは、平成３０年７月６日から７日にかけて発生した大雨により都

呂々財産区の山林が崩れ、町道を塞いだため、その土砂撤去に要した費用を計上するも

のでございます。なお、崩れた山林の場所は、都呂々上区の上流で松浦河内橋の近くで

ございます。 

次のページ、８ページをお開き願います。款２項１目１予備費が８２万３,０００円

の増額でございます。これは、先ほどご説明いたしました６ページの歳入の増額を受

け、７ページの歳出の増額分を差し引いた分を予備費に増額するものでございます。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） １点だけ、山崩れで土砂をはねられて、これは道路は町道で

はなかったんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 財産区の山が崩れまして、町道を塞いだということで、都

呂々財産区のほうで支出をする予定にしております。 

○議長（山本政人君） 錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） そうすると、財産区の山が崩れてとなると、個人の山が崩れ
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て町道を塞いだときは、これは金の出所というのはどっちになるわけですかね。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） そのときは一応町道管理費で支出する予定にしており

ます。 

○議長（山本政人君） 錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） そうすると、その理論からいくと、町道管理費で出すべきじ

ゃないかなという気はするんですけど、そこらへんの考え方についてお願いします。 

○議長（山本政人君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 基本的には、その地主さんがということでございます

が、一応個人の方はそこの負担がということで、町道管理費で支出させていただいてお

りますが、明確に団体ということで、財産区の団体ということでございますので、一応

ご負担を願ったものでございます。 

以上です。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第４７号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号、平成３０年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第４８号 平成３０年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第８、議案第４８号、平成３０年度苓北町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 議案第４８号、平成３０年度苓北町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５,２６０万１,０００円を
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追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億８,２９４万４,０００円とするものでご

ざいます。 

今回の補正の主な理由は、歳入では平成２９年度の繰越金、高額医療費貸付基金条例

の廃止に伴う国保会計への繰り入れ、歳出では基金の積み立て、退職者医療交付金の確

定によるものでございます。 

補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開き願います。 

歳入です。款６県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金、節２特別交付金

２７万円の増額です。これにつきましては、来年、元号改正が予定されておりますの

で、それに対応するためのシステム改修への交付金でございます。 

７ページをお願いいたします。 

款９繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金、節５その他繰入金は１万

８,０００円の増額です。これにつきましては、本年１０月より最低賃金の改定が行わ

れますので、その増額分であります。 

８ページをお願いいたします。 

款９繰入金、項２基金繰入金、目２高額医療費貸付基金繰入金、節１高額医療費資金

貸付基金繰入金は１００万円の増額です。これは高額医療費資金貸付基金条例を廃止し

たことによりまして、国保会計に繰り入れを行ったものです。 

９ページをお願いいたします。 

款１０繰越金、項１繰越金、目１その他繰越金、節１その他繰越金は５,１３１万３,

０００円の増額です。平成２９年度の収支確定による繰越金でございます。 

１０ページをお願いいたします。これより歳出となります。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節１３委託料は２７万円の増額で

す。これは先ほどの歳入でご説明したとおり、元号改定に伴うシステム改修委託料でご

ざいます。 

１１ページをお願いいたします。 

款６保険事業費、項２特定健康診査等事業費、目１特定健康診査等事業費、節１報酬

は１万８,０００円の増額です。これは本年１０月から最低賃金の改定によるものでご

ざいます。 

１２ページをお願いいたします。 

款７基金積立金、項１基金積立金、目１財政調整基金積立金、節２５積立金は４,０

００万円の増額です。収支の確定による基金の積み立てでございます。 

１３ページをお願いいたします。 

款９諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目７療養給付費等交付金償還金、節２３

償還金利子及び割引料は３８１万７,０００円の増額です。これは２８年度の事業費の
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確定によるものでございます。 

１４ページをお願いいたします。 

款１０予備費、項１予備費、目１予備費、節２９予備費は８４９万６,０００円の増

額です。これにつきましては、歳出に充当した分の残の分を予備費として計上をしてお

ります。 

以上が、平成３０年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（案）の内容

でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

これから、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第４８号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号、平成３０年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第４９号 平成３０年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第９、議案第４９号、平成３０年度苓北町介護保険

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。 

○福祉保健課長（福田誠一君） 議案第４９号、平成３０年度苓北町介護保険特別会計

補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,９４２万４,０００円を

追加し、歳入歳出それぞれ９億４,５６６万４,０００円とするものでございます。 

今回の補正の主な理由は、前年度実績による国・県交付金の精算及び繰越金確定によ

るものでございます。 

それでは、補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開きくださ

い。 

歳入です。款３国庫支出金、項２国庫補助金、目地域支援事業交付金２万６,０００
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円の増額は、歳出の権利擁護事業費の増に伴うものでございます。目３補助金８２万

９,０００円の増額は、介護保険法改正に伴うシステム改修国庫補助金の増に伴うもの

でございます。 

７ページをお願いいたします。 

款５県支出金、項２県補助金、目１地域支援事業交付金の１万３,０００円の増額

は、歳出の権利擁護事業費の増に伴うものでございます。 

５ページをお願いいたします。 

款７繰入金、項１一般会計繰入金、目２地域支援事業繰入金の１万３,０００円の増

額は、歳出の権利擁護事業費の増に伴うものでございます。目３事務費繰入金８２万

９,０００円の減額は、システム改修国庫補助金増に伴う財源調整でございます。 

９ページをお願いいたします。 

款７繰入金、項２基金繰入金、目１介護準備費基金繰入金ですが、返還金等の財源不

足により１,０８８万９,０００円の基金を取り崩すものでございます。 

１０ページをお願いいたします。 

款８繰越金ですが、前年度決算により１,８４８万３,０００円を増額するものでござ

います。 

続きまして、１１ページをお願いいたします。 

歳出です。款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費は、国庫支出金と事務費繰

入金の財源調整でございます。 

１２ページをお願いいたします。 

款３地域支援事業費、項１介護予防日常生活支援総合事業費、目２一般介護予防事業

費は、最低賃金の変更等によるものでございます。 

１３ページをお願いいたします。 

款３地域支援事業費、項２包括的支援事業任意事業費、目１権利擁護事業費６万８,

０００円の増額は、成年後見人１件の増による経費でございます。 

１４ページをお願いいたします。 

款１基金積立金、項１基金積立金、目１介護給付費準備基金積立金は１,０００万円

の基金積立によるものでございます。 

１５ページをお願いいたします。 

款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１第１号被保険者保険料還付金１８万

６,０００円の増額は過年度分の保険料払戻金で、目２償還金１,７９９万７,０００円

の増額は前年度精算により、国・県及び支払基金に対して負担金及び交付金を返還する

ものでございます。 

１６ページをお願いいたします。 
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項２繰出金、目１一般会計繰出金は、前年度実績により１１７万３,０００円を増額

し、一般会計へ繰り出すものでございます。 

以上が、平成３０年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１号）の内容でございま

す。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

これから、質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第４９号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号、平成３０年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第５０号 平成３０年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１０、議案第５０号、平成３０年度苓北町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 議案第５０号、平成３０年度苓北町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３４２万４,０００円を

追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,８１２万２,００円とするものでござい

ます。 

今回の補正の主な理由は、歳入では、熊本県からの補助金と２９年度分の収支により

ます繰越金でございます。歳出では、システム改修委託費でございます。 

補正予算の中身によついてご説明をいたしますので、恐れ入ります、６ページをお開

きください。 

歳入です。款３繰入金、項１繰入金、目１一般会計繰入金、節３高齢者医療制度円滑

運営事業繰入金は１６２万円の増額です。熊本県から一般会計に入りまして、その後、
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後期高齢者医療特別会計に繰り入れとなります。中身につきましては、システム改修委

託への補助金になるものでございます。 

７ページをお願いいたします。 

款４繰越金、項１繰越金、目１繰越金、節１繰越金は、１５８万６,０００円の増額

です。２９年度収支の確定によるものでございます。 

８ページをお願いいたします。 

款５諸収入、項２償還金及び還付加算金、目１保険料還付金、節１保険料還付金は２

０万円の増額です。還付金の増額によるものでございます。 

９ページをお願いいたします。 

款５諸収入、項５雑入、目１雑入、節１雑入は１万８,０００円の増額です。これに

つきましては、本年１０月からの最低賃金の改定によるものでございます。 

１０ページをお願いいたします。 

これより歳出となります。款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節１報酬

は１万８,０００円の増額です。これは先ほど申しました１０月からの最低賃金改定に

よるものでございます。節１３委託料は、１６２万円の増額です。これは保険料を徴収

するにあたり、保険料の賦課のデータのシステム改修の委託料でございます。 

１１ページをお願いいたします。 

款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期

高齢者医療広域連合納付金、節１９負担金補助及び交付金は４４万６,０００円の増額

です。これにつきましては、事業の確定によるものでございます。 

１２ページをお願いいたします。 

款３諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１保険料還付金、節２３償還金利子及

び割引料は２０万円の増額です。保険料還付金の増額によるものでございます。 

１３ページをお願いいたします。 

款４予備費、項１予備費、目１予備費、節２９予備費は１１４万円の増額です。これ

につきましては、歳出への充当をした後の分を予備費のほうに充てております。 

以上が、平成３０年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（案）の内

容でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

これから、質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５０号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号、平成３０年度苓北町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第５１号 平成３０年度苓北町水道特別会計補正予算（第１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１１、議案第５１号、平成３０年度苓北町水道特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議案第５１号、平成３０年度苓北町水道特別会計補正

予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２９１万９,０００円を

追加し、歳入歳出それぞれ２億１,５７６万７,０００円とするものです。 

内容は、前年度繰越金の確定に伴うものが主なものです。 

歳入につきましては、６ページをお願いします。 

款５項１目１節１繰越金は、前年度繰越金の確定により２９１万９,０００円の増額

です。 

歳出につきましては、次のページをお願いします。 

款１水道費、項１水道管理費、目１一般管理費、節３職員手当は、職員の人事異動に

伴う増額です。節１１需用費は、落雷に伴う機器の修繕料で９４万９,０００円の増額

です。 

以上で、平成３０年度苓北町水道特別会計補正予算（第１号）（案）の説明を終わり

ます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５１号を採決します。 
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本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号、平成３０年度苓北町水道特別会計補正予算（第１号）に

ついては、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第５２号 平成３０年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１２、議案第５２号、平成３０年度苓北町下水道

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議案第５２号、平成３０年度苓北町下水道特別会計補

正予算（第２号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２７７万２,０００円を追

加し、歳入歳出それぞれ３億７,４４６万８,０００円とするものです。 

内容は、前年度繰越金の確定に伴うものが主なものです。 

歳入につきまして、６ページをお願いいたします。 

款５項１目１節１繰越金は、前年度繰越金の確定により２７７万２,０００円の増額

です。 

歳出につきましては、次のページをお願いします。 

款１公共下水道事業費、項１下水道管理費、目１一般管理費、節１需用費消耗品費は

紫外線滅菌ランプの購入費として１５０万円、修繕料はマンホールポンプ修繕などの１

２７万２,０００円の増額です。節１２役務費は、保険料から手数料への組み替えで

す。 

以上で、平成３０年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号）（案）の説明を終わ

ります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） この消耗品修繕費、これは当初で見込めるような内容ではなか

ったということで理解すべきなんですかね。紫外線何とかかんとかマンホールポンプ。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 紫外線滅菌ランプに関しましては、富岡浄化センター

の特性としまして、普段、海面に流すときに次亜塩素酸で処理をして、海面に放流しま

す。富岡湾の養殖等に勘案いたしまして、富岡浄化センターでは紫外線滅菌ということ
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で消毒のほうを行わせていただいて放流をしております。このランプが１基当たり３０

万円ほどいたします。衣料を染色した水の流入がございまして、その分で紫外線滅菌の

ランプが切れることがちょっと多くございましたので、補正のほうにさせていただきま

した。 

マンホールポンプの修繕につきましては、ポンプのほうがかなり経年劣化してきてお

りますので、各マンホールに２台ずつポンプがございます。一応大きなものになります

と、修繕代が１００万円とか１５０万円かかりますので、その分を計上させていただき

ました。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 計上されとるのはわかるわけですが、これは当初予算では想定

外の事件・事項だったということなんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 一応当初予算では組んでおりましたが、繰越金の確定

もございましたので、これからの修理費の状況を見たときに、予算があったほうがよか

ろうということで増額といたしました。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） そしたら、ちょっと課題ということでは不適切かもしれません

けども、用心するためにここで補正したということなんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 一応今後、故障のほうがいつ何時来るかわかりません

ので、マンホールポンプ場には、先ほどご説明いたしましたとおり、２台のポンプがご

ざいますけども、できるだけ早く修繕をするためには予算のほうの余裕があったほうが

いいかと考えております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、ほかに質疑なしと認めます。 

これから、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５２号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 
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したがって、議案第５２号、平成３０年度苓北町下水道特別会計補正予算（第２号）

については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第５３号 平成３０年度苓北町農業集落排水特別会計補正予算（第

１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１３、議案第５３号、平成３０年度苓北町農業集

落排水特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議案第５３号、平成３０年度苓北町農業集落排水特別

会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４６万９,０００円を追加

し、歳入歳出それぞれ１,８３６万５,０００円とするものです。 

内容は、前年度繰越金の確定に伴うものが主なものです。 

歳入につきましては、６ページをお願いいたします。 

款４項１目１節１繰越金は、前年度繰越金の確定により４６万９,０００円の増額で

す。 

歳出につきましては、次のページをお願いします。 

款１農業集落排水事業費、項１農業集落排水管理費、目１一般管理費で、節１１需用

費はマンホールポンプ等の修理費として４６万９,０００円の増額です。 

以上で、平成３０年度苓北町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）（案）の説明

を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） またマンホールポンプの修繕料が出ましたけども、これも当初

では見込めなかったということでしょうか。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 農業集落排水におきましても、近年、年数が大分経っ

てきておりますので、ポンプのほうの故障がいつ来るかわかりませんので、先ほどの下

水道特別会計と一緒なんですけども、予算のほうに余裕があったほうが年度末にまた修

理費がないということが想定されますので、計上させていただきました。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 先ほどの下水道も同様だと思いますが、繰越金があったから修

繕費に回したじゃなくて、もうちょっとポンプも使えるということであれば、余ったと
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きには予備費か何かに計上すべきではないかというふうに思います。何かせんでもよか

とに、金が余ったからそっちに回すということは、会計法上はあまり適切ではないと。

あるけん使え、あるけん使えと、予備費においとけば、いざ使うときには、機械が故障

したときには予備費からすぐ回されますよね。やっぱりそういう予算の組み方をすべき

ではないかというふうに思いますが、いかがですか。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） ご指摘をいただきまたしたので、今後はそのようにい

たしたいと思います。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、ほかに質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５３号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号、平成３０年度苓北町農業集落排水特別会計補正予算（第

１号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第５４号 平成３０年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

補正予算（第１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１４、議案第５４号、平成３０年度苓北町特定地

域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議案第５４号、平成３０年度苓北町特定地域生活排水

処理事業特別会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１１１万５,０００円を追

加し、歳入歳出それぞれ４,７６１万円とするものです。 

主な内容は、前年度繰越金の確定に伴うものです。 

歳入につきましては、６ページをお願いいたします。 

款３県支出金、項１県補助金、目１節１特定地域生活排水処理事業補助金は、前年度

事業の確定により５万５,０００円の増額です。 
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次のページをお願いいたします。 

款４繰入金、項１目１節１一般会計繰入金は、繰越金の増により５５万５,０００円

の減額です。 

次のページをお願いいたします。 

款５項１目１節１繰越金は、前年度繰越金の確定に伴い１６１万５,０００円の増額

です。 

歳出につきましては、９ページをお願いいたします。 

款１特定地域生活排水処理事業費、項１特定地域生活排水処理管理費、目１一般管理

費、節３職員手当は、職員の扶養家族の増に伴う増額です。節１１需用費は、ブロワー

などの修理費の増に伴う修繕料で、７０万５,０００円の増額です。 

すみません。歳出につきまして、款１特定地域生活排水処理事業費、目１生活排水処

理事業費、節需用費は、消耗品で１万円の増となっております。 

１１ページをお願いします。 

款２公債費、目１元金は、財源調整で５万５,０００円の減額となっております。 

以上で、平成３０年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

（案）の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５４号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号、平成３０年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第５５号 平成３０年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第

１号） 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１５、議案第５５号、平成３０年度苓北町宅地造

成事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 
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提案理由の説明を求めます。土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 議案第５５号、平成３０年度苓北町宅地造成事業特別

会計補正予算（第１号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２７万９,０００円を追加

し、予算の総額を歳入歳出それぞれ７３７万３,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきましては、６ページをお開きください。 

歳入でございます。款３繰越金、項１繰越金、目１繰越金、節１繰越金２７万９,０

００円の増額は、平成２９年度からの繰越金の確定に伴うものでございます。 

７ページをお開きください。 

歳出でございます。款３予備費、項１予備費、目１予備費、節２９予備費２７万９,

０００円につきましては、繰越金をそのまま予備費とするものでございます。 

以上で、平成３０年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）の説明を終わ

ります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） ６ページと７ページですが、こういうことで繰越金が確定した

場合は、予備費に計上されています。 

以上です。終わります。 

○議長（山本政人君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５５号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号、平成３０年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第

１号）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第５６号 請負契約［森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（その

１）］の締結について 
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○議長（山本政人君） 次に、日程第１６、議案第５６号、請負契約［森林基幹道苓北

天草線災害復旧工事（その１）］の締結についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 議案第５６号、請負契約［森林基幹道苓北天草線災害

復旧工事（その１）］の締結について。 

本町は、下記のとおり、工事請負契約を締結するものとする。 

平成３０年９月７日提出。苓北町長 田嶋章二。 

記 

１ 工 事 名  森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（その１） 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  １億２,７４４万円 

４ 契約の相手方 熊本県天草郡苓北町都呂々９１６番地 

前川建設株式会社 代表取締役 前 川 敏 士 

提案理由、地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があるため

でございます。 

それでは、補足説明をさせていただきます。これまでの災害対応並びに経緯、今回の

工事の内容についてご説明をいたします。 

森林基幹道苓北天草線地すべり災害につきましては、平成２８年４月に確認されて以

来、復旧に向けて調査・観測並びに災害査定に向けての国・県との事前協議、並びに崩

壊した山林や土捨場となる土地所有者と用地交渉などを行ってまいりました。 

災害発生名と要因につきましては、熊本地震を誘因とした平成２８年４月１６日から

平成３０年５月２９日にかけての地すべりによる災害といたしまして申請をしました。

また、地すべりは平成３０年５月２９日を終息日と判定し、地すべり災害の場合は、終

息日が発生日に置き換えられるため、同日付で復旧計画概要書を国へ提出いたしまし

た。 

災害査定は、平成３０年６月２７日、２８日両日に、林野庁災害査定官及び財務省立

会官において実地による査定を受けております。 

災害復旧事業の計画にあたっては、復旧工法や工事費などから４つの復旧案を作成い

たしまして、比較検討の上、国・県と事前協議を行い、災害査定を受検をいたしまし

た。査定により決定された復旧工法は、経済性、施工性、安定性から総合的にみて、地

すべり土砂を全て排除した上で林道の線形変更をする工法が採用されております。 

参考資料といたしまして、図面をお配りしておりますので、表紙の次のページをお開

きください。山腹縦断図でございます。この図は、地質調査や観測結果に基づきまし
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て、想定地すべり断面図に今回採用されました排土工と線形変更の復旧工法を図示した

ものでございます。 

調査ボーリングを３ヶ所実施し、内２本は地すべり地内に、１本は地すべり背後地の

山林斜面に実施して観測をしております。図面中、ボーリング№１、№２、№３とある

のがボーリングの箇所の位置でございます。また、観測につきましては、パイプ歪計、

地下水位計、そして地盤伸縮計の設置により観測をいたしております。 

地質調査及び観測結果に基づきまして、想定地すべり断面とそれぞれの地層を特定し

て図示してあります。図面にあります地層の、一番下の砂岩、これはオレンジ色でござ

いますが、これから最上部の崩積土、これは黄色の部分でございますが、今回の地質に

つきましては、砂岩、泥岩が硬質の堅い地層、そして上部になるにつれ軟質の柔らかい

地層になっております。 

今回の地すべりは、すべり面が岩盤内にありまして、滑落崖の形状、すべり落ちる崖

地の状況から岩盤すべりと判断をいたしております。 

赤の太線内で示された部分が、今回、地すべり部分の移動層でございます。それ以外

が不動層になっております。 

図面中に濃い青色で示してある部分が、今回、地すべりにより生じた不安定土砂を排

土する部分の断面部分でございます。この青い線まで土砂を排土していく予定でござい

ます。 

次のページをお開きください。工事の平面図でございます。 

図面の上部にある道路方線が、線形を変更した新しい林道でございます。その下の薄

い緑の部分が、排土後に平地となる部分でございます。そして、その左下の黄色い部

分、これが土捨場につながる法面部分になります。図面の左斜め下が、これも薄い緑色

になっておりますが、盛り土をして残土処理をする谷間部分でございまして、土捨場部

分にあたるものでございます。一番下の赤い部分ですが、これが土捨場の最も下流の部

分に設置する重力式擁壁の箇所になります。その上の濃い緑の部分が、盛り土後ののり

面部分になります。 

次のページをお開きください。 

崩壊した土砂を排土して、新しく林道の線形を変更する箇所の横断図でございます。

右上のＢＣ.２の横断図をご覧ください。滑落崖が表記されています下の方に波線がご

ざいますが、その下にまた一点波線がそれぞれございます。この波線の部分が、切り土

部分の土砂、これは崩積土ですね。崩積土と軟岩１Ａ、これは軟岩１、比較的柔らかい

岩層ということですね。これとの地層の境界を示しております。そして、一点波線が軟

岩１Ａ（強風化砂岩）と軟岩１Ｂ（弱悪風化砂岩あるいは泥岩）、これは硬い部分でご

ざいますが、この地層の境界を示しているものでございます。この一点波線を境に下は
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モルタル吹き付け、上の部分が植生基材の吹き付けと分かれる部分を図示したものでご

ざいます。 

次のページをお開きください。 

同じく、断面図でございます。この部分につきましては、掘削、切り土の最も大きい

断面部分ＳＰ.２、№３を図示しているものでございます。 

次のページをお開きください。 

同様に、№４から№５＋５.０までの横断図でございます。 

それでは、次のページをお開きください。 

土捨場の縦断図でございます。土捨場には４万４,０００㎥の排土土砂の受け入れを

行い、転圧、盛土をいたします。 

図面の最も右側にあるのが、土捨場の最も下の部分に設置する重力式擁壁の箇所でご

ざいます。土捨場部分の底の部分に地下排水工を施工いたしまして、盛土処理をいたし

て完了した後に、表層の排水工を施工する予定でおります。 

流末処理工の工事につきましては、今回の契約工事には含まれておりませんが、町の

単独工事により、洗掘防止や誘導流路の工事を施工してまいります。 

次のページをお開きください。 

土捨場の横断図でございます。上流の方から№０、№１となっております。№１をご

覧ください。土砂の受け入れは、側面の山林と一体化するように、地山側面を６０ｃｍ

ごとに段切りをいたしまして、転圧は３０ｃｍを一層といたしまして、盛り土をしてま

いります。 

次のページをお開きください。 

同じく、横断図でございます。№３をご覧ください。左側の法面は、表面の崩壊土砂

を切り土いたしまして、法面には、保護のための植生シートを施工する予定でおりま

す。 

次のページをお開きください。 

同じく、横断図でございます。この横断部分につきましては、土捨場の幅が最も広い

部分の、№３＋１０及び№４の横断図でございます。 

次のページをお開きください。 

この分につきましても、同じく横断図で、№４＋１０及び№５の横断図でございま

す。 

次のページをお開きください。 

同じく、横断図でございますが、№５＋１０、№６及び№７の横断図となります。こ

の部分につきましては、土捨場の下流側の末端の部分になるところでございます。擁壁

にとりつく斜面の横断図でございます。 
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一番下の№５＋１０をご覧ください。赤い波線が、№５＋６.１５でございます。こ

の測点、高さにつきましては、ここから斜面傾斜が始まりまして、赤い実線は№５＋１

０の盛土の高さを示しております。 

№６をご覧ください。実線は、№６の盛土の高さを示しております。赤い波線は、№

６＋１１.１の高さを示しておりますが、これが一番下流に設置する擁壁の天端高とな

っております。 

今回の工事につきましては、被災した既設構造物の撤去、被害を受けた立木の伐採、

抜根、崩壊した岩盤による落石など、通常とは全く異なる規模の危険な現場であります

ので、今後、安全管理を徹底いたしまして、工事施工計画をしっかり確認しながら慎重

に進めてまいりたいと思います。 

以上で、これまで災害対応の経緯及び今回工事の内容についての説明を終わります。 

なお、工事契約の工期は、平成３１年３月２０日までを予定しております。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 工事の計画図についてちょっとお尋ねですが、まずこの平面

図、２回目のこの中の横断図も含めてですけども、№０から№５＋５までの右側の泥水

処理がなされておりません。よって、ボリューム１、ボリューム２の残土処理場に全て

路面水が流れ込むということになるのではないかと思います。そして、しかもこの残土

処理場の大きな矢印は、さらに谷に埋め込んだこの部分に勾配がついているように思う

わけですが、大丈夫なんでしょうか。先ほどのこの箇所の手前の原因は、路面水が原因

だというお話もされておりましたので、果たしてぴしっと路面水はこの擁壁の部分ま

で、赤で示された擁壁の部分まで水を導くべきではないかと思います。実際、この断面

図の中で№０＋０とか、№１＋１０の断面の旧道路の部分の右側は亀裂が入っていま

す。そういう状況もありますので、何らかの対応はしなくていいのかということです。 

それから、№３の切り土面がかなり高いわけですが、これはこの前の補正予算のとき

もちょっと若干お尋ねしましたけども、これに対する落石防護工法を柵でするのか法面

保護なのか、この中ではよくわからないわけですが、そういう部分の必要はないのか。 

それから、平面図に戻りまして、この広い薄緑の部分ですね。これは、これだけ広い

面積があるわけですけども、何か具体的な活用策は、例えば広葉樹の植栽とか、そうい

う対応は考えておられるのかお尋ねします。このままであれば、雨が降る度に表面がず

っと流れてしまうと。場合によっては、大きな都呂々川に流れ込む。場合によっては、

さらに都呂々ダムまで何かの影響を与える可能性もあります、最近のゲリラ豪雨を考え
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た場合ですね。そこらへんをちょっとお尋ねします。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） まず最初に、№０から№５につきましての排水処理の

お尋ねでございます。この土捨場部分の排水処理につきましては、査定の当初において

は計画をしておりまし。それで、査定の結果、必要ではないというような結果をいただ

きまして、それで流量計算、そういったのをまた再度し直したわけなんですけども、こ

れにつきましてはぎりぎり処理はできるということでございますが、この最終的に土捨

場を造り上げて排水をする部分については、下流の部分は今回の工事に入れております

が、側面の部分の排水対策については、今回の工事については、再度検討の上で次の工

事で対応するように考えております。 

ご指摘の排水対策については、最近のゲリラ豪雨、毎年のように続く時間雨量の１０

０ｍｍ、そういったのを大変懸念しておりまして、この工事とは別に、再度確認の上、

排水対策をやってまいりたいと思います。 

次に、№３の切り土面の落石対策でございます。これにつきましても、当初、段切り

で災害申請をしておりました。これにつきましても、林道の規定上、カットされた部分

でございます。この分につきましても、それぞれの地層を確認しながら切り土をやって

いくわけでございますが、それに応じたところで頂上部分には落石をする箇所がない

か、慎重に見極めてまいりたいと思います。それと、法面の部分につきましては、不安

定な地質がないかどうか、これについて確認を行ってまいりたいと思います。 

最後に、広い緑部分の平地の活用でございますが、この部分につきましては、今後、

広葉樹、特に今、林務関係で進めております剪断の活用等を、しっかりした根が張るよ

うな広葉樹を植栽を考えてまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） また２枚目に戻りますが、この残土処理場の、平面図から見て

右左で言いますが、左側の右端にはずっとＵ字溝が入っていますが、左側には何も入っ

ていないですね。さらに左側の現林道にも何ら側溝も入っていないわけですが、という

ことは、この路面水はそのままこの左側の残土処理場にそのまま流れ込むというふうに

なると思います。とすれば、この残土処理場の左角、既設林道との斜面のところに、や

はり右側と同じようなＵ字溝を設置しなくても、ここの部分は安全性は保てるんでしょ

うか。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 林道の排水につきましては、これは片側のほうに側溝

がございます。それで、形状といたしましては、迫のほうにはあまり流れ込まないよう
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な部分もございますが、この部分的にはやはりご指摘のとおり、ブロック積みとかござ

いますので、迫のほうに流れ込みます。この部分につきましても、先ほど査定でカット

されたと申しましたが、実際ここに計画はございました。これも含めまして、再度、流

量計算、現地の確認を行いながら、最終的に調整をして工事の完成にしたいと考えてお

ります。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 先ほどもちょっと触れましたように、これだけ全体で４万４,

０００立米とおっしゃいましたか。実際もしかすると、もうちょっと増える可能性があ

りますよね。苓北町の土木のこれまでの経過からするとですね。ちゃんとプラスマイナ

スゼロが、８,０００立米ですか、残りましたので。そういう泥がこの中に埋め込まれ

ると、そしてゲリラ豪雨とか重なった場合は、これが最悪下に、当然上には流れません

ので、下に流れていくと。そして、それがまた都呂々ダムに影響を及ぼす可能性もやっ

ぱり考慮しながら、慎重に現場の状況を、進捗の状況を見ながら、現地の状況を見なが

ら、工事にかかってもらいたいと思います。 

終わります。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） この２枚目の図面の平面図をちょっと見させていただきま

す。この図面でいうと、中央に表面水を取るようになっていますよね。これは盛り土の

分はこの中央の部分に５パーセントだったかな、この前の説明では。傾斜してるとか何

かという説明だったように記憶しとるとですけども、この表面水のＵ字溝、それと道路

の要するに掘削された分も全部これに入ってくるわけでしょう、中央のこの排水溝に。

そうすると、この排水溝が、要するにこの濃い緑の法面になるところで曲がっとるです

よね。ここらへんあたりは、やはりこれはもう一回工事してしまうと、なかなか掃除と

いうのはできないという気がするわけですよね。このままでは、何かすぐ詰まりはせん

とかなという心配がするわけですよ。やはりこういうふうなのをまっすぐできるだけ、

水の流れができるような感じで取ったほうがいいんじゃないかなという気がするんです

けども。やはりこれだけの面積になると、この集水量というのがかなりの量になってく

るんじゃないかなという気がするわけですよね。この流末処理については、またその２

でされるということですけれども、やはりこの工事の中の表面水は、やはりスムーズに

流れるような形状のほうがいいんじゃないかなという気がするんですけど、そこらへん

はどんななんですか。 

それとついでに、ここで方線を変えられて、山側をずっと持ってきて、ここでまたく

るっと回って、またこっちに戻ってきています。ここらへんの排水というのがどういう
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ふうに、傾斜というのはどっちにどうなっているんですか。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 平坦部分の排水並びに斜面部分の排水も、現在のこの

図面の計画でいけば、議員のご指摘のとおり、ここに集中してくることになります。そ

のため、この排水は再度検討いたしまして、この今回の工事とは別に次の工事におい

て、この３.５ｈａの流量計算は、足してできるとは、足しておりますが、やはり不安

が残るということでございますので、今後もまた再度検討いたしまして、この出来上が

った土捨場の一番表面の排水につきましては検討して、また今後の工事につなげてまい

りたいと思います。 

それと、２番目のご質問でございますが、現道のすり付けで曲がっている部分でござ

いますが、これは右側に縦断が相当低く、右側が相当低い縦断となっております。した

がいまして、この広場部分の一番右側に排水溝がございますが、この部分でも３分の１

程度の水平の箇所がここで拾って、現道のすり付ける林道の道路側溝につなげる予定で

考えております。 

○議長（山本政人君） 錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） この部分を検討されるということですけども、工事が仕上が

ってから、またやり直しというような形になってきはしないですかね。そういうふうな

考え方でいると、今の段階でやはりどうするかというのを検討されてしないと、工事を

しました、またこれじゃちょっと無理じゃなかかなとか何かに結果的になったときに、

また工事のやり直しというような無駄のような、後戻り工事のような感じがするわけで

すけど、そこらへんはどんなでしょうか。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 只今のご指摘につきましては、こちらも早い段階で決

定して考えてまいりたいと思います。 

この土捨場の排水につきましては、最終的にこの間に設置する側溝につきましては、

どうしても盛り土を一番最後に設置する工事となります。それに合わせたところで計画

を立て直して取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（山本政人君） 錦戸君。 

○１１番（錦戸俊春君） これだけ大きな災害が出ているわけですので、よほど慎重に

して、もう今後やはり地盤も一応安定したということでされておりますので、やはりこ

れは想定外というのが生じてくるから絶対とはいえないと思いますけれども、やはり今

後起こらないような方法で取り組んでいっていただきたいと思います。 

○議長（山本政人君） ほかにございませんか。 

山下君。 
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○１０番（山下時義君） １０番の山下です。 

この工事が始まるということは、地元木場地区にとってはたいへん有り難いことで、

待ちに待った工事であります。ところが、非常にこの工事が大きいだけに不安もあるわ

けですね。特にこの工事が始まった場合には、先ほどから説明がありますように、相当

な生コン車とか、いろいろな重機の出入りあれこれがあります。という交通事故の問題

もよく考えていただきたいということと、先ほど善亀線のところで、浜口議員から、や

っぱり地すべりについては、地域としてもたいへん心配だから、途中経過でもいいから

調査が終わったら説明をしてくれと、こういうお話がありました。この地域、ここの場

所についても、そういう機会を捉えていただいて、交通安全の問題、工事の内容の問

題、期間の問題、このことについて地元でもやっぱり説明をお願いしたいと思います。 

それから、これはたいへん先の話になろうかと思いますが、問題は新しく取付道路、

これに住民としても大きな期待をかけているわけですよ。この取付道路が完成しない

と、この林道の全体的な利用ができませんから、その工事はいつぐらいから始まって、

だいたい完成はどのくらいになるのかというようなことを聞かれるんですよ。そういう

こともお知らせいただければと思います。 

この３点について、よろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 施工にあたりましての工事車両、そしてまた説明会に

つきましては、現在、地元区長さんを通じ、住民全体の説明、これについての日程ある

いは実施するかしないかというところも含めたところで、区長さんにご相談を申し上げ

ているところでございます。要請があれば、直ちに説明会を開催いたしたいと思いま

す。 

それと、取付道路の完成、付替道路の完成の時期ということでございます。これにつ

きましては、今回、工事発注した部分が主に廃土して、土捨場に盛り土をするというよ

うな、土工を中心とした工事でございます。そのため、それをこの進捗を見ながら、そ

の地層を確認しながら、影響範囲を確認した上で次の工事に発注となりますが、発注は

道路工事の部分、舗装の部分につきましては、２月頃の発注ではないかと考えておりま

す。したがいまして、年度内に完全に竣工がやや難しいのではないかと考えておりま

す。ただ、梅雨の時期、あるいはそれまでには、雨の多い時期までは何とか道路を完成

させたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

石田君。 

○６番（石田みどり君） 先ほどからも出ていますように、ここは本当に流水量がすご

く多いと私も感じております。その手前も流水によってもう道路は陥没してしまってお
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りますので、下までずっともう陥没して流れていっております。もう完全に通れない、

道路が寸断されている状態になっております。だから、流水量が多いので、その流水に

ついては本当に完全なものをお願いしたいと思うんですね。造ったが、また流水によっ

て壊れたということにならないように、そういうことになれば税金の無駄遣いでありま

すので、そういうことにならないようにきっちりしたやっぱり排水を考えての工事をし

ていただきたいと思います。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 議員のご指摘のとおりだと考えております。今回の補

正で、流末処理の単独工事費を計上させていただきました。その点につきましては、今

後もう現地を重々確認した上で、流れ方を見ながら、適切な流末の処理工事をしてまい

りたいと考えております。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

松本君。 

○１番（松本良人君） ２、３お尋ねをします。 

この災害関係部所の土地の所有はもう苓北町に所有権は移してあって工事をなさるわ

けですか。あるいは、そのままの所有権のままで盛り土をしたり何かしていくというこ

とでしょうかね。そこらへんが１点と、それから道路はちょっと短くなりますね、距離

的にですね。道路延長がですね。勾配なんかは十分、あまり無理せん程度の勾配になっ

ておるわけですかね。勾配がもし足りないのならば、もうちょっと先まで切り込んで勾

配を良うせんといけないのではないかというようなことも考えますが、だいたい道路縦

断ですよ。そこらへんと、それから水の終末処理ですが、この何か終末を単独費で云々

というようなことをちょっと今話が出ていましたが、今回補正されましたのは１５０万

円の分でなさるわけですかね。そうした場合は、ある程度の計画はどのような形でなっ

ているのかお示しをしていただければなと思います。 

それから、今回の議会でも一般質問の中で、都呂々川との関係をこの工事に伴って、

危険度が増すんじゃなかろうかと。というのが、この林道ができた関係で、かなり道路

の形は変わっております、当初よりですね。というのが、河川を歩いてみますと、川の

真ん中に杉の木が立っとって、この川が出来とっても、川自体ももう流れ自体も変わっ

て、もう田んぼなんかが川になってきているところが点々とあるんですよ。もう上部で

すので、所有者の方もあきらめてお出でのようではございますけれども、確かにここに

は砂防もございます、落ち込んだところにですね。砂防もございますけれども、都呂々

川に直接面したところは、相当急で流速が早い。そういう関係で、都呂々川にのった場

合は、時間の都合上、いろんなこともお聞きできませんでしたけれども、例の涼松橋の

前後あたりはもう災害が発生したままになって出ております。あそこらへんが崩れて、
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県道にかかる涼松橋、あのへんにもし例えば小路川のあのボックスに引っかかったと、

何かそういうことになれば、下流部に相当な被害を及ぼす経緯があると。 

それから、２８年度にあそこらへんは林務で砂防もしてありますね。もう砂防もして

ありますけども、もう既に満杯になって、そこの土石が下の私道に流れて、廃土とか何

かの対策をとっておられるようでございます。そういった状況で、ここは地形的にも相

当土質的に、相当やっぱり注意しなければならない土質であろうと思いますけれども、

そこらへんはどのようにお考えか、再度お尋ねをしたいと思います。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） まず、用地についてでございます。これにつきまして

は、まだ用地買収までは至っておりません。これは災害査定の前の段階で、工事の施工

の同意ということで、一応用地の測量はしております。それで、潰れ地面積も出したと

ころで用地の承諾書をいただいておるところでございます。 

それで、次に道路の縦断勾配についてでございますが、これにつきましては前の道

路、被災した道路とほぼ変わらない縦断勾配でいっております。若干、議員のご指摘の

とおり、若干カット部から短くなっておりますが、ほぼ前の林道と同じような縦断でな

っております。 

それと、流末の単独工事の計画ということでございます。この２枚目の平面図の赤い

部分が一番下の擁壁になりますが、この下に水を横にはねて、またその山林の横にまた

持ってくるような計画でおりますが、ここの部分についての必要なところに、フトンカ

ゴを洗掘しないように、生コンを基礎にベースを打って、その上にフトンカゴを設置す

る、あるいは必要に応じて流路、洗掘しないように水の道をある程度導いてやるような

工事、それを現場の状況を見ながら設置をしていきたいと思います。 

次に、都呂々川の洗掘状況が見られるということで、確かに議員のご指摘のとおり、

川に近い山林もですけども、畑、水田、相当洗掘がひどい状態も承知しております。今

後、この地すべりの隣接の渓流にも、一応県の治山関係の各課に、治山ダムの要望はし

ていきたいと考えております。今後とも、そのへんは留意しながら施工してまいりたい

と考えております。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） この災害関係者、今この色付けなされているところが、多分、

盛り土とか切り土とかになる部分だと思いますけれども、これは後でまた購入とか何か

なさるということですか。あるいは、工事だけをもうさせてくれと、用地はもうまだそ

のまま使ってくださいというようなことで地権者の方には言われるわけですかね。了解

をとってされるということですかね。埋め立て部とか、切り土部とか、あるいは道路に

かかる部分あたりのところまで、工程はどうしてあるのかなというようなことがあるも
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のですからね。そこらへんわかりますか。 

それから、水の処理でございますけれども、浜口議員のほうからも、路面水の関係あ

たりも質問があっておりましたけれども、今回また法面と道路部分、多分盛り土の部分

あたりに道路が水が流れるということであれば、アスカーブなんかを付けて、片一方の

ほうに水は導かれるんじゃなかろうかなと思いますけれども、その部分がやはりどうし

ても流末は都呂々川に入っていきますね。そこらへんやっぱり十分に注意していただけ

ればなと思います。 

以上でございます。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 工事にかかる用地についてのご質問でございます。こ

れにつきましては、工事の完成後にまだ確定測量をいたします。その後に用地売買を契

約して、それに基づき用地代をお支払いするというような形をもっていきます。 

それと、流末についてのお尋ねでございます。都呂々川に、議員の言われたとおり、

最終的には都呂々川に落ちてまいります。先ほど申し上げましたが、今回の工事が都

呂々川に影響しないように、そしてまた必要であれば、先ほど申し上げましたが、治山

の施設の要望などを行いまして、対応してまいりたいと考えております。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） ２件についてはわかりました。頑張っていただきたいなと思っ

ております。 

もう１件、例の流末関係で単独分の１５０万円の分、これについては上手な採択の方

法なら、多分、補助の中で組み入れて申請なんかもされるんじゃなかろうかと思います

ね。もうこういったことが発生して危ないから、ちょっとこのくらい延ばしましたよ

と、１５０万円ぐらいですよということであれば、事業費が大きいので、多分認められ

ると思います。できる限り、その補助の中に入れていただくように、１５０万円でも純

粋な単独というのは、たいへん町にとっては貴重な財源でございますので、そこらへん

もぜひ努力をしていただきたいなと、そう思います。 

以上です。 

○議長（山本政人君） はい、努力をしてください。 

○農林水産課長（野田尚之君） はい、ご指摘のとおり、努力してまいります。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） ２点だけ、質問したいと思います。 

まずもって、前回の補正予算の中で、１億７,１７３万７,０００円という補正がなさ

れました。そして、今回１億２,７００万円程度の工請けでございます。ざっと計算し
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て４,０００万円ぐらいが補助対象で経費が残っておりますので、これに「その１」と

いうふうに明記してありますので、「その２」があるのかなと思います。総務委員会で

すから、私たちの範囲外でございますけれども、「その２」についてもできるだけ、先

ほど課長が申されましたけども、土工以外については２月頃で、もしかしたらその繰り

越しかなというニュアンスも、私自身ももっておりますけれども、地元説明会の折には

全体工事の内訳といいますか、今回「その１」ではここまでですよと、「その２」でこ

れだけがまだ残っております。最終的には、あくまでも現年度で３月２０日ですか、

今、工期を定めてありますけれども、もしかしたら繰り越しになるかもしれませんとい

う説明が地元にはほしいなと、私は思っております。 

それから、先ほど松本議員から、用地交渉のことで申されましたけども、正式にはま

だ確定測量等々が終わって後にするんだという、今答弁でございました。この中に一つ

だけ気になっているのが、一番末端に都呂々神社宗教法人の名義がございます。そうい

ったところで、いろんな手続き上、長期にわたる可能性がなきにしもあらずだろうと思

います。ですから、用地交渉の折には、相続関係についてはできるだけ早めに地権者の

方々にご了解を得て、工事が終わって確定測量が終わったらすぐでも、お金の支払い、

並びに登記ができるんだという手続き方をお願いしたいと思います。いかがですか。 

○議長（山本政人君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（野田尚之君） 地元説明会につきましては、議員のご指摘のとおり、

地元の方々が不安をもたれないように、しっかりと説明をしてまいりたいと考えており

ます。次の残工事も含めたところで説明は行ってまいりたいと考えております。 

それと、土地につきましてですけども、登記の関係もご助言いただきましたが、この

件につきましては、今回の請負契約が成立、ご承認いただいたら、４名の地権者の

方々、それぞれ工事内容を説明しにまいりますので、その時点でもご相談を申し上げま

して、最終的に確定測量を行って、用地売買契約に至るということをお願いしてまいり

たいと考えております。 

登記につきましても、ご指摘のとおり、期間がかからないように準備してまいりたい

と考えております。 

○議長（山本政人君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、それでは質疑なしと認めます。 

これから、討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５６号を採決します。 
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本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号、請負契約［森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（その

１）］の締結については、原案のとおり可決することに決定しました。 

ここで休憩をしたいと思いますが、３時まで休憩をします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時３９分 

再開 午後２時５９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） それでは、時間が若干早うございますが、皆さんおそろいです

ので、休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第５７号 富岡浄化センター更新事業委託協定の締結について 

○議長（山本政人君） 日程第１７、議案第５７号、富岡浄化センター更新事業委託協

定の締結についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 議案第５７号、富岡浄化センター更新事業委託協定の

締結について。 

本町は、下記のとおり、委託協定を締結するものとする。 

平成３０年９月７日提出。苓北町長 田嶋章二。 

記 

１ 協定の目的  富岡浄化センター更新事業の委託 

２ 協定の方法  随意契約 

３ 協定の金額  １億８,８５０万円 

４ 協定の相手方 東京都文京区湯島２丁目３１番２７号 

日本下水道事業団 理事長 辻 原 俊 博 

提案理由、地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があるため

でございます。 

協定の内容について説明します。今回の協定は、富岡浄化センターの水処理を制御す

る施設で、電気受電設備、微生物を活性化させるためのエアレーション制御設備、放流

水を管理する放流計設備、汚泥量を管理する流量計設備、汚水等混和状態を計測するデ

ィッチＤＯ計設備、雨量計、全体の状況を監視するシーケンスコントローラーや非常時
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の警報装置などの更新が主な内容でございます。 

次のページをお願いいたします。 

富岡浄化センターの平面図になっております。上のほうが富岡湾になっております。 

まず、１の管理棟でございます。一番右側です。ここは浄化センターの中枢で、全体

の制御を担当する部署です。今回の更新では、負荷設備、これは電気関係の設備ですけ

ども、エアレーション装置制御盤、受電設備、高圧気中開閉器、制御計装電源装置、無

停電電源設備、監視制御設備、シーケンスコントローラー、これは水処理を制御する装

置が対象でございます。 

次に、２のポンプ場でございますが、流入水の取水処理水の放流などを行う施設で

す。更新では、計測設備の放流流量計、濾過処理水位計のポンプ井水位計、雨量計など

が対象でございます。 

次に、図の３の汚泥ポンプ室でございます。最終沈殿池の汚泥を管理する施設です。

更新では、計測設備の返送汚泥流量計、余剰汚泥流量計などが対象でございます。 

４のオキシデーションディッチ施設でございますが、汚水が最初に処理を受けるとこ

ろで、空気や微生物などを注入・攪拌し、微生物を活性化させ、水処理の促進を図る施

設でございます。更新では、処理状況を確認し計測する溶存酸素量計（ディッチＤＯ

計）が対象でございます。 

なお、委託の協定の期間は、平成３３年３月３１日までを予定しております。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

倉田君。 

○５番（倉田 明君） １点、お尋ねをいたします。 

この件につきましては、今年度の当初予算にも債務負担行為等が３２年度まで２億

１,２００万円ほど組まれております。お陰をもちまして、我が町は早くから取り組ん

で快適な生活環境を構築されております。また、今後においても必要不可欠なものと思

っております。 

そういった中で、今度の更新はやはり長寿命化等に向けた対応の一環と思うんです

が、ご承知のとおり、現在やはり人口、全国的に地方においては減少気味でございます

が、一応加入率も今年度当初で９８パーセントだったんですかね。私はあくまでも記録

しただけでございますが、９８.９パーセントぐらいだと記憶しておりますが、そうい

った中でも、これ以上あまり伸びていかないと思います。そういう中で、やはり人口減

少等々も加わりながら、やはり必要でありますが、将来的なこのいわゆる数値の変化、

そのへんをどういったニュアンス、非常に厳しいと思うんですけども、どういった感で
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おられるのか、そこをまず１点をお聞きしたいと思います。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 今、加入率ですけども、公共下水道が８９.４１パー

セントでございます。今後の推移ですけども、ご存じのように、水道環境課のほうでも

加入促進ということで、各ご家庭にお声掛けをして、できるだけ加入してくださいとい

うことでご案内を申し上げております。今のところ、加入率に関しては、これより落ち

ることはないと思っております。対象のお宅が高齢者の方が多いものですから、その分

で分母のほうが減っていくという形にはなるかと思います。ただ、倉田議員ご指摘のと

おり、全体の人口も減っておるということは間違いございませんので、今後、２年前に

料金改定をさせていただきましたけれども、それも含めて今の状況では一応維持管理費

の分は使用料で賄うような形をとらせていただいております。今後、また人口の推移、

加入率等も含めて、ご検討させていただければと思っております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 倉田君。 

○５番（倉田 明君） 公共下水道の加入率については、失礼しました、ありがとうご

ざいました。８９.４１パーセントということでございます。 

非常に、しかし環境的にも水質的にも、非常に良くなって、お陰で良い生活をさせて

いただいているわけでございますけども、やはり近年、企業等の使用料の落ち込み、あ

るいは戸数の減少、あるいは人口の減少等で、非常にやはりこの稼働率といいましょう

か、収入面においては非常に厳しい面があります。一方、歳出面においては、やはり維

持管理、今後、私は相当増えてくるものと思います。 

そういう中で、まだまだ２１億数千万円ぐらいの、まだあれもありますし、それは致

し方ないわけでございまして、ただ一番心配するのは、やはりここをまた数年来、やは

り値上げする使用料金、値上げする可能性が十分にあろうと思うんですね。これは致し

方ないんですけども、最後にこの数字的な見通しだけでも結構です。どういう感じでお

られるのか、そのへんの値上げも含めて、ここ１年はないと思いますけども。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 倉田議員ご指摘のとおり、先ほどご説明しましたよう

に、一応目標が維持管理費の分を料金で見合うような形で収入できればと考えておりま

す。今の時点では、プラスに多少なっておりますけれども、もう数年後にはまたマイナ

スの分がなろうかと思います。そしてまた、前年度は決算審査も今度ございますけど

も、火力発電所の定修がなかったということで、料金のほうも落ち込んでおります。今

年は幸いにして、実施のほうをしていただきましたので、水の使用量のほうも去年より

は今のところ上がっとる状況ですけども、何分、そういういろんな諸々の状況がありま
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すので、将来的には値上げをさせていただかねばならないような状況になると思われま

す。 

以上です。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

松本君。 

○１番（松本良人君） 今回の更新の委託料と、この平面図を見せていただくと、何か

ぽつんぽつんとまた違う施設がありますね。その分については、どういうことになって

いるのかなと思うのと、もしその分についてもやはり日本下水道事業団に請け負ってあ

るのか。そして、およそ２年ちょっとぐらいの期間ですけれども、全部合わせたら、年

間にどのくらいのこの委託料として払わないといけないのかというようなことをお聞き

をしたいと思います。 

それから、この日本下水道事業団というのは、日本に一つしかないんですかね、それ

に関係するようなのは。今、何かいろんなマスコミを賑わせます、特にスポーツ関係あ

たりは相当やっぱり裏で妙な動きをしたり何かして、いろんな問題が起こっておりま

す。この事業団についてのそのへんの上のトップのそこらへんが、下水道事業団につい

ては何も今のところはありませんけれども、そこらへんは大丈夫なのでしょうか。そし

て、もしやっぱり事業団に委託しないと、この下水道はどうもできないのか、あるいは

町内で技術者あたりを雇っていただいて、技術的に磨いてもらう。そして、１億８,０

００万円全部をすれば、３億円も４億円もなると思うんですね、まだほかにも支出があ

りますので。これは相当な金がかかるのじゃなかろうかなと。そこらへんをもしそうい

った形でできるとしたならば、町にも相当金が入ってくるんじゃなかろうかなというよ

うなことになろうと思います。そこらへんはどうお考えになっているのかをお聞きした

いと思います。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 一応、中の更新でございますが、これに書き加えてな

い部分も細々はあるんですけども、大まかにその設備の関係の一番大元を記入させてい

ただいております。 

○１番（松本良人君） 赤で囲ってあるところと、なかところのあるもんですから。 

○水道環境課長（錦戸和友君） そこは対象外になっております。 

○１番（松本良人君） それはまた別の請負でしてあるんでしょう。 

○水道環境課長（錦戸和友君） いいえ、今回は３年でそこを。 

○１番（松本良人君） 今回じゃなくて、ほかの契約でしてあるんでしょう。 

○水道環境課長（錦戸和友君） いいえ、今回はそこは全然。 

○１番（松本良人君） 今回じゃなくて。 
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○水道環境課長（錦戸和友君） 今度の委託ではそこは入っておりません。 

○１番（松本良人君） 今回じゃなくて。これは別の契約でまたしてあるとでしょう。 

○水道環境課長（錦戸和友君） はい、そうです。 

○１番（松本良人君） この別の契約と、今回のを足せばどのくらいになるか。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 一応年度別の契約額ですけども、平成３０年度が２,

４５０万円程度を見込んでおります。平成３１年度が７,０００万円、平成３２年度が

９,４００万円の金額になっております。 

下水道事業団の件ですけども、日本下水道事業団は国が認めた国の特殊法人というこ

とで、生活排水の改善、公共用水の水質保全を目的として、各自治体の、要するに技術

者が不足する自治体とか何とかの請負をして協定を結んで、工事から施工、会計検査ま

でを受け持つということになっております。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 町長。 

○町長（田嶋章二君） この日本下水道事業団は、概ね国土交通省下水道部というのが

あるんですが、そこと人事を交流しながらやっておりまして、この下水道に関しては最

高の技術水準をもっております。 

それと併せまして、確かに町でもいろいろな人を雇ってやればできるかと思います

が、それなりの相当の給料が要るんじゃないかと思いますし、これは設備費も入れた中

でございますので、そういった意味では全体的に安心して委託できる団体ではないか

と、信頼性をもっているところでございます。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） 年間に７,０００万円あるいは９,４００万円ということが出ま

したけども、これは機械の設備から何から、もう機械の更新料から何から含めてです

か。それとも、維持管理費だけ。もし機械が駄目になったら、それを取り替える、その

経費なんかもこれに入っとるわけですか。そうすれば、もうこれだけしか要らんでも、

これだけお金を払っておけば、もう何も手は要らないということですかね、機械が増え

ても。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 今回の更新は、一応ここに書いております機械の更新

ということで、今の施設を利用しながら機械を取り替えていくという内容でございま

す。 

○議長（山本政人君） 松本君。 

○１番（松本良人君） 私が言うのは、私たちはこの下水道を運営していくために、ど

のくらい金が要るのかなというのが一番心配なんですよ。それで、私が聞くのは、この
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例えば１億８,０００万円、１億９,０００万円ぐらい、それを払っておけば、もう安心

かなと、もう何もしなくてもいいのかなと。例えば、ここにオキシデーションディッチ

とか何かと、いろんなことがありますけれども、これは２基ありますけれども、これが

故障してもこの中の１億８,０００万円の中で交換したり何かしてやられるのかなと。

また、同じ機械のような形が隣にありますけれども、この分も、私はさっきお尋ねした

のは、こういった分については別の契約の中でどのくらい年間要るのかなというような

ことを聞いたんです。そこらへんが、年間の維持費が全くもう私たちが出す金がどのく

らいあれば、その下水道が運営できるのかなと、あまり余計要る、どうもこうもとてつ

もないくらい要るならば、町あたりで練習をしながら維持管理をしたほうがよくはない

かなというような考え方でおりました。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 今回の更新の内容でございますが、耐用年数が来た分

に限って、国からの５０パーセントの補助をいただいております。今までは、議員ご指

摘のとおり、修理代ということで、もう単費で修理をしたわけでございますが、今回は

国からの５０パーセントの補助があるということで、この機器の取り替えということを

させていただきます。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） まず、この計画平面図の①から④までの総額で 1 億８,８００

万円ぐらいですが、この①から④のそれぞれの価格がわかれば教えてもらいたいと思い

ます。併せて、何年経過して、今度取り替えた場合に、今後何年後ぐらいにまだ同じよ

うなことになるのか。 

それから、３３年３月までということですが、その間の運用上の何か課題があるの

か、機械を取り替えることによってですね。順次、その年数に合わせて、工期に合わせ

て取り替えるので、運用上は何ら問題ないということなのか。 

それと、この赤枠で囲んでない部分については、先ほど２,４００万円、７,０００万

円、９,４００万円という話をされましたけども、どれをどういう形で今後計画されて

いるのかお尋ねします。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 今回の更新ですけども、一応今手元に対象表は、年数

のを持っているんですけども、一応７年から１５年の範囲でもう対象物になります。こ

れは補助対象になるということでございます。 

図示の赤の部分ですけども、今回の委託協定の部分は、ここの赤の部分で図示したと
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ころに関しての協定でございます。 

以上でございます。 

１ヶ所ごとの金額は今、設計書が手元にございませんので、後日お知らせいたしたい

と思います。 

替えてから何年もつかというご質問ですけども、一応先ほどご説明しましたように、

７年から１５年の補助対象期間となっておりますので、替えた部分に関しては、その期

間は大丈夫だというふうに認識しております。 

赤で囲んでない部分に関してですけども、後ほど更新の計画表がございますので、そ

ちらも一緒にこちらの期間の明記されたものとご提出させていただきたいと思います。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 施設の耐用年数は、補助対象で計算すると７から１５というこ

とです。これが①も②も③も④も同じ考え方でいいのか、それとも①は１５ですけど

も、②は７年度か、そういう形でなっているのかどうか。 

それと、補助対象とする年数と、実際機械が、例えば最長７から１５年が対象になっ

ているということですけども、補助対象じゃなくて、変えようと思えば１５年までとい

うことですが、実際は１５年の補助対象が使うとすれば２０年、２５年と使えるのかど

うか。 

それと、ちょっと回答がいただけませんでしたが、工期が３３年３月３１日になって

いますが、その間、下水道処理場は休むのか、それとも順次やっていけるのかどうか、

あと１回お願いします。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 一応機器の耐用年数が先ほど申し上げました耐用年数

でございますので、故障しない限りは使えるものと思っておりますけども、何分もう耐

用年数が過ぎて、いつ壊れるかわかりません。そういうときに、先ほど申し上げました

ように、単費で修理ということになりますので、この際、半額の補助がありますので、

取り替えて更新を行ったほうがよいことだと考えております。 

更新中の処理場の処理状況ですけども、先ほど日本下水道事業団ということで委託す

ることになると思いますけれども、事業団のほうはこういった施設を何ヶ所も造ってお

られし、またこういう工事もされております。当然のごとく、施設を止めるということ

はしないで運営を行うようにしております。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 今発言の中で、いつ壊れるかわからないのでやるとか何とかと

いうことじゃなくて、やっぱり補助と計画的に詰めた維持管理に努めてもらいたいと思

います。 
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それから、もう１点、運用上、私はこの苓北町の下水設備はずっと使えると、そして

私がお尋ねしたのは、その①から④をそのまま設置したままで使えるのか、それとも例

えば大きな大型トラックを持ってきて、臨時的にそういう機械を使って処理していくの

か、それとも今のままでとりあえず一応まずやるぞと、そして後の②③④はそのまま現

役を使うと。そして、①が済んだら今度は②をすると。そして、①③④でやっていく

と、そういう形になるのか、ちょっとこれだけの２カ年でやっていくとなってくれば、

そこらへんの考え方、工事と実際の下水道の運用の考え方を教えてください。 

○議長（山本政人君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 当然ここの施設はもう止めないということなので、今

の機械、古いやつと新しいやつを入れ替えながらするような工事になると思います。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５７号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号、富岡浄化センター更新事業委託協定の締結については、

原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第５８号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１８、議案第５８号、熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更についてを議題とします。 

提案者の説明を求めます。健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 議案第５８号、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の

一部変更について。 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１条の３第１項の規定により、熊本県

後期高齢者医療広域連合規約（平成１９年熊本県指令市町村第２３号）の一部を次のと

おり変更する。 

平成３０年９月７日提出。苓北町長 田嶋章二。 

提案理由でございますが、広域連合の規約を変更しようとするときは、地方自治法第
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２９１条の１１の規定により議会の議決を経る必要があるためでございます。 

次のページをお願いいたします。 

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約。 

熊本県後期高齢者医療広域連合規約（平成１９年熊本県指令市町村第２３号）の一部

を次のように変更する。 

第７条第１項中「３２人」を「４５人」に改め、同条第２項を次のように改める。 

２ 広域連合議員は、構成市町村の長または議会の議員により組織する。 

第８条を次のように改める。 

（広域連合議員の選挙の方法） 

第８条 広域連合議員は、構成市町村の長及び議会の議員のうちから各構成市町村の

議会において１人を選挙する。 

２ 前項の規定による選挙については、地方自治法第１１８条の例による。 

第９条第１項中「２年とする」を「当該構成市町村の長又は議会の議員としての任期

による」に改め、同条第２項中「又は議員」を「又は議会の議員」に改め、同条第４項

及び第５項を削る。 

附則です。 

（施行期日） 

１ この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１条の３第１項の規

定による熊本県知事の許可のあった日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規約の施行の日（以下「施行日」という。）から平成３１年２月１３日まで

の間における広域連合議員の定数は、この規約による変更後の熊本県後期高齢者医療広

域連合規約（以下「変更後の規約」という。）第７条及び第８条第１項の規定にかかわ

らず、３２人とする。 

３ この規約の施行の際、現に在職する広域連合議員及び次項の規程による選挙によ

り当選した広域連合議員の任期は、変更後の規約第９条第１項の規定にかかわらず、平

成３１年２月１３日までとする。 

４ 施行日から平成３１年２月１３日までの間に広域連合議員に欠員が生じた場合

は、この規約による変更前の第９条第３項から第５項までの例により選挙を行うものと

する。 

この規約の変更につきまして、補足説明をさせていただきます。 

現在、熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員の定数は３２人で、構成市町村が４５

市町村ですので、最低でも１３の市町村からは議員は出ていないことになります。ま

た、同一の市町村から２名選出されているところもございますので、選出していない市
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町村は、さらに多くなっています。このことで、市町村によっては後期高齢者医療の保

険料を決定するなど、大切な制度運営に意見表敬ができないと問題提起もあり、全ての

構成市町村の住民の声が反映できる制度とするため、議員構成を各市町村から１名確保

し４５名とする規約の変更です。 

これまでの３２人の構成は、団体等の推薦により、市長８人、町村長８人、市議会議

員８人、町村議会８人となっていましたが、規約変更により構成市町村の長か、議会の

議員による４５人となります。また、議員の選出は、構成市町村の議会において１人を

選挙で決めていただくことになります。さらに、任期についてでございますが、今まで

議員の任期は２年となっており、当該市町村の長及び議員の任期満了による度重なる補

欠選挙が行われていたことから、任期を市町村の長又は議員の任期へと変更されます。 

以上が、今回変更されます内容でございまして、構成市町村それぞれの同文議決とな

っております。その後は、全市町村の議決がそろい次第、熊本県に変更の申請をされる

予定となっております。 

２ページ以降につきましては、新旧の対照表でございます。ご参照をお願いいたした

いと思っております。 

以上、審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

次に、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

議案第５８号を採決します。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第５８号、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 同意第２号 苓北町坂瀬川財産区管理会委員の選任について 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１９、同意第２号、苓北町坂瀬川財産区管理会委

員の選任についてを議題とします。 

提案者の説明を求めます。町長。 
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○町長（田嶋章二君） 同意第２号、苓北町坂瀬川財産区管理会委員の選任についての

お願いでございます。 

次の者を坂瀬川財産区管理会委員に選任したいから、苓北町坂瀬川財産区管理会設置

条例第４条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

第１選任区、錦戸幸春、昭和２５年５月１１日生まれ、苓北町坂瀬川７０２番地、農

業。和田区でございます。 

提案理由でございますが、苓北町坂瀬川財産区管理会委員の欠員に伴い、管理会委員

１名を新たに選任する必要があるためでございます。 

ご同意のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（山本政人君） 質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論はありませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

これから、同意第２号の苓北町坂瀬川財産区管理会委員の選任についてを採決しま

す。 

この採決は、会議規則第８２条の規定によって、無記名投票で行います。 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

議序の出入口を閉めます。 

［議場閉鎖］ 

○議長（山本政人君） 只今の出席議員数は１１名です。 

次に、立会人を指名します。 

会議規則第３条第２項の規定によって、１番 松本良人君、２番 廣田幸英君、３番 

髙戸幸雄君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

投票用紙の枠の中に、賛成の方は「賛成」、反対の方は「反対」と記載願います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（山本政人君） はい、投票用紙の配付漏れはございませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 
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［投票箱点検］ 

○議長（山本政人君） 異状なしと認めます。 

只今から投票を行います。 

事務局長が議席番号と指名を読み上げますので、順番に投票願います。 

○議会事務局長（龍岡 学君） １番 松本良人議員、２番 廣田幸英議員、３番 髙

戸幸雄議員、４番 松野重幸議員、５番 倉田明議員、６番 石田みどり議員、７番 

野﨑幸洋議員、８番 浜口雅英議員、９番 田嶋豊昭議員、１０番 山下時義議員、１

１番 錦戸俊春議員。 

［投 票］ 

○議長（山本政人君） はい、投票漏れはございませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、投票漏れなしと認めます。 

投票を終わります。 

これから、開票を行います。 

立会人の松本君、廣田君、髙戸君、開票の立ち会いをお願いします。 

［開 票］ 

○議長（山本政人君） はい、それでは、同意第２号の投票の結果を報告します。 

投票総数１１票、有効投票１１票、無効投票はありません。 

有効投票のうち、「賛成」１１票、「反対」ゼロであります。 

以上のとおり、賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、錦戸幸春君を苓北町坂瀬川財産区管理委員会委員に選任す

ることについては、同意することに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 発議第２号 苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

○議長（山本政人君） それでは、日程第２０、発議第２号、苓北町議会委員会条例の

一部を改正する条例についてを議題とします。 

提出者の趣旨説明を求めます。山下時義君。 

○１０番（山下時義君） 発議第２号、苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例に

ついて。 

苓北町議会委員会条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

平成３０年９月７日。苓北町議会議長 山本政人。 

提案の理由を申し上げます。現行の議員定数に鑑み、より多角的な意見が出ることを
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考慮し、常任委員会の数を３委員会から２委員会に改編、あわせて委員の定数を４人か

ら６人に改正するものです。 

平成３０年６月８日開催の全員協議会において協議、私、総務常任委員長の山下が提

出者 町民福祉委員会の松野委員長、建設経済委員会 田嶋委員長が賛成者ということ

での発議ということでございます。 

条例改正案を朗読いたします。 

平成３０年苓北町条例第 号。 

苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例（案）。 

苓北町議会委員会条例（昭和３１年苓北町条例第４９号）の一部を次のように改正す

る。 

第２条を次のように改める。 

（常任委員会の名称、委員定数及び所管） 

第２条 常任委員会の名称、委員の定数及び所管は、次のとおりとする。 

（１）総務文教厚生委員会 ６人 

ア 総務課の所管に属する事項 

イ 税務住民課の所管に属する事項 

ウ 企画政策課の所管に属する事項 

エ 会計課の所管に属する事項 

オ 選挙管理委員会の所管に属する事項 

カ 教育委員会の所管に属する事項 

キ 福祉保健課の所管に属する事項 

ク 監査委員の所管に属する事項 

ケ 建設経済環境常任委員会の所管に属しない事項 

（２）建設経済環境常任委員会 ６人 

ア 土木管理課の所管に属する事項 

イ 農林水産課の所管に属する事項 

ウ 農業委員会の所管に属する事項 

エ 商工観光課の所管に属する事項 

オ 水道環境課の所管に属する事項 

附則、この条例は、平成３１年２月５日から施行する。 

なお、改正部分の条例新旧対照表も添付しておりますので、ご協議ください。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりましたが、説明の中で若干字句の違いがございま

した。これはこの条例（案）のとおりとすることに変更したいと思います。 
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これから、質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

討論を行いますが、討論もありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、討論なしと認めます。 

発議第２号を採決します。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号、苓北町議会委員会条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決することに決定しました。 

ここで認定第１号から決算の認定に入ります前に、登本代表監査委員に出席を求めて

おりますので、ご着席をお願いいたします。 

［登本代表監査委員 着席］ 

○議長（山本政人君） また、倉田監査委員も監査委員席へ着席をお願いいたします。 

［倉田監査委員 着席］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 認定第 １号 平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第２２ 認定第 ２号 平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２３ 認定第 ３号 平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２４ 認定第 ４号 平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２５ 認定第 ５号 平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第２６ 認定第 ６号 平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第２７ 認定第 ７号 平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第２８ 認定第 ８号 平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定

について 
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日程第２９ 認定第 ９号 平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第３０ 認定第１０号 平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

日程第３１ 認定第１１号 平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

○議長（山本政人君） それでは、日程第２１、認定第１号、平成２９年度苓北町一般

会計歳入歳出決算の認定についてから日程第３１、認定第１１号、平成２９年度苓北町

宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまで、１１件を一括議題としたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

認定第１号から認定第１１号までを一括議題とします。 

一般会計から、順次、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（田嶋章二君） 認定第１号、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定

についてのご説明を申し上げます。 

平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算は、地方自治法第２３３条第１項及び第２

項の規定による所定の手続きを終わりましたので、同条第３項の規定により監査委員の

意見を付して議会の認定をお願いするものでございます。 

一連の手続きは、会計管理者から平成３０年６月２７日付けで提出を受けました一般

会計、特別会計に係る決算書につきまして、平成３０年７月６日付けで監査委員に審査

をお願いいたしました。 

監査委員におかれましては、平成３０年７月１０日から８月１日までの間、各費目ご

とに担当課の事情聴取をしていただきながら慎重に審査をしていただき、その結果につ

きまして、平成３０年８月３１日付けで適正であるとの審査意見書をいただきました。 

本年は類をみない猛暑の中でありましたが、それにも関わらず膨大な資料と長時間に

わたり審査をいただきました監査委員のご労苦に対しまして、深く敬意を表するもので

ございます。 

一般会計における決算の状況でございますが、歳入総額５２億４７１万３,６５０

円、歳出総額５０億４,９６４万２,８０７円で、翌年度へ繰り越すべき財源４,９１９

万円を差し引きますと、実質収支額は１億５８８万８４３円の黒字となりました。 

なお、平成２９年度における主要施策の成果につきましては、別紙でお手元に配付し

ております。決算の詳細につきましては、企画政策課長及び担当課長から説明をいたさ

せます。 
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また、認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定か

ら認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につき

ましては、それぞれ担当課長から説明をいたさせますので、よろしくご認定のほど、お

願いを申し上げます。 

○議長（山本政人君） それでは、認定第１号の平成２９年度一般会計の歳入歳出決算

の認定についての説明を願います。 

企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） それでは、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算

書の内容について、説明させていただきます。 

決算書の７ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。 

決算額は、歳入総額が５２億４７１万３,６５０円、歳出総額が５０億４,９６４万

２,８０７円で、歳入歳出差引額が１億５,５０７万８４３円です。そのうち翌年度へ繰

り越すべき財源の繰越明許費繰越額４,９１９万円を差し引いた実質収支額は、１億５

８８万８４３円となりました。この残金の処理につきましては、地方自治法第２３３条

の２及び地方財政法第７条の規定により１億５８８万８,８４３円全額を平成３０年度

への繰越金とし、５,５００万円を財政調整基金に積み立てます。決算書の６の欄は、

全額繰り越しましたのでゼロ円となります。 

詳細につきましては、歳入が決算書の１１ページから４８ページまで、歳出が４９ペ

ージから１９５ページまでに掲載しております。３３０ページから３３７ページに財産

に関する調書を添付しております。 

また、平成２９年度の主要施策成果説明書を別冊で配付しております。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の１９８ページをお開き願います。 

苓北町坂瀬川財産区特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

１ 歳入総額１,９０１万７,５９１円、２ 歳出総額１６万３,５００円、３ 歳入

歳出差引額１,８８５万４,０９１円、４ 翌年度へ繰り越すべき財源はございません。

５ 実質収支額は１,８８５万４,０９１円で、実質収支額のうち地方自治法第２３３条

の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（山本政人君） 次に、認定第３号、平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（山﨑秀典君） 認定第３号、平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２０７ページをお開き願います。 

苓北町都呂々財産区特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

１ 歳入総額４,８５６万１,３２０円、２ 歳出総額１１１万７,５８４円、３ 歳

入歳出差引額４,７４４万３,７３６円、４ 翌年度へ繰り越すべき財源はございませ

ん。５ 実質収支額は４,７４４万３,７３６円で、実質収支額のうち地方自治法第２３

３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第４号、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 認定第４号、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

恐れ入ります。決算書の２８ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書でございます。１番です。歳入総額１３億２,０６５万５,３６

７円、２ 歳出総額１２億６,９３４万４０１円、３ 歳入歳出差引額５,１３１万４,

９６６円、４ 翌年度へ繰り越すべき財源はありません。５ 実質収支額５,１３１万

４,９６６円、６ 実質収支額のうち苓北町国民健康保険財政調整基金条例第２条の規

定による基金繰入額は全額繰り越しましたので、ありません。 

以上が、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計決算の状況でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第５号、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について、説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（福田誠一君） 認定第５号、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２４６ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書ですが、１ 歳入総額８億９,６２２万８,０５４円、２ 歳出

総額８億７,８１４万３,５１８円、３ 歳入歳出差引額１,８４８万４,５３６円、４ 

翌年度に繰り越すべき財源はございません。５ 実質収支額１,８４８万４,５３６円、
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６ 実質収支額のうち、苓北町介護保険給付費準備基金条例第２条の規定による基金繰

入額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の状況でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第６号、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

健康増進室長。 

○健康増進室長（本田 保君） 認定第６号、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

恐れ入ります。決算書の２６９ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書ですが、１番 歳入総額１億９９７万８,６０５円、２番 歳

出総額１億８３９万１,２６４円、３番 歳入歳出差引額１５８万７,３４１円、４番 

翌年度へ繰り越すべき財源はありません。５番 実質収支額１５８万７,３４１円でご

ざいます。６番 実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入

額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計決算の状況でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第７号、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出

決算の認定について、説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 認定第７号、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳

出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の２８１ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１ 歳入総額２億２,７９０万８,６７９円、２ 歳出総

額２億２,２９８万８,９１４円、３ 歳入歳出差引額４９１万９,７６５円、４ 翌年

度へ繰り越すべき財源はありません。５ 実質収支額４９１万９,７６５円です。６ 

実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の状況であります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第８号、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳

出決算の認定について、説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 認定第８号、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入

歳出決算の認定について、ご説明いたします。 
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決算書の２９３ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１ 歳入総額３億４,８０９万７,７３３円、２ 歳出総

額３億４,５３２万４,５３９円、３ 歳入歳出差引額２７７万３,１９４円、４ 翌年

度へ繰り越すべき財源はありません。５ 実質収支額２７７万３,１９４円です。６ 

実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の状況であります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第９号、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計

歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 認定第９号、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の３０６ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１ 歳入総額１,８５６万３３２円、２ 歳出総額１,８

０５万１,０８９円、３ 歳入歳出差引額５０万９,２４３円、４ 翌年度へ繰り越すべ

き財源はありません。５ 実質収支額５０万９,２４３円、６ 実質収支額のうち、地

方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の状況であります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第１０号、平成２９年度苓北町特定地域生活排水処

理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（錦戸和友君） 認定第１０号、平成２９年度苓北町特定地域生活排水

処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の３１５ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書です。１ 歳入総額４,６６２万４,１２２円、２ 歳出総額

４,４９９万８,５３０円、３ 歳入歳出差引額１６２万５,５９２円、４ 翌年度へ繰

り越すべき財源はありません。５ 実質収支額１６２万５,５９２円です。６ 実質収

支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

以上が、平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の状況

であります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 次に、認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、説明を求めます。 
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土木管理課長。 

○土木管理課長（汐﨑正喜君） 認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別

会計歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。 

決算書の３２５ページをお願いいたします。 

実質収支に関する調書でございます。１ 歳入総額４９７万８,６８０円、２ 歳出

総額４６９万７,７０８円、３ 歳入歳出差引額２８万９７２円、４ 翌年度へ繰り越

すべき財源はございません。５ 実質収支額２８万９７２円です。６ 実質収支額のう

ち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

以上が、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の状況でございま

す。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本政人君） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

これから、質疑を許します。ただし、明日火曜日から決算審査特別委員会において審

議をお願いする予定でございますので、総括的な質問に限らせていただきます。 

質疑は、各会計ごとに行います。 

なお、質疑については、決算書のページを言われてから質疑されますようお願いしま

す。 

それでは、認定第１号、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定に対する質

疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わり

ます。 

次に、認定第３号、平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わり

ます。 
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次に、認定第４号、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わり

ます。 

次に、認定第５号、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に対す

る質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わりま

す。 

次に、認定第６号、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

に対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わ

ります。 

次に、認定第７号、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質

疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第８号、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する

質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わります。 

次に、認定第９号、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定に

対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わり

ます。 
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次に、認定第１０号、平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳

出決算の認定に対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定に対する

質疑を終わります。 

次に、認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

に対する質疑を許します。本案について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に対する質疑を終わり

ます。 

以上で、質疑を終わります。 

お諮りします。 

認定第１号から認定第１１号については、議長と議選の監査委員を除く１０名の議員

で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算から認定第１１

号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算までの１１件については、

議長と議選の監査委員を除く議員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託

して審査することに決定しました。 

決算審査特別委員会の日程は、９月１１日火曜日、１２日水曜日、１３日木曜日のい

ずれも、午前９時３０分から大会議室で行います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３２ 報告第６号 平成２９年度決算における健全化判断比率等について 

○議長（山本政人君） 日程第３２、報告第６号、平成２９年度決算における健全化判

断比率等についてを議題とします。 

ここで、提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 報告第６号、平成２９年度決算における健全化判断比

率等について。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条の規定により、平成２９年度決算に

おける健全化判断比率の財政指標を別紙監査委員の意見を付けて議会に報告する。 
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平成３０年９月７日。苓北町長 田嶋章二。 

指標について説明させていただきますので、２ページをお願いします。 

健全化判断比率の状況ということで、①から④まで番号を付けております。 

まず、①の実質赤字比率で、一般会計の赤字比率ですが、赤字はございませんので、

数値はあがってきません。 

次に、②は連結実質赤字比率で、一般会計と特別会計を合算した赤字比率ですが、こ

れも同じく赤字はありませんので、数値はあがってきません。 

次に、③の実質公債費比率は、一般会計、特別会計、広域連合まで含めた公債費比率

で１２.０パーセントになり、早期健全化基準値の２５パーセント以内となっておりま

す。 

次に、④の将来負担比率ですが、一般会計、特別会計、広域連合を含めた将来負担比

率で、１２８.３パーセントでございます。早期健全化基準値の３５０パーセント以内

となっております。 

３ページから５ページまでが、計算式等を用いた数値を示しています。 

また、決算審査意見書の５０ページに、今申し上げた数値を監査委員さんに審査して

いただいた意見書が出ております。 

以上で、平成２９年度決算における健全化判断比率等についての報告を終わります。 

○議長（山本政人君） 説明が終わりました。 

質疑を行いますが、質疑はありませんか。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） この２ページの下の段に標準財政規模３３億２,６１９万円が

示されています。それに伴って、①から④までの数値が記載されていますが、これは標

準的な基準ということなのか、最低、言うならば数値的には最高なのか、そこらへんの

レベルはこの下の表はどの水準にあるということで理解すればいいんでしょうか。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） これは国が定めたその標準的な数値ですね、各自治体

でいろいろなその事業で財政規模は変わってきますけども、それで判断した苓北町の標

準財政規模ということになります。それで、この③と④の数字についてですが、その財

政規模によって判断をするという数値になっておりますので、ここに掲げてございま

す。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 確認しますが、下の表の数値は国が示した標準値ということで

すか。繰り返しになりますが、最低なのか、最高なのか、そっちで答えてください。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 
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○企画政策課長（荒木広之君） あくまでも標準ということでございます。 

○議長（山本政人君） 浜口君。 

○８番（浜口雅英君） 標準ということは、平均的な数値ということで理解していいん

ですかね。それとも、そこらへんですよ。これはもう最悪の数値なんだと、例えば標準

値が、④ならば３５０という数字が上がっていますよね。それに対して、町は１２８だ

と。３５０というのは、この数字よりも増える、３５１になれば、名前を出していいか

わかりませんけれども、北海道の夕張が崩壊したというようなことがあります。３５０

まではまだそこらへんをちょっと確認させてもらいたいと思います。もう最後ですの

で、一つよろしくお願いします。 

○議長（山本政人君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木広之君） 標準財政規模というのは、地方公共団体の経常的な一

般財源の標準規模を表すものということで、基準財政収入額、国が示した基準がござい

ますので、それに基づいて計算した額でございます。 

○議長（山本政人君） ほかにありませんか。質疑ありませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

これで、報告第６号を終わります。 

監査委員の方におかれましては、たいへんご苦労さまでございました。本日は、これ

でご退席いただいて結構でございます。 

また、明日からはよろしくどうぞ、お願いします。 

［監査委員 退席］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３３ 報告第７号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報

告について 

○議長（山本政人君） 日程第３３、報告第７号、教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価報告について、その報告書が提出されましたので、お手元に配付を

いたしております。朗読は省略します。 

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、質疑なしと認めます。 

これで、報告第７号を終わります。 

お諮りします。 

９月１１日から１３日にかけては、決算審査特別委員会による審査のため、休会とし

たいと思います。 
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ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、９月１１日から１３日の３日間については、休会とすることに決定しま

した。 

次の本会議は、１４日金曜日、午前９時３０分から開催します。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

本日は、これで散会します。 

どなた様も大変お疲れ様でした。 

 

散会 午後４時２４分 



 

 

 

 

 

平成３０年９月１４日（金）  

（第３日目）  
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平成３０年第２１回苓北町議会定例会会議録（第３日目） 

 

平成３０年第２１回苓北町議会定例会は、平成３０年９月１４日苓北町議会議場に招

集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  松本 良人          ２番  廣田 幸英 

３番  髙戸 幸雄          ４番  松野 重幸 

５番  倉田  明          ６番  石田 みどり 

７番  野﨑 幸洋          ８番  浜口 雅英 

９番  田嶋 豊昭         １０番  山下 時義 

１１番  錦戸 俊春（副議長）    １２番  山本 政人（議長） 

 

３．不応招議員 （なし） 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

事 務 局 長  龍 岡   学     書    記  野 田 寛 子 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長  田 嶋 章 二     副 町 長  松 野   茂 

教 育 長  濵 﨑 敏 和     総 務 課 長  山 﨑 秀 典 

税務住民課長  宮 﨑 裕 昭     企画政策課長  荒 木 広 之 

教 育 課 長  西 川 文 孝     土木管理課長  汐 﨑 正 喜 

農林水産課長  野 田 尚 之     商工観光課長  尾 脇 宣 宏 

水道環境課長  錦 戸 和 友     福祉保健課長  福 田 誠 一 

健康増進室長  本 田   保     会 計 課 長  坂 元 俊 司 
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８．議事日程 

日程第 １ 認定第 １号 平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて（委員長報告） 

日程第 ２ 認定第 ２号 平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ３ 認定第 ３号 平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ４ 認定第 ４号 平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ５ 認定第 ５号 平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の

認定について（委員長報告） 

日程第 ６ 認定第 ６号 平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について（委員長報告） 

日程第 ７ 認定第 ７号 平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定

について（委員長報告） 

日程第 ８ 認定第 ８号 平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認

定について（委員長報告） 

日程第 ９ 認定第 ９号 平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第１０ 認定第１０号 平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会

計歳入歳出決算の認定について（委員長報告） 

日程第１１ 認定第１１号 平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第１２ 陳情等文書表について 

日程第１３ 閉会中の継続審査（調査）の件 

日程第１４ 議員派遣の件 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（山本政人君） おはようございます。 

只今の出席議員は１２名です。定足数に達しておりますので、只今から本日の会議を

開きます。 

なお、ここで先日ご意見もあっておりましたが、平成３０年台風２１号並びに北海道

地震により、尊い命を失われた皆さまのご冥福をお祈りするため、黙禱を捧げたいと思

います。ご協力お願いいたします。黙禱。 

［黙 禱］ 

○議長（山本政人君） はい、ご協力ありがとうございました。ご着席ください。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（山本政人君） ここで、諸般の報告をいたします。 

先日、議会から申し込んでおりました回答書がお手元に配付されております。 

それでは、諸般の報告を終わります。 

［「議長」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい。 

○１番（松本良人君） 諸般の報告の中の、多分、町内小学校全教室への早急なエアコ

ンの設置についてということの回答が町長からあっておりますけれども、私はこういっ

た町にお願いするとか、あるいは予算をどうのこうのとかと一言も触れなかったはずで

す。私は、今までいろいろな要望をした中で、このことは十分町としては取り上げてい

ただいたけれども、実施ができなかったと、エアコンについてはですね。そのことはそ

の前においても、町長からの説明で今度、来年度から、あるいは今年度から逐次やって

いくということをお聞きしました。ただ、私がお願いしたのは、そういったことを前提

とした話し合いをやろうじゃないかというようなことで、議員全員にもう一回やり直さ

なければならないのじゃないかということを、私を含めた浜口議員さんの提出のもとに

しましたけれども、それが否決をされました。ということは、我々議員は暖かいところ

でも、子どもはさせていいんじゃないかということでございましたので、私はそういう

ことであれば、我々自らもそういった体感を経て、そして本当に小学生・中学生の子ど

もたちが暑い中で、あるいは寒い中で勉強するという環境があるということで、我々も

体感してみようと。我々議員は、そういったことを踏まえながら、町政に携わっていか

なければ、我々はぬくぬくとしとって、町民の方々にやっぱりそうでない環境を与えて

はいけない。そういったことでございますので、我々はやはり行政を引っ張っていく上

では、仮に町が間違った考え方をしていてでも、議会の議員としてはそうじゃないとい

うようなことを、あるいは「松本、お前の言うと反対ぞ」と、あるいはそういった形
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で、体感した後のあれを行政に反映していなければいけないということで、こういった

町長からの意見が回答が来ておりますけれども、この件はもう分かったということで、

もう一回、議会運営委員会自体は間違った捉え方をして話し合いがなされておるのじゃ

なかろうかと思います。もう一回、私がここで説明した内容を再度検討していただい

て、そしてもう一回審議をしていただきたいと思います。 

○議長（山本政人君） 只今のご意見に対して、議長としては、先日発言がありまし

た。したがって、それは動議だと受け止めて議会運営委員会にお諮りをしました。これ

は、議会は合議体でありますから、１０人おれば１０人の考え方がございます。そんな

中で慎重審議をなされまして結論を得ました。そして、答弁をいただくという結論に至

ったわけでありますので、議長と議運長と２人でお願いに行って回答書をいただいた、

こういうことでございます。よろしいですか。 

○１０番（山下時義君） 今の件で、私は僭越ながら、総務委員長をさせていただいて

おりますので、この件について、昨日、町内の４つの小学校に、校長あるいは教頭先生

に状況をお尋ねしたんですよ。そしたら、今の状況は松本議員がおっしゃるような状況

ではない。やはり、エアコンがあるところには、エアコンを利用した授業の展開をされ

ておる。これは事実ですよ。そういうことで、ぜひ来年度、そういう設備をしていただ

いたならば有り難いというような回答なんですよ。私たち議員が、特別にエアコンを使

ってしているならともかく、町内の事業所あるいは商店、その他いろいろ町民の方々も

やっぱり夏場はエアコンを使って、冬はもちろんエアコンを使って仕事をしていらっし

ゃるわけですよ。私たち９０億円からなる大切な町民の生活に係った予算の審議に真剣

にやるためにも、そういう環境で審議するのは当然であって、議運の中でもせっかく施

設があるのに、それを活用せんことは、それは不本意ではないかというようなご意見が

ありました。そういうことで現実は小学校の状況は非常によいということを、皆さん方

に報告しておきます。 

以上です。 

○議長（山本政人君） たくさんのそれぞれの意見がございます。ただ、さっきもう一

回再度諮ってくれということでしたので、会議終了後、議会運営委員会を開催します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 認定第 １号 平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て（委員長報告） 

日程第 ２ 認定第 ２号 平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ３ 認定第 ３号 平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 
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日程第 ４ 認定第 ４号 平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第 ５ 認定第 ５号 平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について（委員長報告） 

日程第 ６ 認定第 ６号 平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について（委員長報告） 

日程第 ７ 認定第 ７号 平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて（委員長報告） 

日程第 ８ 認定第 ８号 平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定

について（委員長報告） 

日程第 ９ 認定第 ９号 平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

日程第１０ 認定第１０号 平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について（委員長報告） 

日程第１１ 認定第１１号 平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（委員長報告） 

○議長（山本政人君） それでは、只今から、日程第１、認定第１号、平成２９年度苓

北町一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第１１、認定第１１号、平成２９年

度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの１１件を一括議題と

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第１１号までを一括議題とします。 

本件は、決算審査特別委員会に審査を付託しておりました。 

報告書の提出がありましたので、その写しをお手元に配付いたしております。 

会議規則第４１条の規定により、決算審査特別委員長に審査結果の報告を求めます。 

錦戸俊春委員長。 

○決算審査特別委員長（錦戸俊春君） それでは、報告いたします。 

苓北町議会決算審査特別委員会審査結果報告書。 

平成３０年第２１回苓北町議会定例会において、本委員会に付託された平成２９年度

苓北町一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の認定について、次のとおり審査の結果

を報告します。 

記 

１ 審査年月日   平成３０年９月１１日・９月１２日・９月１３日の３日間 
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２ 審査場所    大会議室、第１・第２委員会室 

３ 委員の出席   錦戸俊春委員長、田嶋豊昭副委員長、松本良人委員 

廣田幸英委員、髙戸幸雄委員、松野重幸委員 

石田みどり委員、野﨑幸洋委員、浜口雅英委員 

山下時義委員 

４ 委員の欠席   なし 

５ 委員外の出席  山本政人議長 

６ 監査委員の出席 登本玄一代表監査委員、倉田明監査委員 

７ 執行部の出席  町長、副町長、教育長、総務、企画政策、会計、土木管理 

農林水産、商工観光、税務住民、福祉保健、水道環境 

教育の各課長及び健康増進室長 

８ 委員会の書記  龍岡議会事務局長、錦戸総務課長補佐、吉本税務住民課長補佐 

９ 審査の過程   本委員会は平成２９年度苓北町一般会計及び各会計の歳入歳出

決算書に基づき監査委員及び執行部の出席を求め、提出を求め

た各資料を含めて慎重に審査いたしました。 

１０ 審査の結果 

（１）認定第 １号 平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定について 

（２）認定第 ２号 平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について 

（３）認定第 ３号 平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について 

（４）認定第 ４号 平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

（５）認定第 ５号 平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

（６）認定第 ６号 平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 

（７）認定第 ７号 平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定について 

（８）認定第 ８号 平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

（９）認定第 ９号 平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定

について 

（１０）認定第１０号 平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 
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（１１）認定第１１号 平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

以上、１１件、全て認定するものと決定しました。 

１１ 少数意見の留保 あり 

１２ あわせて次の事項について執行部に対し要望することを決定しました。 

（１）一般会計（歳入について） 

１、町税等の滞納については、負担の公平性を図るためにも、引き続き努力された

い。 

２、ふるさとづくり寄附金については、返礼品の充実を図り、自主財源の確保に努

められたい。 

３、苓北町の魅力を発信するため、積極的に情報発信を行われたい。また、富岡城

内の交通環境整備に努め、歴史資料館については、その所蔵品の充実なども創意

工夫され、入館者の増加を図られたい。 

（歳出について） 

１、結婚事業については、成婚につながるような取り組みを創意工夫し、再検討

されたい。 

２、都呂々ダム共同管理費負担金については、都呂々ダムの収支等の現状を再確

認し、引き続き熊本県企業局と負担金の見直しについて協議されたい。 

３、新たな宿泊施設の誘致を含めた企業誘致を積極的に行い、人口減少の歯止

め、雇用の確保・拡大に努められたい。 

４、町有施設の管理については、危険箇所を再確認し、危険箇所の表示を行い、

補修、危険防止に努められたい。 

５、公民館活動をはじめ、社会教育行政の充実を図られたい。 

（２）坂瀬川財産区特別会計（特記事項なし） 

（３）都呂々財産区特別会計（特記事項なし） 

（４）国民健康保険特別会計 

健康保持増進の取り組みを進められたい。 

（５）介護保険特別会計 

介護予防について、積極的に取り組まれたい。 

（６）後期高齢者医療特別会計 

健康保持増進の取り組みを進められたい。 

（７）水道特別会計（特記事項なし） 

（８）下水道特別会計（特記事項なし） 

（９）農業集落排水特別会計（特記事項なし） 
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（１０）特定地域生活排水処理事業特別会計（特記事項なし） 

（１１）宅地造成事業特別会計 

１、分譲区画の価格の見直しをはじめ、販売促進の調査研究を行い、売却に努めら

れたい。 

平成３０年９月１３日。苓北町議会決算審査特別委員会委員長 錦戸俊春。 

苓北町議会議長 山本政人様。 

ここで、執行部に対する要望についての補足説明をいたします。 

一般会計について、まず歳入についてです。町税等の滞納処理についてですが、納税

者の不公平感払拭のためにも、不納欠損の扱いにならないように、引き続き滞納整理に

努力をお願いします。特別会計になりますが、国民健康保険税、介護保険料も併せてお

願いをいたします。 

次に、歴史資料館については、開館後２年を経過いたしましたが、入館者が少ないよ

うであります。多額の費用をつぎ込んであります。展示内容や入館料などをよく検討さ

れて、有効な利活用を図っていただきたいということであります。併せて、富岡城出丸

までは大型バスで通行できるような道路整備の検討をお願いいたします。 

歳出についてです。県営都呂々ダムについては、収支等の現状を再確認し、町の負担

金となる都呂ダム協同管理費負担金について、その軽減となるように熊本県企業局と引

き続き協議していただきたいということであります。また、企業誘致は人口の減少の歯

止め、税収確保や雇用の拡大のためにも重要な取り組みであります。また、新たな宿泊

施設の誘致も最優先に考えておられるとのことでしたが、都市再生整備計画事業の成果

を発揮するためにも有効であると考えます。苓北町の活性化につながるよう、さらに努

力していただきたいと思います。 

次に、特別会計についてでございます。国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、

各会計に共通してですが、健康教育を含めた健康保持・増進及び介護予防に取り組ま

れ、医療費の軽減や保険料を増加させないよう、積極的な取り組みを期待します。 

また、買い戻した土地が分譲区画として適した土地であるか、またほかの分譲区画の

価格が適正価格であるかの検討を踏まえ、さらに販売促進に努めていただきたいと思い

ます。 

以上、報告いたします。 

○議長（山本政人君） 委員長の報告が終わりしました。 

次に、本案については、浜口雅英君から、会議規則第７６条第２項の規定によって、

少数意見報告書が提出されています。少数意見の報告を求めます。 

浜口雅英君。 

○８番（浜口雅英君） 平成３０年９月１３日。苓北町議会議長 山本政人。 
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平成２９年度苓北町一般会計決算審査特別委員会委員 浜口雅英。 

賛成者、石田みどり、松本良人。 

少数意見報告書。 

９月１１日から９月１３日までの平成２９年度苓北町一般会計決算審査特別委員会に

おいて、留保した少数意見を次のとおり、会議規則第７６条第２項の規定により報告し

ます。 

記 

１ 議案番号  平成３０年第２１回苓北町議会定例会 認定第１号 

件名 平成２９年度苓北町一般会計決算の認定について 

２ 意見の要旨 

平成２９年度苓北町一般会計決算の認定は、下記理由により反対する。本来、企業誘

致等の産業振興、道路の舗装や維持管理、教育環境の整備など、町民の生命・財産を守

ること、そして生活に密着した項目を第一に考えた行政の執行が求められるべきだが、

本決算は都市再生整備計画事業による富岡城関連施設の復元等が重点的に執行された。 

このような、住民生活に直接的に利便性のない箱物行政は、これの維持管理のために

今後の町の行政・財政運営に大きな負担をかけることになる。 

よって、平成３０年第２１回苓北町議会定例会 認定第１号、平成２９年度苓北町一

般会計決算は認定できない。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 報告が終わりました。 

これから質疑を行いますが、質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行いますが、討論はありませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 討論がありますので、これから討論を行いますが、まず原案に

反対者の発言を許します。なお、発言者は、当初、冒頭で反対か賛成かを述べられて、

そして意見を述べてください。どうぞ。 

松本君。 

○１番（松本良人君） 反対の立場で申し上げます。 

企画費の中で、当初予算として１,６２３万７,０００円、それから補正予算の中で４

８万円、計１,６７１万７,０００円の予算が計上され、１,６３８万８,２８５円の支出

がなされております。私たちは、常に期待をもちながら、この予算に臨んでまいりまし

た。そして、やむないと、頑張ってくださいということで予算決定をしてきましたけれ
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ども、その成果が見られない。そして、この前、委員会の折にも申し上げましたけれど

も、執行部からは給料とか何かを使うとると。要は、目的外使用もあるんじゃなかろう

かというようなことがございます。それで、先ほど私は監査委員さんにそのことをお尋

ねしたいと思いましたけれども、後でまたお尋ねをします。 

それからまた、教育費の目の社会教育費においても、今後はやはり社会教育というの

は相当な重要なものではなかろうかなと。確かに学校教育も必要です。しかし、苓北町

の今後を見ると、社会教育のウエイトは相当高いと思いまして、私だけじゃなくて常々

この会においても要望がなされてきておりますけれども、一向に検討・改善が見られな

い。改善どころか衰退しているようなところも見られるというように感じます。 

よって、本案には反対します。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に賛成者の方の発言を許します。 

山下君。 

○１０番（山下時義君） １０番、山下時義です。私は、賛成の立場で討論を行いま

す。 

この決算書は、町の基幹産業である第一次産業の振興と支援、都市再生計画事業によ

る天草の要害である苓北町の観光の拠点でもある富岡城関連施設の整備、町民の健康保

持・増進のための各種健診、介護予防の取り組み、平成２９年度までに被災した道路、

河川、港湾の復旧事業の取り組みなど、平成２９年度の苓北町一般会計決算、予算の執

行は、町民に寄り添った、安心して生活できる事業の展開であると考えております。 

よって、平成２９年度苓北町一般会計決算の認定については賛成します。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に反対者の方の発言を許します。 

石田君。 

○６番（石田みどり君） 一般会計決算に反対の立場で討論を行います。 

私は、一般会計全部に反対ではありません。町も努力をしていただいていることは認

めます。一般質問でも申しましたが、町民からの要望について、計画があったにも関わ

らず、執行されていなかった件、これは町長が謝罪をしていただきましたが、町民の立

場に立ち、生命・財産を守るための行政運営をしていただきたい。ホウレンソウ、報

告、連絡・連携、相談、それに点検も加えてもらった行政運営を望み、反対をいたしま

す。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に賛成者の方の発言を許します。 

髙戸君。 

○３番（髙戸幸雄君） 平成２９年度一般会計決算の認定に賛成をいたします。 

私は、平成２９年度当初予算に反対した経緯があります。よって、日ごろから是々
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非々主義を持ち続けることが責務であると考え、定例会及び臨時議会において提出され

た議案に対し、賛成する一方で反対の討論を行ったところでございます。結果、支出の

一部については考えることもあります。 

なお、決算委員会から要望された事項について検討され、今後の補正、また来年度の

予算に反映されることを信じ、認定第１号、平成２９年度一般会計決算認定には賛成を

いたします。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に反対者の方の発言を許します。 

浜口君。 

○８番（浜口雅英君） この決算審査は、言うまでもありませんが、町政のチェック機

関として、平成２９年度予算の執行と行政成果の検証はもちろん、次年度以降に向けて

の施策の推進、財政の進め方などを提言していくための重要な機会だと考えます。数の

力だけでの行政執行ではなく、何が、どのような施策が町民のためになるのかを熟知

し、当該年度の決算を検証しなければなりません。 

私は、２９年３月の２９年第１３回苓北町議会定例会の折、２９年度一般会計当初予

算審議の本会議における採決の前に、４人の賛成者を得て少数意見の報告書を提出しま

した。内容は、先ほど会議規則第７６条第２項の規定に基づき提出した決算認定に係る

少数意見の報告書と同じでした。具体的には、本来、企業誘致等の産業振興、道路の舗

装や維持管理、教育環境の整備など、町民の生命・財産を守ること、つまり生活に密着

した項目を第一に考えた行政執行が求められるべきだが、本予算、２９年度当初予算

は、都市再生整備計画事業による富岡城関連施設の復元等が重点的に計上されている。

このような住民生活に直接的に利便性のない箱物行政は、これの維持管理のために今後

の町の行政・財政運営に大きな負担をかけることになる。よって、平成２９年度苓北町

一般会計予算案には反対するというものでした。 

このような経過の中で、今回の一般会計の決算の認定に当たっては、この１年間の施

策の執行状況を振り返り、同様の理由から、決算の認定反対するものです。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に賛成者の方の発言を許します。 

野﨑君。 

○７番（野﨑幸洋君） 次に、平成２９年度の一般会計決算の認定について、賛成の立

場で討論いたします。 

平成２９年３月の予算審査の折には、富岡城関連施設整備の予算は町民に対し十分な

説明と理解がなされていないなどの理由により反対をいたしました。また、今定例会で

も一般質問等で要望・意見等を述べたように、この富岡城関連施設については、私自

身、まだ納得してはおりません。しかし、平成２９年度予算は既に執行されておりま
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す。９月１１日から１３日の３日間、厳正に審査を行った結果、他の予算の執行は適正

に行われていたものと判断をいたしました。また、先ほど歳入歳出、そして各特別会計

の意見・要望等も執行部に対し要望されました。 

よって、私は、委員長から報告があったとおり、平成２９年度の決算は認定すべきと

判断し、平成２９年度決算認定に賛成いたします。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に反対者の方の発言を許します。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 次に、原案に賛成者の方の発言を許します。 

田嶋君。 

○９番（田嶋豊昭君） 私は、平成２９年度苓北町一般会計決算の認定については、賛

成の立場で討論に参加します。 

苓北の里山・里海、資源を活用した観光交流ブランド創造事業、天草拓心高校マリン

校舎のヒオウギ貝のアヒージョや蓬莱柿を使った洋菓子の創造とか、長崎、福岡、都市

圏での町内事業者の試食を中心とした、苓北町を知ってもらう、商品の価値を知っても

らう催しの開催や、都市再生整備計画事業として長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連

資産の世界遺産登録を見据え、国指定史跡富岡キリシタン供養碑の駐車場整備、富岡港

船客待合所の改修、富岡港からの交通二次アクセス強化等に取り組まれ、人・物の往来

が盛んになるような事業が展開されています。 

これをはじめ、平成２９年度の苓北町一般会計・特別会計の予算執行により、町民、

企業、行政がその力を発揮できたと考えます。職員も頑張っています。今後とも攻めの

事業展開に期待しております。 

よって、賛成します。 

以上です。 

○議長（山本政人君） 次に、原案に反対者の方の発言を許します。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 次に、原案に賛成者の方の発言を許します。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 次に、原案に反対者の方の発言を許します。 

ほかに討論ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） ほかに討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、採決を行います。 

採決は、認定第１号から第１１号までを、それぞれ起立によって行います。 
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議会運営に関する申し合わせにより、決算については起立表決ということが定められ

ております。 

それでは、認定第１号、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第１号、平成２９年度苓北町一般会計歳入歳出決算については、認

定することに決定しました。 

次に、認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第２号、平成２９年度苓北町坂瀬川財産区特別会計歳入歳出決算に

ついては、認定することに決定しました。 

次に、認定第３号、平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第３号、平成２９年度苓北町都呂々財産区特別会計歳入歳出決算に

ついては、認定することに決定しました。 

次に、認定第４号、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 
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［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第４号、平成２９年度苓北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に

ついては、認定することに決定しました。 

次に、認定第５号、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第５号、平成２９年度苓北町介護保険特別会計歳入歳出決算につい

ては、認定することに決定しました。 

次に、認定第６号、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

についてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第６号、平成２９年度苓北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

については、認定することに決定しました。 

次に、認定第７号、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第７号、平成２９年度苓北町水道特別会計歳入歳出決算について

は、認定することに決定しました。 

次に、認定第８号、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 



 

－187－ 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第８号、平成２９年度苓北町下水道特別会計歳入歳出決算について

は、認定することに決定しました。 

次に、認定第９号、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第９号、平成２９年度苓北町農業集落排水特別会計歳入歳出決算に

ついては、認定することに決定しました。 

次に、認定第１０号、平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第１０号、平成２９年度苓北町特定地域生活排水処理事業特別会計

歳入歳出決算については、認定することに決定しました。 

次に、認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてを採決します。 

本件に対する委員長の報告は認定すべきです。 

お諮りします。 

本件は、委員長報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（山本政人君） はい、起立多数です。 

したがって、認定第１１号、平成２９年度苓北町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

については、認定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 



 

－188－ 

日程第１２ 陳情等文書表について 

○議長（山本政人君） 日程第１２、陳情等文書表についてを議題とします。 

本会議までに受理した陳情等は、先にお配りしました１件が提出されております。 

まず、陳情第１号、臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書につい

てを議題とします。 

陳情第１号については、議会運営委員会にお諮りし、会議規則第９５条の規定並びに

議会運営に関する申し合わせ事項により、議員配付することに決定いたしましたので、

お手元に配付しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 閉会中の継続審査（調査）の件 

○議長（山本政人君） 次に、日程第１３、閉会中の継続審査（調査）の件についてを

議題とします。 

総務常任委員長、町民福祉常任委員長、建設経済常任委員長、議会運営委員長、議会

活性化等検討特別委員長及び広報委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会

中の継続審査（調査）の申し出があっております。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査（調査）とすることにご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申し出については、閉会中の継続審査（調査）とすること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議員派遣の件 

○議長（山本政人君） 日程第１４、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり、派遣することにしたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（山本政人君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり、派遣すること

に決定しました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

これで、本日の会議を閉じます。 



 

－189－ 

平成３０年第２１回苓北町議会定例会を閉会します。 

どなた様も大変お疲れ様でした。 

 

閉会 午前１０時１６分 



 

－190－ 

地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

平成  年  月  日 

 

 

苓北町議会議長 

 

 

署 名 議 員 
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